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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　春の陽気に包つつまれたオリゾン中学校の講堂では入学式が行われていた。

　マリーナ達の挨あい拶さつの時とは打って変わって生徒達の目からは輝かがやきが消えかけている。原因は長々と続いている来らい賓ひんの挨拶だ。

　新入生は先生や父母の視線が集まっているので何とか耐たえているが、先輩方は欠伸あくびをしたり雑談を始めたりと完全に飽あきてきている。中には『もっと面白い話をしろ』だとか『俺おれならもっといい話が出来るぜ』と言っている奴もいる。

　多分俺も彼らと同い年だったら、似たような態度を取っていただろう。でも、この世界に転生してきた俺おじさんには分わかる。壇上あそこで求められているのは面白い話をする事じゃない。自分に与えられた時間どおりに差さしさわりのない話をする事だ。

（中学校の入学式はどんな感じや？）

　頭上から野太い声が降ってきた。声のした方に視線を移うつしてみると、巨大な三毛猫が浮かんでいた。普通なら大おお騒さわぎになるんだろうけど、誰だれも猫の事を見ようとしない。

（準備が大変だったんだろうなと、話を聞いている生徒がほとんどいないのに喋しやべるのはきついだろうなって思うよ……それで神しん使し様さま、なんかご用事ですか？）

　この巨大メタボな猫の名前はミケ。絆きずなの神様リヤンに仕つかえている神使だそうだ。神使だからテレパシーも使えるし、俺にだけ姿を見せる事も可能との事。

（つまらん感想やの。新入生らしく初うい々ういしい希望とかないんか？）

　ミケはそう言うとわざとらしく溜ため息いきをついてみせた。

（放っておいてくれ。二回目の中学校の入学式なんて、大した感かん慨がいもわかないぞ）

　俺は三十五歳の時、何の脈みやく絡らくもなくこの世界に転生した。トラックにひかれてもいないし、ゲーム中にログアウト出来なくなったとかじゃない。飲み会の帰り道、普段と違った道を歩いていたら、あるゲームの世界に転生してしまったのだ。

　そしてゲームに閉じこめられる系の黒幕に言いたい。そのゲームの関係者の事を考えていないのかって。ユーザーが一人でもそんなトラブルに巻き込まれたら、会社から帰れないし転職もままならないんだぞ。特に俺みたいなプログラマーだったら、警察に拘こう束そくされて容疑者扱いされてしまうだろう。想像しただけで鳥肌がたつし、巻き込まれた同業者プログラマーの事を思うと心の底から怒りがわいてくる。

（普通、二回目の入学式は自分の子供なんやけどな……三十過すぎて独身やなんて、前世の親御さんは随ずい分ぶんと心配したんやろな）

　ミケはそう言うとさっきより大きな溜め息をつく。哀かなしいかな、転生する前の俺は三十五歳で独身だったのだ。

（でっかいお世話だっ！　結婚だけが、人生の全てじゃないんだぞ。親も人様に迷惑をかけなきゃ、それでいいって言ってくれたし）

　ミケが俺の側そばまで降りてきたかと思うと、ポンッと肩を叩たたいた。

（それ、慰なぐさめなんやで……ところで、婚約者とはどんな感じや？）

　今世の俺には婚約者がいる。美少女で性格もよいという奇跡のような存在だ。名前はマリーナ・ライテック、勇者ブレイブ・アイデックの子孫である。

（どうもこうもゲームのジョージ同様嫌われまくっているよ。好感度の鑑定結果はゴキブリ百匹分なんだぞ）

　そう、俺が転生してきたのは自分が開発に携たずさわったゲーム『君と手を取り合って冒険へ』通称キミテの世界だった。しかも俺をモデルにしたお邪魔キャラジョージ・アコーギに転生したのだ。ちなみに前世の俺の名前は榕あこう木ぎ丈じよう治じ……何の因いん果がか独身プログラマー榕木丈治が嫌われ者のジョージ・アコーギに転生したのだ。

　ちなみにジョージはアコーギ伯爵家の長男である。俺とマリーナの婚約は、アコーギ家がマリーナの実家ライテック家に融ゆう資しする事を条件に結ばれたものなのだ。

（仲ようなる努力はしてんのか？）

　ミケの言いたい事は分かる。

（仕事が忙しくて、そんな余裕ないよ。お陰かげ様さまで、領地ボーブルは初年度から黒字だぞ）

　悲しい事に俺は実父アランにも好すかれていない。それにここがキミテと同じ世界なら数年後に魔王ゴライアスが現れて、オリゾンは恐怖に包まれる。

　ゲームでは勇者の子孫が主人公となり、マリーナ達ヒロインとともに魔王ゴライアスを倒しオリゾンに平和をもたらす。しかし、ジョージはどのエンディングでも不幸な最後を遂とげてしまう。そんなの嫌だ。だから俺は母方の祖そ父ふローレン・コーカツ公爵の力を借りて、独立をはかったのだ。

　前世の知識をフル活用してボーブルを発展させ、貴族のプライドを捨てて人材を集めた。お陰で領地の運営は好調だけど、それに比例するかのように俺の仕事が増えてしまったのだ。

　休む暇ひまもないのである。マリーナとの仲を改善するのは、どうしても後回しになってしまうのだった。













　式を終えて、教室に戻って来たけれど、クラスメイトが妙みようによそよそしい。

（知らない猿えん人じんだから、警けい戒かいしているんだろうな。自己紹介で誤解を解とくしかないか）

　ここで貴族のジョージ・アコーギですなんて言ったら、さらに警戒されると思う。俺おれがマリーナと婚約したのを気に入らない貴族が悪い噂うわさを流したらしく、第一小や第二小で俺の評判は最悪との事。最初は同姓同名の一般人と勘かん違ちがいしてもらえるような自己紹介をしておこう。

　幸いな事に、俺の挨あい拶さつの順番はかなり後半になる。クラスメイトの自己紹介を参考にさせてもらおう。

「ド、ドンガ・シンセロだす。熊くま人びとで、家は農家だす。第三小からきただ……す」

　予想どおりと言うべきか、お約束と言うべきかドンガは緊張して嚙かみまくった。女子からは「ドドンガ君、可か愛わいい」と好評である。

「ヴェルデ・ギリアム、見てのとおり狸たぬき人びとでございます。家はギリアム商会ですので、何かお入り用でしたら、一声おかけ下さい。クラスメイトの皆様には、少しはお安くしますので」

　小こ憎にくらしいくらい落ち着いているヴェルデは、しっかりと宣伝をしていた。獣人とはいえ、中学に通える生徒の家は裕福な家庭が多い。アピールしておいて損そんはないと思う。

「ヘゥーボ・ディエラーチ、自分はエルフです。趣味はマジックアイテムの開発と研究、珍しいマジックアイテムを見に行く事。好きなマジックアイテムは生活に役立つ物です」

　……ヘゥーボ、自己紹介じゃなく、マジックアイテム好きアピールになっているぞ。ほとんどの、女子がドン引きしています。

「あたいの名前はカリナ・アイビス。見てのとおり、獅し子し人びとだよ。出身は第一小さ。あたいの家はリュエルで食堂をやっているんだ。汚い店だけど、味は保証するから、食べに来てくれ」

　小こ気き味みよい声がしたので、見てみると快かい活かつそうな獅子人の少女が自己紹介していた。オレンジ色の髪をポニーテールにしたボーイッシュな少女である。

　そしていよいよ俺の番が回ってきた。

「ジョージア・コギ、猿人です。家の関係で休む事もあると思いますが、どうぞよろしくお願いします」












　区切りを変えたりしたけども、噓うそは言っていない。かぎりなくグレーなだけで噓は言っていない……はず。ジョー○ア・コーヒーの方が良かっただろうか。





　　　　　◇






　入学式後、交流会を兼ねて第三小卒業生にリリルを加えて昼食をとる事になった。参加するのはジョージパーティーの熊人ドンガと狸人のヴェルデ。それと第三小で同じクラスだった栗り鼠す人びとのケイン・ナッツとミリカ・ウォールナット、兎うさぎ人びとのピーター・キャロレットとコニー・ラパン。それにドワーフのリリル・ハンマーを加えた八人である。幸いな事に、八人とも同じクラスになれたのだ。まあ、ジョージパーティーの三人に関しては、俺が裏から手を回して同じクラスになるようにしたんだけど。

　場所はケインお勧すすめのいわゆる大衆食堂。

「ここは獅子人の親子がやっているんだけど、とにかく肉料理がうまいんだよ。安くて腹一杯に食えるから僕もよく来るんだ」

　ケインのテンションはマックスだけど、女子の反応は微妙。何しろ建物がボロい。そのせいか潔けつ癖ぺき症しようのピーターは店に入らずに帰ってしまった。

（へえ、中は綺き麗れいだな。チリ一つ落ちてない）

　中を見てからだと、外観も味があるように見えてくるから不思議だ。

「いらっしゃい……あれ、あんた確か同じクラスのジョージア・コギだよね？　早さつ速そく来てくれたんだ、ありがとよ」

　そこにいたのは同じクラスの獅子人の少女カリナ・アイビス。オレンジ色の髪をポニーテールにしている快活な少女だ。

「それじゃ俺はチキンソテーを頼む。みんなも好きなのを頼んでいいぞ」

　同じ中学生とはいえ、俺は現役の領主だ。七人分の昼食代くらいは余よ裕ゆうで出せる。

「ジョージ様、ハチミツトーストがあるだよ。これでもいいだか」

　熊人の性さがなのだろうか、それとも単純に甘い物が好きなのかドンガはハチミツトーストを見つけてご機き嫌げんである。

「僕はハーブティーでお願いします」

　ヴェルデが頼んだのはメニューの中で一番安いハーブティーだった。後から理由を聞いたらハーブティーの味でその店の腕が分わかるらしい。この店は合格らしく、接待に使うそうだ。

「僕はーチキンソテーとチキンカツ、それにーバゲットサンドにハニートースト……あとーポークソテーとミートソースのパスター。全部特盛りでー」

　リリルはドワーフだけあって食欲旺おう盛せいだ。そしてリリルはドワーフだからチビッ娘こである。リリルは普段から熊人のドンガ以上に食べる。その栄養はどこに消えているのかが不思議でたまらない。

　料理を運んで来てくれたのはカリナより少し年上の少女だった。多分、カリナのお姉さんだろう。チキンソテーの付け合わせはマッシュポテト。単価が安い芋いもをつける事で満足度を上げているんだろう。

「ありがとうございます。じゃっ、頂いただきます」

　ご飯前の挨拶は日本人として欠かかすわけにはいかない。

「いまのはなんだい？」

　カリナが日本の挨拶を知るわけもなく、不思議そうな顔で尋ねてきた。

「ああ、料理を食べる前に感謝の言葉を贈るんだよ。命を頂くって感謝。素材を採とってくれた人と作ってくれた人への感謝。そして美お味いしく料理してくれた人への感謝……おっ、美う味まい」

　胡こ椒しようが高くて使えない分、鶏とり肉にくは塩とハーブできちんと味付けをしている。皮はパリパリしていて肉は柔やわらかくジューシー。下処理をきちんとしているから、安い肉でも美味しく調理されていた。

「へっへー、ありがとよ。そのマッシュポテト、あたいが作ったんだぜ」

　カリナはマッシュポテトを誉ほめられたのが嬉うれしいらしく、満面の笑みを浮かべている。

「丁てい寧ねいに裏ごししていて美味いよ」

　バターと胡椒が少なくて物もの足たりない気もするが、この値段でそこまで求めるのはなしだろ。

「だろ？　あんた、分かっているじゃねえか」

　そう言うとカリナは俺の肩を叩たたいてきた。少女特有の甘い匂いが俺の鼻をくすぐる。何故だろう。何もしていないのに、独特の罪悪感を感じてしまう。

「カ、カ、カリナ、お客様になんて口を……ジョージ様、申し訳ありません」

　カリナパパが猛もうダッシュで俺の側そばに来た。どうやら、俺の正体に気付いたようだ。

「いいですよ。ここにお邪魔しているのは俺なんですから。食堂に貴族の流儀を持ち込むのはマナー違反ですし」

　それに魂たましいが庶しよ民みんな俺は高級レストランより大衆食堂の方が落ち着く。

「貴族？　ジョージア・コギ……ジョージ・アコーギ？　あんたもしかしてマリーナの婚約者のジョージ・アコーギ？」

　カリナは驚いたのか、口をあんぐりと開けている。猿人のものより鋭するどい犬けん歯しがチラリと見えた。獅子人でも犬歯って言うんだろうか？

「あー、バレちまったか……そっ、嫌われ者のジョージ・アコーギ。幻げん滅めつした？」

　確かカリナは第一小の出身。口振りからするとマリーナの知り合いなんだろう。これは嫌われる可能性が高い。

「幻滅はしないけどびっくりしたよ。あのマリーナが嫌うから、どんないやな奴かと思えば普通じゃん。あっ、普通の貴族はうちになんて来ないか」

　そう言うとカリナはからりと明るく笑う。食堂がパッと華はなやぐ明るい笑顔だった。





　　　　　◇






　入学式の翌日、俺は教室でまったりしていた。暖あたたかな春の日ひ差ざしが窓から差さし込こんで来て、なんとも心地よい。今は昼休み、領主と中学生というハードな二足の草鞋わらじを履はいている俺にとって貴重な休憩時間なのだ。

　周りではクラスの連中が男女数人ずつで小集団を作り、会話を楽しんでいる。みんな照れくさそうだけど、いい笑顔だ。

（青春だねー。若人よ、青春を満まん喫きつしたまえ）

　おじさんは昨日も夜遅くまで仕事をしていたから、ゆっくり休ませてもらいます。

　中学生になると男女の関係が微妙に変化しだす。男女ともに、異性の目を気にしだし、モテようと色々と努力を始める。それはお洒落しやれだったり部活だったりと人それぞれだ。

　青い春と書いて青春。クラスメイト達は青春真まっ盛さかりといった感じである。そして俺のクラスメイトには、あの二人もいるわけで……。

「ジョージ様、ジョージ様は何の部活に入るだか？　おではフースボール部に入りたいだ」

　フースボールはオリゾンで人気のサッカーみたいな球技だ。サッカーとの違いは、魔法を使ったとんでも技がある事。ファイアーシュートやサンダーシュート、ディスペルガードなんて技もある。テニヌならぬサシカーといった感じだ。そしてフース選手はモテる。人気詩人や貴族の令嬢と浮き名を流すフース選手もいるそうだ。

「俺は本業りようしゆが忙しくて部活は無理だよ。お前も家の手伝いと修業があるだろ」

　第一、魔法が苦手なドンガじゃレギュラーになれないと思う。何より、ドンガはフースボールにあまり興味を持っていなかったはず。

「だどもー。ケイン君がフースボール部に入っただよー。それにフース選手は格好いいだし」

　どうやら、ドンガは恋のライバル・ケイン（一方的にライバル視してるだけ）に対抗心を燃やしているらしい。でも、ドンガが片思いしている女子のウォールナットはフースボール選手を好きなわけじゃないんだよな。ましてやフースボール部に入ったら、ケインとウォールナットのイチャイチャシーンに遭そう遇ぐうする機会が増えるだけだ。

「ケインはフースボールが好きだからフースボール部に入ったんだぞ。修業を頑張ればボーブル騎士団に入れてやるから」

　騎士団で重視されるのは家柄だ。これは平時、部下である兵士を養やしなわなければならないからだ。しかし、重騎士だけは家柄を重視出来ない。重騎士に必要なのはがたいのよさと分厚い鎧よろいを着ても戦える筋力。ドンガは体能力が高いし、中学卒業相当の知識を身に付けられる。そして何よりも忠義心が厚く重騎士向けだから、引く手あまただろう。

「ジョージ様、僕にはどんな髪型が似合うと思いますか？　中学生になったから髪を伸のばそうと思うんですが」

　オリゾンの男性貴族の髪型は長髪が最良と言われている。そのせいか、騎士や吟遊詩人にも長髪にしている人が少なくない。最近では、女の子にモテたい男はこぞって髪を伸ばしているらしい……でもポッチャリ狸たぬきのヴェルデにロン毛は似合わないと思う。お洒落は流は行やりよりも、自分に似合っているかどうかの方が大切。

「とりあえずカツラを被かぶって鏡を見てからにしろ。それよりヴェルデ、例のサンプルは届いたか？」

　これくらいの年の少年に頭ごなしに反対しても意い固こ地じになるだけだ。まあ、カツラと書いて現実と読むんだけどね。それにロン毛が似合う男は一部のイケメンのみだと思う。

「はい。歯ブラシと土鍋、それに木炭、それぞれサンプルが届きましたよ。是ぜ非ひ、家うちでも扱わせて下さい」

「ありがと。それで買い取り価格なんだけど……」

「買い取り価格は既すでに呈てい示じしましたよね。いくらジョージ様とはいえ、軌道に乗るまでは一ストーンも増やしませんよ」

　値上げ交渉をしようとしたら、速攻で拒否された。恋愛はビギナーのヴェルデだけど、商人としては中々の遣やり手てらしい。

「絶対に売れるって。だからもう少し色をつけて」

「確かによい商品です。でも、物の価値はお客様が買いたいと思える値段でなくては売れません。歯ブラシでしたら、貴族用に細かい装飾を施ほどこして頂ければ、買値を検討させてもらいます」

　ここは素直にヴェルデの成長を喜ぼう。俺は王都や他の領地に輸出する伝つてを持っていない。それに移送費や宣伝費を考えればギリアム商会に託たくした方が、得になるだろう……負けるが勝ち、その言葉で自分を納得させておく。

「ジョージ様、ドライヤーの試作品が出来たよー。でもー、火の魔石と風の魔石のバランス調整が難しいから値段が高くなると思うなー。とりあえず、サンプルを渡すねー」

　代わって話しかけて来たのはドワーフ娘リリル・ハンマー。身長は百三十センチ（本人曰いわく百三十・六センチ。この六ミリが貴重らしい）とチビッ娘である。くすんだ灰色の髪が特徴のスレンダー体型、いわゆるロリッ娘こドワーフだ。しかし、チビッ娘と侮あなどるなかれ、その技術力は大人と遜色なく、既に俺と専属契約を結んでいる。

「大丈夫。ドライヤーを売るのは貴族や金持ちの商人に絞しぼっているから。それより魔動ドライバーの進しん捗ちよく状況はどうなっている？」

「難しいねー。風の魔石を動力にしてみたけど、力が弱いんだよー。ギア比とか弄いじってみるけど諦あきらめた方がいいかもねー」

　ぬう、回せば何とかなると思ったけど、そんな簡単な物じゃなかったか。失敗は成功の元、なんとも便利な言葉である。概がい念ねんは導入したんだから、いつか誰かが作ってくれるだろう。

「分かった。研究にかかった費用を請求してくれ」

　リリルから受け取ったドライヤーのサンプルを動かしてみる。調整に手間取っただけあり、丁ちよう度どいい温かさの風が出てきた。

（温度も大丈夫だし、持ち手も熱くならない。これなら量産体制に入っても大丈夫だな）

　とりあえず母さんやハウスキーパー部門の職員に使ってもらって意見を聞かせてもらおう。職員用の大浴場に設置すれば、色々な意見が集まるはずだ。

　そうして、ドライヤーの調子を見ていると、物もの凄すごい勢いで何かが突つっ込こんできた。

「すいません、そのマジックアイテムを自分にも見せてもらえますか？　……凄い……魔石の調整が完璧だ。これは誰だれが作ったのですか？」

　物凄い勢いで突っ込んできてドライヤーを強ごう奪だつしたのはグルグル眼鏡めがねを掛けたエルフの少年ヘゥーボだ。

（やっぱりヘゥーボはマジックアイテムオタクか……珍しいマジックアイテムを見ると、我を忘れるのもゲームと同じと）

　ヘゥーボ・ディエラーチ。種族はエルフ。ジョージパーティーの神官兼発明家。特徴はエルフ耳にグルグル眼鏡。素顔は美少年なんだけど、でかい眼鏡をかけているせいで素顔が見えなくなっている。

　魔力が高いエルフなのにマジックアイテムの発明に命を懸かけている……のだが、何しろ作る物が微妙なのだ。空を飛ぶために浮遊効果があるお札ふだを作れば、高さの調節機能がなく降りてこられなくなる。魔法の杖つえを作れば、一回で全魔力を込める仕様にしてしまい、つど気き絶ぜつなどなど。

　ジョージパーティー唯ゆい一いつのイケメンであるが、残念な言動が多く人気投票でドンガに負けていた。ちなみに最下位は、ぶっちぎりでジョージだった。

「作ったのは僕だよー。でも、アイデアを出したのはそこにいる無茶振ぶり領主のジョージ・アコーギ。本当、言うのは簡単なんだよねー」

　リリルさん、耳が痛いです。ちなみにリリルに礼儀は無用と伝えたら、こんなにもフレンドリーな対応になってしまった。

「ジョージ・アコーギ……す、すいません。自分、マジックアイテムの事となると、つい我を忘れてしまうのです」

　相当焦あせっているらしく、ヘゥーボの顔から冷や汗が滴したたり落おちている。

「別に構わないよ。それより、マジックアイテムの研究開発に興味はないか？　良かったら資金援助するぜ」

　研究開発に金が掛かるのは異世界も変わらない。ヘゥーボがジョージパーティーに入ったのも研究費用のパトロンになってもらうためだったし。

「いいのですか!?　ジョージ・アコーギはケチで無ぶ愛あい想そうっていうのは噓なのですね」

　……訂てい正せいしようとしたが、ヘゥーボはドライヤーに夢中である。まるで大好きな玩具おもちやをもらった子供だ。

「あんた、相変わらず評判が悪いね。前世で何か悪い事をしたんじゃないの？」

　カリナが悪戯いたずらっ子このような笑顔を浮かべながら話しかけてきた。あれから食堂にちょくちょくお邪魔したお陰で、カリナと親しく話せるようになっていた。前世でした悪い事は、スピード違反くらいなんだけどな。

「ケチってのは服や装飾品に金をかけないから強あながち噓じゃないし、無愛想も、貴族のパーティーに出てもあまり喋しやべらないから言われているんだよ」

　俺は高い服を着ても似合わないし、貴族が好きな詩や踊りの素養がないから会話に加われない。

「本当に貴族らしくないよね。あっ、あの土鍋だっけ？　父さんがもう少し欲しいってさ……でも、本当にただでいいの？」

「土鍋料理のレシピを広めてもらえれば、売り上げ拡大に繋つながるのさ。お礼ならマッシュポテトを大盛りにしてくれたら嬉しいな」

　カリナの家の食堂は美味いだけじゃなく、安くて量も多い。特にカリナの作るマッシュポテトが俺のお気に入りだ。
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　ヘゥーボと知り合った。つまりゲームと同じ展開になる可能性が高い。改めてキミテの展開を思い出してみる。

　キミテは主人公の高校生活とリンクしている。一年の夏休みまでは各ヒロインと知り合う期間。選択肢にもよるが、最後に知り合うのは風属性のヒロイン風カゼ継ツグ凜リン。

　長期休みの前には通常の定期試験の他に魔物退治の試験もある。当然、段々と魔物が強くなっていく。卒業試験は、ミスリルドラゴン……もう、学生の試験じゃないと思う。三年を通しての共通イベントは四月の入学式。特に二年目の入学式にはアミが入ってくるから大事である。

　そして六月には体育祭、お約束のダンスもあるがジョージは三年連続ボッチだ。

　九月の学園祭では武道大会と魔術大会がある。ちなみにジョージは毎回一回戦敗退。

　十二月にはクリスマスもどきの太陽生誕祭。三年の太陽生誕祭では、マリーナがジョージ主宰のパーティーから飛び出して主人公の元に行くという鬼き畜ちくな展開が待っている。

　一月は新年祭。選んだ願い事で能力がアップしたり、ヒロインとの好感度が上がったりする。

　二月はバレンタインもどきのウィンターギフトデイ。ちなみにジョージは毎年誰からも貰もらえず、自分で買っていた。そのためホワイトデイに相当するスプリングギフトデイにジョージの出番がない。

　六ろく魔ま枢すうは風・火・闇・土・水・光の順番に出て来る。その他に魔王軍には軍師や主人公の幼おさな馴な染じみだった剣士もいる。

　いつ帰れるか分からないし、大切な人も増えた……英雄になる気はないけど、魔王軍への対策は立てておきたい。













　春の優しい日ひ差ざしを浴あびながらまどろんでいると、小鳥達のさえずりが聞こえてきた。昨日も夜遅くまで仕事をしていた俺りようしゆを労いたわってくれているんだろう。このまどろみからの二度寝を楽しめるのは日曜ならではの特権だ。

（爽さわやかな朝だな……って、おい）

　小鳥達のさえずりに混じり、朝の爽やかさをぶち壊す歌声が聞こえてきた。

「わーしは可か愛わいいっ可愛いっにゃんこちゃん。モフモフの毛並みにプニプニの肉球。プリティ・ラブリーMIKE。さあ、ご一緒に!!　プリティ・ラブリーMIKE」

　窓から顔を出してみると、神ミ使ケが、足を組みながらギター片手に弾ひき語がたりをしている。

　……朝から悪い物を見てしまった。とりあえず、窓を閉めよう。

「おい、こら!!　何しとんねん。プリティなにゃんこちゃんが可愛らしい歌を唄うたってんねんぞ。全力でモフるのが礼儀やろ」

　ミケはそう言うと、閉めた窓を叩たたき付つけるようにして開けてきた。ミケは猫の姿をしているが神しん使しだ、窓を開けるくらいは造ぞう作さもない。今度から鍵をきちんと閉めておこう。

「何が可愛らしい歌だ。小鳥が逃げちまったじゃねえか!!」

「小鳥より、猫の方が可愛いやないか。それに小鳥は作物を食い荒あらすだけやろ。猫はぷりてぃなだけやなく、ネズミも退たい治じする優すぐれたペットなんやで」

　ネズミ退治は、俺おれの頭を悩ましている問題の一つだ。でも、ネズミ退治のために連れて来られた猫が、在来種の小鳥とかを襲って自然形態を壊した例は少なくない。

「はー、叫んだら目が覚めたよ。さてと、仕事を始めるか」

　朝からミケと漫才をしたのが効いたのか、いつの間にか眠気は綺き麗れいに吹き飛んでいた。

「仕事って今日は日曜日やぞ。たまには休まんと体を壊すで」

　ミケの言うとおり、休める時には休んでおかないと、体が持たないしモチベーションが低下する。なにより領主が休まず働いていたら、家臣に悪影響を与えてしまう。それはよく分わかっている……分かっているんだけど。

「日中じゃなきゃ片付けられない仕事が入ってんだよ。夏が来る前に目め処どをつけておきたい事があるんだ」

　さすがに四月から学校をサボるわけにはいかない。でも授業の進み具合によっては領主業を優先しようと考えていた。

「貴族ってのは、もっと悠ゆう々ゆう自じ適てきな生活を送るもんやで」

　ミケの言うとおり、他の貴族は歌劇オペラを見たり、自画像を描かせたりと悠々自適な生活を送っている……自分の肖像画が部屋にあったら、恥はずかしくて堪たまらないと思うんだけど。

「何かしてないと怖いんだよ。みっともなく足あ掻がいてでも前に進んでなきゃ怖くて仕方ないんだ。自分でも嫌になるくらいに臆病者なんだよ」

　気を抜いた瞬間に取り返しのつかないトラブルが発生し、全てが台無しになってしまう恐怖に怯おびえている。でも何かをしていれば、恐怖が紛まぎれるんだ……それが無意味な自己満足だとしても。

　朝飯を食べ終え、向かったのはドワーフが住む町。

　ドワーフは最初に移住して来ただけあり、町は既すでに完成していた。町の名前はニューウッド。ドワーフの背丈に合わせて建てられた小振りな建物が並んでいる。どの建物も意匠デザインを凝こらしており、魅力的だ。将来、ニューウッドはボーブル有数の観光地になるだろう。

「立派な町になりましたね。数年前まで、ここが草原だったなんて信じられません」

　今日の付つき添そいはオークのサンダ先生だ。ボルフ先生は彼女とデートとの事。

「それじゃ工業ギルドに行きますか」

　工業ギルドはニューウッドの中で一番大きな建物。ドワーフの製品が手軽に買えるとあって、オリゾン中から商人が来ている。

「ジョージ様、お待ちしていました」

　工業ギルドの玄関で出迎えてくれたのは中年のドワーフ。背が小さくて髭ひげが濃こい典型的なドワーフである。名前はアイゼン・ハンマー。リリルの父親だ。

「アイゼンさん、お久し振りです。日曜なのにすいません」

「いえ、家には居場所がありませんから。ジョージ様、これが以前頼まれていたセメントとコンクリートのサンプルです。比率や材質を変えて良質な物が出来ました」

　アイゼンさんは溜ため息いき混じりに話しているけど、リリルの物作り好きはアイゼンさんの影響だと思う。父の背中を見て育ったってやつだ。アイゼンさんは物作りの経験が豊富だから、俺のにわか知識を聞いただけで理想的な物を作ってくれる。

「鉄てつ筋きんコンクリートの方はどうですか？」

「バッチリですよ。鉄筋コンクリートがあればジョージ様の仰おつしやっていた例の物を作れます」

　そうか、ついにあれを作れるのか……趣味と実じつ益えきを兼ねた俺の夢が現実になるんだ。

「ありがとうございます。でも先にセメントの量産体制に入って下さい。溜ため池いけに使いますんで」

「溜め池ですか？　しかし、ボーブルには大きな池や湖みずうみはありませんよ」

　ボーブルにはスケイル川が流れているが、大きめの湖こ沼しようがない。だからスケイル川の水はストレートに海に流れて行ってしまう。これじゃ日ひ照でりが続いたら水不足になり飢き饉きんが起きる危険性がある。でも人が人工湖を作るには膨ぼう大だいな時間がかかってしまう。そう、人なら……。

「なければ作ればいいんですよ。これから作ってもらいますんで一緒に行きませんか？」

　俺達が向かったのはボーブルの中央部に位置する未み開かい拓たくの大草原。正確にはわざと手を着けていなかった土地である。

「ジョージ様、あ、あれをご覧下さい」

　アイゼンさんは上空を見つめたまま固まっていた。その顔は引きつっており、何か指している指だけがプルプルと震えている。その先にいるのはドラゴンの群れ。

「素晴らしい!!　あれだけの数のドラゴンが空を舞う姿を見られるとはサンダは幸せ者です。シルバードラゴンにブラックドラゴン、伝説のルビードラゴンもいますよっ!!」

　アイゼンさんと違い、学者オークサンダせんせいのテンションは鰻うなぎ登のぼり。俺達に気付いたらしく一匹のドラゴンが空から舞い降りてきた。降りてきたのは真まっ赤かな鱗うろこのドラゴン。

「領主様、おはようございます。私の名前はアカダマ。今回の代表を務つとめさせてもらいます」

　……確かにルビーは紅こう玉ぎよくって書くけど、安直すぎないか。

「いえ、私達の勝手なお願いを聞いてもらえ感謝に堪たえません。ではお願い出来ますか？」

「ええ、久し振りですので気合いが入りますよ」

　アカダマさんはそう言うと空に舞い戻って行った。そして空中に停止すると、やにわに口を開く。

　俺がドラゴンに頼んだのはブレスを地面に放ってもらい穴を開けてもらう事。

　それを加工して人工池にする予定なのだ。

「あれがドラゴンのブレスですか。凄すごいエネルギーですね」

　サンダ先生の言うとおり、凄いエネルギーがドラゴンに集まっている……ってか、ヤバいレベルだ。

「いきますよーっ？」

　そして膨大なエネルギーの奔流が放たれる。身構える暇ひまもなく強力な衝撃波に襲われた。俺も為なす術すべもなく無ぶ様ざまにゴロゴロと転がる。続けざまに何発ものブレスが放たれていく。

　結果、大きな穴が幾いくつも出来ましたが、俺の腰こしも抜けてしまいました。












「いやー、久し振りに思いっきりブレスを吐くとすっきりしますね」

「なかなか一人でブレスは放ちにくいですからね」

「最近の若いドラゴンの間では一人ブレスが流は行やっているそうですよ」

「世代の違いですね」

　ドラゴン達の楽しそうな会話が聞こえてくる。一人ブレスって一人カラオケじゃないんだから。

　後から聞いた話によるとドラゴンは定期的にブレスを吐かないとストレスが溜まるらしい。いつもは空中にブレスを放っているそうだが、やはり明確な対象に向かって思いっきりブレスを吐く方がスッキリするとの事。

　ゲーム終盤となると、勇者パーティーは、ドラゴンのブレスが直撃しても軽けい微びのダメージしか受けない。あんな規格外な破壊力を持つドラゴンのブレスを浴びて平然としている勇者パーティーは化け物としか思えません。
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　溜め池工事が終了して三日後の事。執務室にとんでもない物が届いた……領主になれば上司からの無茶振りとは無む縁えんになる。そう思っていた時期が俺にもありました。

（マジかよ、封開けたくねーよ）

　執務室に届いたのは立派すぎる封書。そこに書かれているのは六色の珠たまに囲まれた黄おう金ごんのドラゴン。

（黄金のドラゴンを使えるのは王家だけなんだよな。俺、何かやらかしたっけ）

　領地召し上げ、兵へい役えき、何かを作れ、嫌な指示ばかりが頭をよぎる。

「四枚羽のドラゴンですか。多分、王様の甥おいか姪めいに当たる方ですね」

　サンダ先生が俺の手元を覗のぞき込こみながらポツリと漏もらす。王様の甥御さんって、お偉いさんじゃん。

　サンダ先生の話によると羽がない黄金のドラゴンは王様だけが使える紋章で一枚羽は王妃や正せい嫡ちやく。二枚羽は王の兄弟や正嫡以外の子供。そういう風に等親が離れるほどにドラゴンの羽が増えていくらしい。六枚以上は銀のドラゴン、銅のドラゴンと色が変わっていくそうだ……銀のドラゴンを三枚集めても応募は出来ないけど。

　ちなみに爺じいちゃんの銀狼は様々な功こう績せきが認められて許されたオリジナルの紋章らしい。俺だと神ミ使ケを紋章にしなきゃいけないんだろうか？

「それなら無茶振りはありませんね」

　ボーブルを見学したいからお前の城に泊とめろとか、それくらいのレベルだと思う。引き出しからペーパーナイフを取り出すと、サンダ先生に手を叩かれた。

「な、何をなさるんですか!!　それは王家からの封書ですよ。封ふう蠟ろうをしているので火にかざせば開きますから。王家の封書にナイフを使うなんて、サンダは哀かなしゅうございます」

　サンダ先生はそう言うとハンカチで目を拭ぬぐい出だした。最近、サンダ先生の爺や化が激しいです。

「火にかざすっていってもあまり近づけすぎるなよ。紋章が焦こげでもしたら価値がガタ落ちするからな……それ、本物の金を使っているらしいぜ」

　ボルフ先生の話によると、王家の封書は配下への褒ほう美びにも使えるとの事。事実、家宝にしている騎士の家もあるらしい。

「マジっすか……それで内容は……こいつ馬ば鹿かだろっ!?」

「お前、王家に馬鹿はヤバイだろ……うわっ、こりゃねえわ」

　ボルフ先生が呆あきれるのも無理はない。こんな命令をだす馬鹿が本当にいるとは。

「ボーブルに娼しよう館かんを作れですか。しかも王都の娼館主との会談日時まで指定されていますよ……ホートー・オリゾン？　聞いた事がない名前ですね」

　二人とも、手紙の内容にドン引きしている。俺も大たい抵ていの王族はチェック済みなんだけどホートー・オリゾンなんて名前は聞いた事がない。

「あー、赤あか衣えの馬鹿息子か。そいつ、遊びすぎて継けい承しよう権けんを剝はく奪だつされたんだよ」

　ボルフ先生はホートーの事を知っていたらしい。なんでもホートーは酒色に溺おぼれて継承権を剝奪されたとの事。そしてホートーは真っ赤な服を好んで着ているそうだ。そこで付いたあだ名が赤衣の馬鹿息子らしい。

「でも無む下げには断れない相手ですよね」

　俺は領地経営を始めてまだ日が浅いぺーぺーの領主。しかも分領の領主だから権力なんてないに等ひとしい。

「ホートー様のお父上は現王の弟君、つまりホートー様は王様の甥になります。ボーブルに汚らわしい娼館は建てたくはありませんが、逆さからわないのが得とく策さくだと思います」

「しかし、おかしいな。ホートーは隣国ランドルの貴族の娘との婚約が決まったはずだぞ」

　男女関係なく婚約者がいようが配偶者がいようが遊び人は遊ぶ。

「とりあえず指定された娼館に行って館主と話をしてからですね」
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　高価な色ガラスを使った魔石街灯が闇夜を妖あやしく照らす。街角に立つ娼婦達は原色の光を浴びて、全身から妖よう艶えんな色気を放っている。俺が来ているのは王都の東部に位置する歓楽街。その中でも娼館がひしめいている一角。ここにホートーが指定した娼館があるらしい。

「しかし、凄い格好ですね。サンダ先生がいたら卒そつ倒とうしちゃいますよ」

　娼婦のお姉様方は、みんな露出度が高く扇せん情じよう的てきな格好をしている。ドンガを連れて来たら、ここは血の海と化すだろう。鼻血の海だけど……。

「彼女らも客を捕つかまえるために必死なんだよ」

　生真面目オークのサンダ先生は、娼館どころか歓楽街の存在そのものを毛嫌いしている。だから今日のお供はボルフ先生一人だけ。しかし、そのボルフ先生も歓楽街は仕事以外では来た事がないそうだ。ボルフ先生にとって娼婦は貴重な情報源だ。ワイルド系イケメンのボルフ先生は娼婦にも人気があるそうだ。でも、誰か一人と仲良くなるのは愚ぐ策さくらしい……敢あえて言おう。滅ほろべ、イケメンと。

「色っぽい服は蜘く蛛もの網あみみたいなもんですね。捕まったら金を吸いとられるんですから」

「好き好んで自分から網に掛かりに行くんだから、同情は出来ないけどな。金を払ってまで女と遊びたいものかね」

　もう一度言おう……滅べ、イケメン。金を払わなきゃ相手にしてもらえない人もいるのだ。

「需要があるから、この町が生まれたんすよ。性欲は灰になるまでなくならないって言いますし。真面目な恋愛論も大切ですけど、それだけじゃ息苦しくなりますよ」

「お前も通いたいのか？　鼻をなくしても知らねえぞ」

　ボルフ先生は、そう言うと俺の鼻を摘つまんだ。どうやらこの世界にもやばい病気があるらしい。娼館を許可するなら、予防をきちんとしないと大変な事になりそうだ。

「通いませんよ。それに婚約者がいるのに娼館に通ったら大問題になります」

　政治の世界でスキャンダルが致命傷になるのは、この世界も同じ。わざわざ自分から落とし穴に落ちる必要はない。

「あれだけ嫌われているのに、気にするのか？」

「イニシアチブを取られるとまずいですからね」

　マリーナの背後にはアコーギ家の現当主アランがいる。アランは俺ジヨージの父親だけどイケメンだ。何もしていないのに女性から嫌われたと言っても理解してくれないと思う。

　いずれマリーナとの婚約は解消するが、こっちが有利な条件で話を進めたい。なんか離婚に向けて記録をつけている奥さんみたいだ。

「腹は立たないのか？　俺だったら婚約を解消するぞ」

　ジャパニーズサラリーマンの叱しかられ耐たい性せいを舐なめてはいけない。マリーナの言動が可愛く思えるような嫌いや味みや理り不ふ尽じんな日々に耐えてきたのだ。

「子供の言う事を真に受けるわけないでしょ。それにマリーナとの婚約を継続していれば勇者と知り合える可能性が高いんですよ。うまく立ち回れば勇者の行動をコントロール出来ます」

　ゲームではジョージの性格が悪すぎて勇者と対立していたが、ある程度の援助をすれば敵対しないと思う。むしろ、報ほう奨しようを出して魔族退治に利用したい。

「勇者か……味方につけてどうするんだ？」

「この前、ドラゴンのブレスを間近で見て分かったんですよ。俺はどう足あ掻がいても高位の魔物や魔族には勝てないって。でも、俺は領主です。民を危険から守る責務があります。だから勝てる奴をけしかけるんですよ」

　何より俺が倒れたらアミが跡あと継つぎになってしまう。お兄様は可愛い妹アミをドロドロした政治の世界には関わらせたくないのだ。

「だったら、遊ぶくらいはいいんじゃねえか？」

　ボルフ先生の言葉で、決意が揺ゆらぎそうになる……誘惑に負けない心、強い意志。頑張れ、俺。

「男の嫉しつ妬とは根が深いですからね。他の貴族のお気に入りに手を出したら面倒な事になりますよ」

　事実、お気に入りの娼婦を巡って、命懸けの決闘をした貴族もいるらしい。当然、負けた方は命を落としたそうだ。親御さんが不ふ憫びんである。

「お前は領主なんだぜ。跡継ぎを残すのも責せき務むだぞ」

　ボルフ先生が俺に娼館遊びを勧すすめるのは貴族的に間違っていない。オリゾンでは血統を重要視するから貴族の子弟は子孫を残すのが責務だ。何故なら跡継ぎがいないと領地は没収され家臣が路頭に迷ってしまう。

「俺の生まれた国は一夫一婦制だったんですよ。いくら責務とはいえ、何人もの女性に手を出すのは抵抗があります。それに側室に選ばれた女性にも大切な男性がいると思うんですよ。俺も彼女に他に好きな人ができたって振ふられた事があるんです。彼氏さんの事を考えると、権力で無理矢理奪うばうなんて考えられませんよ」

　看護師の元カノが後進国に医療ボランティアに行き、同じくボランティアに行った日本人医師とくっついてしまったキツイ過去があるのだ……貴方あなたは一人でも平気だけど、あの人は私がいないと駄目なの。貴方の事は好きだけど、それ以上に彼が好きなの……そんな事を泣きながら言われたら諦あきらめるしかない。
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　会談場所に指定された娼館を見て度ど肝ぎもを抜かれた。確実にボーブル城うちより豪華な造りをしていた。毛足が長く踝くるぶしまで埋まる絨じゆう毯たん。壁は姿が映りそうなくらいに磨みがき上あげられている。

（ある意味、娼館って非日常を提供するエンターテイメントなんだよな。従業員は怖いけど）

　従業員はどう見ても堅かた気ぎには見えない。でも、その従業員もボルフ先生を見て怯えているんだけど。

「ジョージ様、ナイト・ビーンズモスにようこそ。私は当館の主ハキン・ボウーパッチです」

　出迎えてくれたのは小太りの中年男性。ハキンは背後に幾人もの娼婦を従したがえていた。遊ぶつもりはないが、思わずお姉様方をチェックしてしまうのは悲しい男の性さがだろう。

　ハキンは年下の俺に慇いん懃ぎんな態度で接してくる。命じたら俺の靴くつでも舐めそうだ。

「ジョージ・アコーギだ。今日はビジネスの話と聞いている」

「はい、お前達ジョージ様をご案内しろ」

　俺へとは打って変わって娼婦への態度は強気だ。当たり前と言えば当たり前。ハキンをここの社長だとしたら俺は大手の取引先の社長で、娼婦は部下に当たる。そしてハキンは娼婦を使って俺を籠ろう絡らくしたいんだろう。普通の中学生なら簡単に籠絡されると思う。しかし、俺の中身はおじさんだ。娼婦やハニートラップの怖さをよく知っている。

「今日はビジネスの話に来たんだ。ハキンとのみ話せればよい。女は無用だ」

　涙が出るくらいもったいないが、娼婦の案内を断る。ここからは交渉になるから、甘い誘惑は断らなきゃいけないんだ。

「左さ様ようですか。ビジネス、つまりナイト・ビーンズモス二号館をボーブルに建てさせてくれるのですね」

「前向きに検討する。しかし、幾いくつか条件を飲んでもらいたい」

　どうせ建てなきゃいけないなら、条件をつけてやる。

「ジョージ様なら無料でご利用してもよろしいですよ」

　……無料だとっ？　しかし、断らなきゃいけないのが悔くやしい。

「それは無用だ。まず娼館へ通じる道に門を作り、通行料を徴ちよう収しゆうさせてもらう。安全の確保と子供達への悪影響を考えればこれは譲ゆずれぬ。通行料は三千ストーンでどうだ？」

　通行料も大切だけど、一番の目的は誰が来たのかをチェックするためだ。

「分かりました。常連のお客様には当館から通行券を差し上げても構いませんか？　ご贔ひい屓き様さまにご負担を掛けたくないので」

　ご負担をって絶対に料金に含ふくめるつもりだろ。

「次に避妊、病気の予防を徹てつ底ていする事。そして娼婦の健康に留意して週に二日は休ませろ」

　娼婦の陰かげ口ぐちネットワークの影響は半はん端ぱないらしい。ボーブルに来たら最悪だったなんて噂うわさが広まったら最悪だ。

「分かりました……他にはないですか？」

　ハキンが試ためすような目で俺を見ている。ここまではハキンにとって想定内だったのだろう。でも、俺が本当に提示したい条件は別にある。

「娼婦が客から聞いた話を集めてくれ。噂でもなんでもいい」

　ハキンは一瞬だけ呆あつ気けに取られたような顔をしたが、すぐにニヤリと笑った。

「お噂どおり喰えないお方ですね。噂でしたら構かまいませんよ。私が提供させて頂いただくのは、あくまで噂ですので」

　ハキンの提供する話には贋にせの情報もあるだろう。噂を信じた方が悪いってスタンスを取るって事だ。そして噂の主ぬしにも知らぬ存ぞんぜぬを通すんだと思う。

「構わない。それと建材はボーブルの物を使ってくれると助かる。今後の細かい打ち合わせは文官としてくれ。それでは失礼する」

　文官に任せたのは、何回も通っていたら絶対に誘惑に負けてしまうからだ。

　後ろ髪を引かれる思いで、娼館を出ると見知った顔を見つけた。

（あれはケイン？　なんかたちの悪い奴らとつるんでいるな）

　ケインの周りにいるのは年上の不良少年達だった。歓楽街近くにヤンキーが集まるのは異世界も同じらしい。





　　　　　◇






　ドラゴンのブレスとゴーレム重じゆう機きという反則技のコンボにより、人工湖は一月足らずで完成した。さすがに出来て一週間も経たっていないから、水量は湖と言うよりまだ水みず溜たまりレベルだ。でも一応、形にはなったので爺ちゃんに人工湖のお披ひ露ろ目めである。

「まさかドラゴンに工事を手伝ってもらうとはね……しかし、でかい湖になったな」

　ドラゴンさん達が張り切ってくれたお陰で、人工湖はかなりの大きさになった。予定では溜め池レベルだったんだけど、向こう岸ぎしが見えない広さである。ちなみにコンクリートを大量消費してしまい予算を大幅にオーバーしている。

「まだまだ未完成だよ。水路を作らなきゃいけないし、転落防止の柵さくを作らないと。でも、これだけ大きければ魚を放流しても大丈夫かもね」

　鮎あゆは無理だろうけど、虹にじ鱒ますや岩いわ魚ななら定着してくれると思う。そして木炭を使って塩焼きにするんだ。オリゾンでは魚を食べる習慣がないけど、うまく売り出せば相乗効果で木炭の売り上げも伸びるはず。とりあえず人工湖に雨を溜めてからスケイル川と繋つなぐ予定だ。これだけでかい湖といきなり繋いだら、川が干ひ上あがってしまうからね。

「魚を放つのか？　そういえばナイト・ビーンズモスに営業許可を出したらしいな」

　あの後色々調べたらナイト・ビーンズモスはかなりの高級娼館らしい。主な客は王侯貴族や大商人、騎士なら軍団長レベルじゃないと門前払いもあるとの事。つまり三千ストーンの通行料なんて屁へでもない人ばかり。基本は誰かから紹介されないと利用出来ないらしい……知り合いに娼館を紹介してもらうって、恥ずかしくないんだろうか？

「王族に逆らっても得はしないから、条件付きで許可したんだ。建てるのは王都の国境近く。それで門に併へい設せつして商館も建てる事にしたよ。中には宝飾店や花屋を置くんだ。娼婦にプレゼントするもよし、奥様への罪滅ぼしにも使えますってね」

　商館の一角に門を作り、そこで特別入場料を徴収する。これでボーブルのショウカンに行ってきたと言うのは噓うそにはならなくなるのだ。商館と娼館、発音を間違える事もあるだろう。そして娼館には地下通路を作り、娼婦も気軽に町中に来られるようにしてある。地下通路を抜けた先に質屋を置いたのは、あくまで偶ぐう然ぜんだ。

「今秋にはホートー様の婚約者がオリゾンに来るし、夏には婚約者の関係者が下見に来るんだ。国際問題にならないように気をつけてくれ」

　爺ちゃんは俺の策を聞くと腹を抱えて笑った。中でも質屋を置いたのが気に入ったそうで、コーカツ領でも取り入れるとの事。

　ナイト・ビーンズモスにはホートーお気に入りの娼婦がいるらしい。でも、婚約が決まってしまい娼館に通い難にくくなったそうだ。ホートーは生きつ粋すいの遊び人でお坊っちゃま。遊ぶのを我慢するという発想はないらしく、それならバレにくい場所に娼館があればいい。だったら、最近噂のボーブルに二号館を建てさせればいいと思ったそうだ……お馬鹿としか言いようがない。

「そこには万全の気を配くばるよ。アサシンギルドを引退した人を警備員として雇やとうんだ。そして尾行とかがいたら、店員に報告してもらうのさ」

　あくまで内緒のサービスであり、態度や金払いの悪い客の場合は報告を忘れても大丈夫ですと言ってある。偶然仕事が重なり報告が出来ない時もあるし、たまたま馬車が隣り合って見落とす事もあるだろう。

「分かった、それじゃ戻るか。今日も食堂を使わせてもらうぞ」

「あー、多分母さんがご飯を作って待っていると思うよ。気持ちと愛情が籠こもっている料理だから爺ちゃんも一緒に食べよ……オデットさんが監督してくれているから心配ないよ」

　多少、形は不ぶ格かつ好こうであるが、二人目のお袋の味である。













　五月の涼すずしい風が部屋の中を吹き抜けていく……なのにさっきから冷や汗が止まらない。

　原因は一通の封書。レイピアをくわえた金色のグリフォンがデカデカと描かれている。差出人はアラン・アコーギ、親父殿である。

（マジかよ。今月分もう払っただろ？　それにこの金額は高すぎるって）

　今俺おれの胃を痛めつけているのは、本領からの請求書。俺は毎月本領に税金を納めている。全収入の三十パーセントという恐ろしい税率である。純利益の三十パーセントでもきついのに、雑費も何もひいていない総収入の三十パーセントを払えという鬼畜っぷりだ。

　その上、さらに臨りん時じで金を払えとの事。

「さすがにこの金額はまずくないですか？　金庫にあるお金をほとんど持っていかなければいけませんよ」

　サンダ先生はそう言うと深い溜ため息いきをついた。払えなくはないが、金庫の蓄たくわえが底をつきそうになる金額である。本領サイドはボーブルで赤字を出していないって情報を持っていての行動だろう。

　ボーブルは今は確かに余裕がある状態だ。他の貴族より蓄えがあると言っても過言ではない。

　あれか、分お領れに余計な力を蓄えさせないための手段なのだろうか？　そうだとしたら、アランを見直さなくてはいけない。

「金庫の金は今年度の職員の給与と次の事業に使う金ですから、手を付けたくないんですよね」

　領主が、今月は金がないから給料を出せませんなんて笑い話にもならない。だから俺は前もって一年分の給与を寄せて置いたのだ。しかし、本領に逆さからえないのが分領の哀かなしさだ。なんとか金を工く面めんしないとまずい。

「ギリアム商会かローレン様に頼んでみたらどうだ？　商人から金を借りている貴族は少なくないんだぜ」

　ボルフ先生の言うとおり、商人から金を借りている貴族は少なくない。でもそうすると江戸時代の藩はん主しゆみたく、商人に頭が上がらなくなってしまう。ボーブルは、独自の方法で金を稼かせいでいる。下手をしたら横取りされる事態を招まねきかねない……来月辺り、黄色い駅に止まって徳とく政せい令れいカ○ドが手に入らないかな。

「事業をどれか延期または中止して、そのお金を充あてるべきかと。それとこれ以上金を取られないため、ローレン様に相談なさってはどうでしょうか？」

　サンダ先生が苦々しい表情を浮かべながら提案してきた。内政を担当しているサンダ先生にとって苦渋の決断だと思う。

「でも、みんな必要な事業ばかりなんですよ。延期はともかく中止するのはボーブルにとってマイナスになります……しかし、こんな大金なんに使うんですかね？」

　ボーブル騎士団全員の給与一ヶ月分に相当する金額なのだ。でも、本領で新規事業を立ち上げるって話は聞いていない。

「八月後半にアデリーヌが貴族の奥様方を招いて大だい規き模ぼなお茶会を開くらしいぞ。その金だろ。多分、これからもちょくちょく金をたかられると思うぜ。完璧に防止したいんなら独立するしかねえぞ」

　マジかよ……祖母アデリーヌはアコーギ領の大たい母ぼだ。当然、母さん達が気分転換がてら開いていたお茶会とは規模が違う。しかも他領のご夫人を招待するとなれば、ちょっとしたイベント並みの規模になるはず。アデリーヌは招待客全員にアコーギ領の力を見せつけなければならない。開拓事業や震災からの復興になら金を出してもいいが、他の貴族に見み栄えをはるための費用なんて負担したくない。

「独立ですか……王家にコネでもあれば、可能性があるんですけどね。どの事業を延期するか決めなきゃいけませんね」

　サンダ先生の言うとおりだが、俺には王族にはお目見えの資格もないのだ。独立なんて夢のまた夢である。

　パソコンの画面に目を移し、各事業を見比べていく……どれも大事な案件で中止はおろか延期にもしたくない。

「んなのこれしかねえーだろ。なんだよ、この〝巨大ゴーレム運営プロジェクト〟ってのは？　何がしたいのか分わからないし、金をかけすぎだろ」

　ボルフ先生はそう言うとディスプレイに指を突き立てた……それだけは見逃して欲しかった。

「それには男の夢とロマンが詰まっているんですよ」

　成功すると〝ジョージ、行きます〟とか〝パイルダー○ン〟がリアルで出来るんだぞ。

「しかし、現実的に言って、この事業が一番後回しにしていいものですし。余裕が出来るまで無期限延期でよいと思いますが」

　サンダ先生の答えを聞き、勝ち誇ほこったように笑うボルフ先生。この二人の反対を押し切ってやった事業がうまくいくとは思えない。

「あくまで一時的に中断するだけですからね」

　でも、本気で独立を考えないとジリ貧ひんになってしまう。
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　断腸の思いで、巨大ゴーレムを諦あきらめたのに……まさか、こんな理り不ふ尽じんなトラップが存在していたとは……。

「金を持っていくのに、贈り物も渡す必要があるんですか？」

　何でも分家の人間が領都に行く際は領主や領主の家族に贈り物を渡すのが慣かん例れいらしい。アミにならプレゼントをあげたいけど、アランやアデリーヌにはこれ以上金をかけたくない。

「お前知らなかったのか？　贈り物を専門に扱あつかっている商人がいるくらいなんだぞ」

「そう言われても、俺は一回も貰もらった事がないんですよ」

　アデリーヌ主催のお茶会にすら呼ばれた事がないのに。

「リストから外されていたか、途中で誰かが横取りしていたんだろうな。アデリーヌは宝飾品や服。アランは武具や馬術に使う物を喜ぶらしいぞ」

　ボルフ先生は簡単に言ってくれるけど、その二人に贈るとなったら一級品でなくてはまずい。可か愛わいい長男兼けん孫なんだから、野で摘つんだ花で許してくれないだろうか。

　それに人の好みは千差万別だ。相手が好みそうな品を手に入れても、既すでに持っていたら意味がないし。

（買うより作った方が安上がりだな。あの二人に使ってもらえれば宣伝にもなるし）

「ボルフ先生、御ぎよ者しやをお願いしてもいいですか？　ギリアム商会と工業ギルドに行きます」

　あの二人に贈る物だ。嫌いや味みなくらい派手にしてやる。
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　何回来てもギリアム商会は気き後おくれしてしまう。大きさもさる事ながら、内装が豪華で、庶しよ民みん根こん性じようが染しみついている俺は体がすくんでしまうのだ。

「ジョージ様、今回は何を持ってきてくれたんですか？」

　ギリアム商会で俺の担当をしているのはヴェルデだ。ゲームと違い商品に対する目は厳きびしく、合格をもらうのは容よう易いではない。

「今回は物を買いに来たんだよ。お前の所の宝石工房で、加工した時に出る小さくなってしまった宝石の欠片かけらを売って欲しいんだ」

　宝石の欠片を格安で購入して、ドライヤーをデコるのだ。それをカトリーヌに贈ろうと思う。アランには携帯歯ブラシと折り畳み式の櫛くしを作ってデコった物を贈ろうと思う。

　提案を聞いたヴェルデは、じっと俺の目を見てきた。

「他ならぬジョージ様の頼みです。格安で提供しますよ。ただし、何に使うか教えて頂いただけたらですけどね」

　今の会話だけで儲もうけの匂いを嗅かぎつけたのか。

　ここは素直に話した方が得策だろう。

「アイデアはよいですね。でも、それだけじゃカトリーヌ様やアラン様は喜びませんよ。工業ギルドに宝飾品のデザインを行えるデザイナーはいますか？」

　俺の影響からか工業ギルドには実質本位の職人が多い。

　デザイナーセンスなんて俺に分からないし。

「いないけど大丈夫だろ」

　あの二人に美的センスがあるとは思えない。綺き麗れいにデコってあったら、喜ぶと思う。

「一部の貴族はデザインの美しさより、誰だれがデザインしたかを重要視します。無名のデザイナーが作った宝飾品に価値を見み出いだせる貴族は、ほんの一ひと握にぎりなんですよ。幸い、うちには有名デザイナーが何人かおります。任まかせてもらえますか？」

　異世界にもブランド志向があったとは。

「なるほど。それじゃあ、頼むよ。有名デザイナーが、愛用の品を美しく飾りたてますとか受けるかもな」

　派手好きなオリゾン貴族には受けると思う。日本でも色んな物をデコるのが流は行やったし。

「それいいですね。材料費の他に、加工賃やデザイン料金を含ふくめれば儲けは十分にでますし」

　ヴェルデはそう言うと、嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「一つ頼みがある。一個のドライヤーは若い子に人気があるデザイナーに頼んでくれ」

　もちろんアミ専用のドライヤーである。真まっ赤かなドライヤーにしたら、三倍早く乾かわくなんてないか。
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　俺って単純だなって思う。

　あれほど嫌だった本領への帰還が今は待ち遠しいのである。

　俺を変えたのは一通の手紙。差出人はお兄様の可愛い妹アミである。

　手紙にはお兄様に会えるのが今から待ち遠しいですと書かれていた。そして当日はアミが俺のためだけに、お茶会を開いてくれるとの事だ。しかもアミが手作りのお菓子でもてなしてくれるのだ。

　テンションが上がらないほうがおかしい。今から待ち遠しくて仕し方かたありません。

「ジョージ様、頼まれていたドライヤーが出来上がりましたので、ご確認下さい」

　……デザイナーさん、これマジですか？

　ヴェルデが手渡してきたのは、濃こい紫色のドライヤー。所ところ狭せましと宝石がちりばめられており、金きん銀ぎん細ざい工くも施ほどこされていた。一言で言えば派手で悪趣味。宝石デコの全部乗せって感じだ。

「好みは人それぞれだからな……こんなに宝石を使ったら、値段が凄すごい事になったんじゃないか？」

　材料費だけで、笑えない金額になっていそうだ。

「宝飾品に使えない小さな宝石や形が悪くて売れない宝石を使っているので、そこまで高値になってないですよ。金や銀はジョージ様から教えて頂いた金きん箔ぱく銀ぎん箔ぱくを使いましたので……今回は新しい商売のヒントを頂けましたので、無料で提供します。こちらがルミア様とアミ様のドライヤーです」

　ルミアさんのドライヤーは白地に金細工が施された控ひかえめなデザインだ。アミのドライヤーの色はピンクで、青い宝石でハートが作られている。

「ありがとう。助かったよ」

　俺がデザインしていたら、キングオブ無ぶ難なんなデザインになっていたと思う。

「もう一つお話があるのですが、アラン様に贈る携帯歯ブラシと折り畳み式の櫛もうちで扱あつかわせていただけますか？」

「アランに贈ってからなら構わないぞ」

　何しろアランは新し物好きの良い格かつ好こうしいだ。愛情を持っていない息子から贈られた品であっても、オリゾンで見た事のない物なら周囲に自じ慢まんしまくるだろう。

「もちろんです。その方が宣伝になりますし」

　アランは貴族の中で、ファッションリーダー的な扱いをされているらしく、その格好を真ま似ねする貴族や騎士が一定数いるそうだ。
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　またもや難なん問もんが発生した。

　お茶会に招待された人間はなにかしらの手て土産みやげを持っていく必要があるそうだ。お兄様は休み時間を利用して熟じゆく考こうしております。

　問題はアミへの贈り物を何にするかだ。アランはアミに甘いから欲しい物はほとんど手に入ると思う。そうなると、貴族が買わないような物……前に二人で買いに行った小物とかがよいと思う。

　問題は若い娘がどんな物を好むのか全く分からないって事だ。

（相談するにしても、先生達も若い娘の趣味なんて分からないだろうし、ドンガは論ろん外がい。ヴェルデは自分の店の商品を推おしてきそうだしな）

　ギリアム商会の品ならアランも買えるから、アミの喜びも半減してしまう。本来なら婚約者であるマリーナに相談するところだが、絶対に協力してくれないと思う。

「難しい顔して、どうしたんだい？　悩み事なら聞くよ」

　話しかけてきてくれたのはクラスメイトのカリナ・アイビスだった。

「ちょっとな……そうだカリナ、今日の放課後付き合ってもらえないか？　頼む」

　カリナに手を合わせて懇願する。カリナは数少ない同年代の女性だ。ラパン達に頼む事は出来るが、それだとジョージパーティーの中に亀き裂れつが生しようじかねない。

「えっ？　どうしたんだい。あたいに出来る事なら協力してやるけど。貴族の問題なんて分からないよ」

　ここは押しの一手だ。俺は手短に内容を伝えた。

「頼む。同い年の女の子が喜びそうな物なんて分からないから、アドバイスをしてくれ」

「妹さんは一歳下なんだね。分かった、協力してあげるよ」
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　放課後、俺はカリナと一緒に小物屋に来ていた。相変わらず店内は女性だらけで、居心地が悪い。

「これなんてどうだ？」

　俺が選んだのは、前にアミが買った髪飾りの色違い品。俺は無難を好むのだ。

「いいけど、なんで、それにしたんだい？」

「前にアミがこれの色違いを買ったんだよ」

　カリナは選んだ理由を話すと、盛せい大だいに溜め息を漏もらした。

「あのね、それを選んだのは去年なんだろ？　今年の流行はそれじゃないし、六年生ならもうちょっと、大人っぽいのを好むと思うよ……そうだね、これなんてどうだい？」

　カリナが選んだのは黒いリボンがついたカチューシャ。

　女の子って、小六でこんな大人っぽいのを喜ぶのか？

「分かった、これにするよ。それとこれ欲しいんだろ？　今日のお礼にプレゼントさせてくれ」

　それはカリナがチラチラと見ていた銀色の髪飾り。中学生には手が出し辛づらい値段だけれども、俺の給料なら余よ裕ゆうで買える。

「駄だ目めだよ。こんな高い物貰えないよ」

「あのな、これでも俺は領主なんだぞ。これくらい平気だよ。これは俺からのプレゼントだ。受け取ってもらえるか？」

　今日のお礼としたら安いくらいだ。

「いいのかい？　あ、……ありがと」

　カリナは、少し頰ほおを染めながらお礼を言ってくれた。

　可愛くて、少しだけドキッとしたのは内ない緒しよである。
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　立場が変わると、他人の態度も変わってしまう。

　アコーギ城にいた頃は、それなりの待たい遇ぐうを受けていたが、分領の領主になったら手の平を返したようにみんなの態度が冷たい。

「納金を確認しました。ジョージ様、もう帰ってよいですよ」

　アランに直接金を渡すのだと思ったら、役所の納税課に案内された。今の俺の立場では城に入るにも手続きがいるらしい。

「悪いが、アミに連絡してもらえるか？」

「城内にいる人と会う場合は、二階にある人事課に行って下さい」

　正せい嫡ちやくをたらい回しにするのか？　ここは日本の役所かよ。人事課にお願いをする事、三十分、ようやくアミに連絡がついた。

「もう、早くお兄様に会いたかったのに。みんな、冷たすぎます」

　アミは朝からお茶会の準備をしてたそうで、俺の到着を今か今かと待っていたそうだ。

「あの人達は規き則そくに従したがっているだけだから、怒ったら駄目だよ」

　役所に勤つとめている人間が、フランクすぎても困る。

「アミはお兄様に会えるのを楽しみにしていたんですよ。さあ、こちらです」

　アミに案内されたのは城の前庭。白い小さなテーブルには、ハーブティーを入れたポットとクッキーが載せられた皿が置かれていた。お茶もクッキーもアミ自ら準備してくれたそうだ。確信した、アミは絶対いいお嫁さんになる。未来の義弟おとうとに今から言っておく。結婚の挨あい拶さつに来たら一発殴なぐってやるからな。

「今日はお茶会に招待して頂き、誠まことにありがとうございます。これは私からの気持ちです」

　深々と一礼して、アミに小物屋で買ったプレゼントを渡す。

「わぁ、お兄様開あけてもよいですか？　……素敵なカチューシャ！　大事にしますね」

　それからアミとゆったりした時間を過ごした。仕事も大事だけれども、こうしてゆっくりするのも悪くない。













　なんやかんやで六月になった。幸いな事にボーブルにも梅つ雨ゆが訪れ、人じん工こう湖こには順調に水が溜たまっている。もう少し溜まったら、スケイル川に続く水路を開放しようと思う。

「ジョージ様、お昼はそれだけだか？」

　六月ともなると、クラス内でつるむグループが固定化してくる。俺おれの場合はジョージパーティー……早い話が男四人でつるむ事が多くなっていた。今日も男四人でランチタイムである。

　ドンガが不思議に思うのも当たり前だ。俺が持ってきたのは小さめの籘とうのバスケット。ＯＬのランチでも、もう少し大きいと思う。

「これだけだよ。最近、母さんが家事にやる気を出し始めたのさ」

　生きつ粋すいのお嬢様育ちの母さんは驚くほどの少食なのだ。物もの足たりなくはあるが、仕事が忙しい時には昼抜きもあったから我が慢まん出来ないほどではない。

「まさか伯爵家の正せい嫡ちやくの方と食事を一緒にするとは思いませんでしたよ」

　マジックアイテムが絡からんでいない時のヘゥーボは普通の少年だった。

「伯爵家って言っても俺は駆け出しの分領領主だぜ。周りに支ささえてもらって何とか凌しのいでいるヒヨッ子領主だよ」

　領主自ら駆かけずり回ってお仕事をこなしているのだ。今日もマイホームでは書類が決けつ裁さいを待っている。

（さてと、母さんは何を作ってくれたんだろ？　……まあ、見た目より味が大切だよな）

　バスケットの中に入っていたのは切り目がガタガタ、挟はさむ時に力を入れすぎてグチャグチャになった小さなバゲットサンドが三つ。中身はトマト、チキン、玉子とシンプルである。

　玉子入りバゲットサンドを口に運はこぼうとした時、バンッと大きな音がして教室のドアが乱暴に開け放たれた。

　入ってきたのはガラの悪い上級生五人組。その後ろには数人の一年生がいた。

（あれケインじゃねえか？　また、たちの悪いのとつるんでいるな）

「一年、こっちを見ろ。ここにおられるのは先日シャドウナイトになられたボーンタ・オッニゾーリ様だ。今からボーンタ様が挨あい拶さつをするからよく聞けっ!!」

　手下一号って感じが大声で怒ど鳴なった……ボンタンと鬼おに剃ぞりってか。

　手下一号が脇わきにずれると、全身黒尽ずくめの少年が現れた。名前の通り、側頭部には見事なまでの剃そり込こみが入っている。

「オッニゾーリ家は子爵の家柄です。ボーンタは次男、去年までフースボール部にいましたが、怪け我がをしてから悪い仲間と遊ぶようになったそうですよ」

　ヴェルデがこっそり耳打ちしてくれた。ギリアム商会はオリゾン全土で商売をしているから、ヴェルデも貴族の噂うわさに詳くわしい。

「俺様の名前はボーンタ・オッニゾーリだ。可愛い後輩のお前らに何かあったら俺様達が守ってやる。その代わり、月に五百ストーンを納おさめろっ」

　中坊がみかじめを集めるのかよっ!!　確かに中学生ぐらいの時は悪さに憧れる年頃、そうでなきゃシャドウナイトなんて痛い名前はつけないだろう。ここに予言する。ボーンタは将来シャドウナイトを自称した事を激しく後悔するだろう。

「もし、お金を払わなかったらどうなるんでしょうか？」

　みんなが怯おびえる中、毅き然ぜんとした態度でピーターが手を挙あげて質問した。

　ちなみに俺達はヘゥーボ以外、通常運転でゆっくり飯を食べている。母さん、ソースもバターも付いてないバゲットサンドは食べ難にくいです。

「ああんっ!!　……そうだなー、兎うさぎ狩がりとかに遭うんじゃねーか!?」

　ボーンタはピーターを睨にらみ付つけながら答えた。ピーターは正義感の強い美少年だ。つまりボーンタみたいな奴らが一番嫌うタイプである。

「それは脅おどしですか!!」

　ボーンタが俺のクラスに目を付けた理由は明白である。何しろクラスの大半が獣人の子供だから、学校での立場は弱い。しかもボーンタの家は子爵家、それなりの権力を持っているから学校も強くは出られないだろう。

「さあな、お前ら集めろ」

　ボーンタの命令で、手下一味が集金に動き出した。ヘゥーボやクラスメイトはビビっているが、俺達は未いまだに食事中。ヴェルデの実家は貴族に金を貸しているから子爵家程度にはビビりはしないし、ドンガは親父もとようへいさんに鍛きたえられているから、中坊相手にビビりはしない。

「おい、お前ら飯を食ってないで金を出せ……なんだこの小汚いバゲットサンドは!?　こうしてやるっ!!」

　先輩Ａエルフは俺からバゲットサンドを取り上げると床に叩たたき付つけた……。

（小僧、面白い事をしてくれるじゃねえか……おじさん、マジで怒っちゃうよ）

　と俺が思った瞬間、先輩Ａは壁まで吹っ飛んだ。

「なにをするだっ!!　すぐにジョージ様に謝るだよ」

　吹っ飛ばしたのはドンガだ。見事な右ストレートである。

「このバゲットサンドはジョージ様の母上、つまりコーカツ公爵のご息女カトリーヌ様が作られた物ですよ……息子さんがこのような方では、オッニゾーリ家とのお付き合いは考え直さなくてはいけませんね」

　ヴェルデが呆あきれたように溜ため息いきをつきながら忠告する。

「先輩、親の金で学校に通って、親の金で買ってもらった服を着て威い張ばってもダサいだけですよ。もし、俺の周りに手を出したら……潰つぶしますよ」

「ソバカスの生意気な一年生……まさかお前がジョージ・アコーギ？　覚えてろよっ」

　ボーンタの顔が悔くやしさで歪ゆがむ。漫画ならグヌヌって効果音が書かれていただろう。忘れたくても人物記憶能力のせいで忘れられないんだけどね。

「いつまであたいの友達を摑つかんでいるんだよっ!!　放しなっ」

　カリナの怒号が聞こえたかと思ったら、先輩Ｂえんじんが崩くずれ落おちた。カリナのしなるようなハイキックをもろに食らったらしい。後で聞いた話によると、カリナは格闘技を習っていて、かなりの腕前だそうだ。

　獣人の少女に仲間が倒されたのが悔しいのか、ボーンタの手下がカリナを睨み付ける。

「先輩、さっき言った事をもう忘れたんですか？　カリナに手を出したら家ごと潰しますよ。それが嫌なら気絶しているお友達を連れて帰ってもらえますか？」

　ボーンタと手下は俺の言葉にビビったのか、すぐさま教室から出て行った。同時に教室にわく歓声。でも、そんな事はどうでもいい。俺にとって一番の問題は昼飯が食えなくなった事だ。

（汚れがついた所を取り除けば何とか食えるんじゃないか？）

　しかし、あの歓声の後で床に落ちたバゲットサンドを食べるのは抵抗がある。ふと、ドンガ達を見ると、取られちゃ困るとばかりに自分の弁当をかっこんでいた。

「その……ありがとな。これやるよ」

　そう言ってカリナが差し出してきたのは、美お味いしそうなバゲットサンド。母さんには悪いが雲うん泥でいの差だ。

「いいのか？」

「この間のお礼もあるから。ほら、早く食べな」

　カリナのバゲットサンドは抜ばつ群ぐんの美う味まさだった。

「これ、マジで美味いな」

「そ、そうかい？　それ、あたいが作ったんだぜ」

　カリナはそう言うと満足そうに笑っていた。
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　それは梅雨が明けて、日ひ差ざしが徐じよ々じよに強くなり始めたある日の事。

　俺はある事件に悩まされていた。胃が痛くてたまりません。

「またですか？」

　ボルフ先生からの報告でさらに胃痛が増す。

「ああ、今度は栗り鼠す人びとが襲われた。メッセージも残っていたそうだ」

　夏の始め頃からボーブルで獣人が襲われる事件が発生している。そして現場には『獣じゆう人じん撲ぼく滅めつ団だん』と書かれたメッセージが残されていたのだ。不幸中の幸いで、死人は出ていないが領民の不満は日々高まっていた。それに比例して、俺の胃痛も酷ひどくなっている。

「アサシンチェックは完璧なはず……つまり犯人は一般人だと思います」

「しかし、ボーブルを訪れる人は日に日に増えています。全員を取り調べるのは不可能ですよ」

　サンダ先生の言うとおり、来訪者全員をチェックするのは不可能だ。何より外部に漏もれたらボーブルを訪れる観光客が減へってしまう。

　でも、何とかしないと領民の不満は高まるばかりだ。下へ手たしたらデモが起きかねない。

「今回も闇やみ討うちですか。警備を増やすのには限界がありますし……何か証しよう拠こが残ってればいいんですけど」

　鑑識技術なんてないから、手て掛がかりを摑むのさえ難しいのだ。もし、犯人が捕まっても特定の人種の排はい斥せきに繋つながり兼かねない。

　正直、ピンチです。名探偵召喚スキルはないだろうか。

　只ただ今いまの時刻は夜の三時。普段ならとっくに寝ている時間なんだけど、俺はパソコンの前に座っていた。

（パソコンの画面を見ていても何の解決にもならねえんだよな。でも、ベッドに入っても寝られないし）

　パソコンの画面に映っているのは、獣人襲撃事件のデータ。何回も何十回も見直したデータである。

　最近、まともに寝られていない。

　夜明けを迎えて襲撃事件がなかったと分かるまで寝られないのだ。騎士団に命じて見回りの強化をしているが、あまり効果は上がっていない。逆に、警備が手て薄うすな所を狙ねらわれてしまうのだ。

（被害者に関連性はなし。つまり無差別襲撃事件か……ったく、どーすりゃいいんだよ）

　分わかっているのは犯人の行動のみ。警備の手薄な所を狙い、夜道を歩いている獣人を襲う……それだけだ。

「厄やつ介かいな事件が起きとるみたいやの……よっしゃ、儂わしが一ひと毛け皮がわ脱ぬいだる!!」

　頭に野太い声が響ひびいたかと思うと、突然ミケが姿を現した。いつもはウザいミケのテレパス能力も今はありがたい。

「頼むよ。正直、八はつ方ぽう塞ふさがりで何の解かい決けつ策さくも見いだせないんだ」

　対策や苦情処理に追われて学校も休みがちになっていた。城には早く犯人を捕つかまえて欲しいっていう嘆たん願がん書しよが毎日のように届いているし、犯人が中なか々なか逮たい捕ほされないために不安を訴えている領民も少なくないそうだ。

「突つっ込こみおじさんが儂のハイスペックなボケをスルーするとは、重症やの……まずは情報を聞かせてみい」

　普段ならミケの小さいボケからくだらないボケまで満まん遍べんなく拾ひろって突っ込むが、今はそんな気力は微み塵じんもない。

「事件は全部で四件。被害者の種族も年齢もバラバラ。事件の発生現場も暗く人通りが少ない事以外は共通点はなし。唯ゆい一いつ、共通しているのは現場に獣人撲滅団って、メッセージが残されている事くらいなんだよ」

　一件目は熊くま人びとの少女、学校の帰り道に友達と別れた所を襲われている。犯人の髪の色は黄色。そして凶器は鈍どん器き。

　二件目の狼おおかみ人びとの少年、卵を売りに行った帰りに襲われている。犯人の髪の色は緑みどり。凶器は棒状の固い物。

　三件目は狸たぬき人びとの中年男性。この人は仕入れの帰りに襲われている。犯人の髪の色はオレンジ。凶器は太い棒と思われる。

　そしてこの間襲われた栗鼠人の少女。この子は、お使いの帰りに襲われている。犯人の髪の色は白。凶器は鉄製の棒らしい。

　共通しているのは力が弱く一人で行動している獣人という事くらいだ。メッセージは地面に書かれているから、鑑定してみても何の情報も得られなかった。

「獣人撲滅団か……相変わらずくだらない思想が残っとるの。なんぞ、目撃情報はないんかい？」

「目撃情報はあるよ。四件とも髪の色が違う怪しい人物が目撃されているんだ。でも誰だれ一人として顔を見てないんだよ」

　不幸中の幸いなのは、死人が出ていない事とロッコーさんの治ち癒ゆ魔ま法ほうのお陰かげで後遺症を免れている事くらいだ。しかし、いつ死人が出てもおかしくない状況である。俺の評判が落ちるのは構わない。しかし、領民を守れない領主なんて領主失格だ。

「気持ちは分かるけど、きちんと寝んと頭が働かんで。よく考えてみ……なんで暗い夜道で髪の色だけが分かったか考えてみ？」

　確かに暗い夜道で髪の色だけが分かるのは不自然だ。白ならともかく黄色や緑は別の色に見えるはず。

「わざと髪の色を見せていたのか……」

「そや。普段のお前なら気付いたんやろうが、まともに寝てないから頭が働いてへんのや」

「そう言われても、寝られないんだよ」

　ほんの少し物音がしただけでも、襲撃事件の知らせに思えて飛び起きてしまう。

「しゃーない、儂が寝かせたる……ニャンニャンころーりよ、おころりーよ。にゃんこはよいペットだー、ニャンニャンしなー。にゃんこのお守もりはどこに行ったー……スリープッ!!」

「それ、子こ守もり唄うたじゃなく睡すいみ……んの魔法だ…ろ…」

　寝不足のところに睡眠魔法をかけられたせいで、俺は一瞬のうちに眠りに落ちていた。
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　目が覚さめると既すでに夜が明けていた。幸いな事に、昨日は襲撃事件がなかったそうだ。魔法のお陰でぐっすり眠れたようで、久し振りに頭が冴さえている。

（もう一度整理しろ……髪の色を見せたのは捜そう査さを混乱させるため。苦情を訴えている人って、実際は何人なんだろ？）

　嘆たん願がん書しよのチェックをしてみると、面白い事が分かった。

「確かに筆ひつ跡せきが似にたような物が多いですね」

　サンダ先生やロッコーさんと嘆願書を見直してみたら、似たような筆跡で書かれた物を幾いくつか見つける事が出来た。

「ええ、ボーブルの識しき字じ率りつはそんなに高くありません。つまり嘆願書を出しているのは一定のグループなんだと思います。ボルフ先生、嘆願書を出しに来た人の後をつけてもらえますか。それと不安を煽あおっている人がいないか退たい役えきアサシンの人に調べてもらって下さい」

　見た目だけで俺の事を餓ガ鬼キだと侮あなどっているんなら、おじさんがしっぺ返しを喰らわしてやる。

　そこからの巻き返しは早かった。どうやらフラストレーションを溜めていたのは、俺だけでなかったらしい。

「最終的にはボーンタ・オッニゾーリに行き着きましたか」

　サンダ先生はそう言うと溜め息を漏らした。嘆願書を出していた人達の半分は領外の人、残りは金を渡され嘆願書を届けるように頼まれたらしい。

「ボーブルの人間で嘆願書を持ってきた方に話を聞いてみると、字の読み書きが出来ない人を選んでいました。書類の内容を伝えたら顔を青くして謝っていましたよ」

「領外の連中も割わりのいいバイトとしか思ってなかったな。金を渡していたのはボーンタの子分だぜ」

　領民の不安を煽っていたのは、食い詰めた吟ぎん遊ゆう詩し人じんだった。最初は知らぬ存ぜぬを決めていたらしい。でも、熊人の皆様と囲む楽しい懇こん談だん会かいを開いたら全部話してくれました。

「ジョージ様、ハイードロ教からオッニゾーリ家に圧力をかけましょうか？」

　ロッコーさん、笑顔で物ぶつ騒そうな事を言うのは止めて下さい。それと目が笑ってなくて、物もの凄すごく怖いです。

　確かにハイードロ教から圧力がかかれば襲撃事件は一時的には収まるだろう。

「それは時期尚しよう早そうです。何より襲撃犯を捕まえて罰ばつしなきゃ領民の不満が解消されません」

　それにボーンタと襲撃事件の繋がりはまだ摑めていない。このまま圧力をかけたら、名めい誉よ毀き損そんで訴えられる可能性もある。何よりまだボーンタの狙いが分かっていない。

　色々話し合っていると、執しつ務む室しつのドアがノックされた。

「ジョージ様、アラン様から手紙が届いています。それとご学友のカリナ様が見えられているそうですよ」

　アランからの手紙は、マリーナ一家との食事会を開くからお洒落しやれをして参加しろとの事。さすがに婚約者と何年も会わないのはまずいらしい。

「分かりました。挨拶をして来るので、みなさんは少し休んでいて下さい」

　今は心身ともに疲つかれているので、元気なカリナと話をすればリフレッシュ出来ると思う。カリナはジョージメイド隊が俺の部屋に案内したとの事。部屋のドアを開けると、カリナが近付いてきた。

「よっ、ドンガ達から聞いているぜ。なんか大変みたいだな。これ、あたいが作ったんだ。これを食べて元気を出しな」

　カリナが手渡して来たのは大きな籘のバスケット。母さんのバスケットをＳサイズとしたら、カリナのバスケットはＬサイズだ。

「わざわざ心配して来てくれたんだ。ありがとう」

　婚約者マリーナは手紙すらくれないのに、わざわざ弁当を作って来てくれたのは素直に嬉うれしい。

「あんたはうちのお得意様だからね。それに噂のボーブルを見てみたかったしな……伯爵様だから、豪華に生活をしていると思っていたんだけど、意外と質しつ素そな暮らしをしているんだな」

「暮らしに金をかけている余裕がないんだよ。それに服や装飾品には、あまり興味がないんだ」

　前世でも、スーツはアオ○マ、私服はワーク○ンかシ○ムラだったし。

「犯人は捕まりそうなのか？　もし、あれだったらあたいが囮おとりをしてやるよ。多分、次に狙われるのは獅し子し人びと、兎うさぎ人びと、オークのどれかだと思うし。心配しなくてもあたいなら返かえり討うちにしてやるよ」

　カリナはそう言うと、ガッツポーズをしてみせた。

「なんで次に狙われるのが獅子人か兎人だって分かるんだ？」

「気付いてなかったのかい？　襲われたのはあんたの周りにいる獣人と同じ種族なんだぜ」

　熊人のドンガ、狼人のボルフ先生、狸人のヴェルデ、栗鼠人のケインとウォールナット。確かに俺の周りにいる獣人と同じ種族だ……いや、ボーブルに移住した獣人の種族ばかりだ。

「ありがとよ。でも、お前に何かあったらマッシュポテトが食えなくなるから駄目だ。それに相手は猿人の貴族の可能性がある。カリナが、返り討ちしたら逆に罰せられる可能性もあるんだ。何より女の子の顔に傷が残ったら大問題だよ」

　そう、獅子人のカリナなら罰せられる可能性がある。

「あ、あたいの事を女の子って……見てくれるの。みんなもお客さんもあたいを男みたいだって言うんだぜ？」












　カリナはなぜか顔を赤らめてモジモジしている。普段の男おとこ勝まさりなギャップもあり不ふ覚かくにもドキドキしてしまった。

（か、可愛い……違う、俺はロリじゃない）

「カリナは可か愛わいい女の子だよ。良かったらボーブルの服屋に寄って行かないか？　バゲットサンドのお礼に好きな服をプレゼントするよ。これを店に渡せば大丈夫だ」

　俺は何かを誤魔化すように手紙をしたためる。

「あ、ありがとう……」

　カリナはさらに顔を赤くしてうつむいてしまった。

「そ、それじゃ俺は仕事に戻るね。バスケット、ありがと……って、何しているんですか？」

　自室のドアを開けたら、そこにいたのは母さんとジョージメイド隊の皆様。

「ジョージも男の子なのねー。あまりの甘あま酸ずっぱさにお母さんまでキュンキュンしちゃったー。カリナちゃん、ジョージの事をよろしくねー」

　ハイテンションに語る母さんと親指を立ててグッジョブポーズをとるジョージメイド隊の面々。このためにカリナを俺の部屋に案内したのか。

「ふえっ？　あの、あたいと、ジョージはまだそんなじゃなくて」

　母さんの言葉を聞いたカリナの頰ほおが赤く染まる。

「まだ？　これからどうなるのかなー？　おばさん知りたいなー」

　そしてここぞとばかりにいじり始める母さん。メイド隊のニヤニヤ率も増加中。

「ふへっ？　どうって……もっと仲良くなれたらなって……思いましゅ」

　カリナは胸の前で指をもじもじさせながら、そう答えた。

「そうか、カリナちゃんはジョージと仲良くなってくれるんだ。ありがとねー。それで、どれくらい仲良くなりたいのかなー？　例えば恋人とか？」

「こ・こ・こ・いー……し、し、失礼しますー」

　カリナは鯉こいみたく口をパクパクさせたかと思うと、顔中を真っ赤にさせながら、脱だつ兎とのごとく走りさって行った。獅子なのに鯉で兎とは、これいかに……今、こんな事を言ったら確実にフルボッコにされると思う。

　そして母さんとメイド隊の視線は俺をロックオンした。ここで慌あわてたりしたら、みんなの思う壺つぼだ。気付かれないように深呼吸をして、冷静さを取り戻す。

「カリナは俺のために来てくれたんですよ。あまり、からかわないで下さい。それとハンマーさんと床とこ屋やを呼んでもらえますか？」

「はいはい、分かりました……ジョージ、顔が真っ赤になっているから気を付けてねー」

　母さんはニヤニヤ顔で、そう言うと部屋の前からいなくなった。

　よしっ！　バゲットで腹ごしらえをして逆襲といきますか……とりあえず、窓を開けて顔の火ほ照てりを冷まそう。
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　この世界に転生して、はや十三年。何とか異世界での生活にも慣れてきた。でも、未いまだに貴族の生活だけは慣れていない。例えばオリゾンの貴族は男性でも長髪が良しとされている。軍ぐん役えきに就ついている貴族用のカツラ専門店があるぐらいだ。

　勇者ブレイブ・アイデックが長髪のイケメンだったのも関係があるのかも知れない。

　そして服は金きん糸しや銀ぎん糸しをふんだんに使った派手な服が好まれ、パンツは半ズボンがデフォである。この辺は中世ヨーロッパと同じで、貴族は非生産階級だから労働には向かない格好をするのが普通との事。

　むしろ俺みたく、額ひたいに汗して働くのは異い端たんで、それこそ貴族の沽こ券けんに関わるらしい。配下が働いているのを見ながら、優ゆう雅がにお茶を飲むのが貴族の務つとめだと言う人もいるくらいだ。

　でも、俺は根ねっからの貧びん乏ぼう性しようでお仕事大好き人間……いや、仕事が大好きと言えば語ご弊へいがある。仕事をしていないと不安になってしまうのだ。

「あのジョージ様、本当によろしいのですか？」

　床屋のおじさんの顔色がどことなく青い。この世界の常識からすると、俺の依頼はかなり非常識な事になるから仕方がないと思う。

「ああ、丸まる坊ぼう主ずで頼む。切った髪は使うので捨てないでくれ」

　俺は男の長髪を否定する気はない。似合うなら問題ないし、男の長髪を否定したらゲーム業界からハブられてしまう。

　そして俺は、悲しいほど長髪が似合わない。長髪のカツラを被かぶった事もあるが、どう見ても売れない昭和のフォークシンガーだった。そう、俺の長髪姿は壊かい滅めつ的てきにダサいのだ。

「分かりました……でもジョージ様、坊主頭は女性に人気がないんですよ」

　俺は元から女子に人気がないから、坊主頭にしても好感度に変化はないと思う。貴族の女子からは変わり者扱いされているし、庶民の女子からは身分の違いから恋愛対象として見られていないそうだ。

　モテないのにも馴なれている。期待をするから落らく胆たんをするのであって、最初から期待をしていなければ落ち込む事を回避出来るのだ。

「必要だから坊主にするんですよ。それに髪は放っておけば伸びてきますし」

　そして出来上がったのが、見事なまでのジャガイモ男子。頰のそばかすがジャガイモらしさをアップさせている。無理矢理誉ほめれば素そ朴ぼくな少年、はっきり言えば垢あか抜ぬけていない田舎いなか者ものだ。

「ジョージ様、ハンマー様が来ました。ジ、ジョージ様!?」

　ハンマー父娘の到着を知らせてくれたサンダ先生が俺の頭を見て驚きの声をあげた。口をあんぐりと開きっ放しにして、唖あ然ぜんとしている。

「分かりました。それと、床屋への支払いをお願いします」

　驚かれるのは分かっていたから、いつも通りの対応をする。ちなみにハンマー父娘を連れて来てくれたボルフ先生は腹を抱かかえて大笑いをした。

「髪を植うえ付つけたヘルメットですか……」

　ハンマー父娘の視線も俺の頭に釘くぎ付づけになっている。リリルに至いたっては目が点になっていた。

「ええ、俺の髪を使って足たりない分は動物の毛でも使って下さい」

　俺がハンマー父娘に頼んだのは獣ケモ耳ミミ付きヘルメットカツラ。この世界にも普通のヘルメットはあるんだけど、厚みがあるので獣耳を付けると不自然になってしまう。それだと俺の目的を果たせなくなってしまうのだ。

「カツラヘルメットかー。どうしてもー防御力が落ちちゃうけどいいのー」

　リリルの言うとおり、不自然さを解消するにはヘルメットを薄くしないといけない。

「ああ、頼む。獣耳は獅子人の形にして、出来るだけリアルに作ってくれ。納期は二週間で頼む」

　ハンマー父は俺の頭の型をとり、それを参考にしてヘルメットを作ってくれるとの事。リリルは俺の坊主頭を触さわりまくり親父さんに怒られていた。
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　ハンマー父娘が帰ったのを見み計はからって、ロッコーさんとギリルさんを執務室に呼んだ。印刷した資料をみんなに配くばる。

「まず、こちらを見て下さい。右がボーンタ・オッニゾーリがパーティーに出席した日で、左がうちで襲撃事件が起きた日になります」

　俺はパソコンを手に入れてから、色んなデータを打ち込んで管理している。嘆願書の筆跡からボーンタが怪あやしいと睨んで、データを整理したら面白い結果が得られたのだ。

「事件が起きた日にボーンタはボーブルの近くで開催されているパーティーに出席していますね。でも、これではオッニゾーリ家に訴えても難なん癖くせにしかなりませんよ」

　サンダ先生の言うとおり、ボーンタにはアリバイがある。そう、ボーンタにはあるのだ。

「ええ、そしてボーンタはパーティーに自分の仲間を連れて来ています。一人はエルフのタンラ・ウォーテルス、もう一人は猿人のリーゼン・ライテル。パーティーを開催した家に確認したところ、事件が起きた日のパーティでは、タンラかリーゼンのどちらかがパーティーを中座しています」

　ちなみにタンラはドンガに吹っ飛ばされた先輩で、リーゼンはカリナに蹴けり飛とばされた先輩だった。そしてタンラの髪の色は水色で、リーゼンの髪の色は茶髪。

「つまり、どちらかがパーティーから抜け出して襲撃事件を起こしている可能性が高いと。しかし、ウォーテルスとライテルですか……微び妙みような家柄ですね」

　ロッコーさんの話によると、ウォーテルスは水のウォーテック家の遠えん戚せきで、ライテルは光のライテック家の親戚との事。ちなみにタンラの父親はボーンタ領にあるハイードロ教会の神官らしい。ライテル家は大だい分ぶ前に本家ライテツクを見限り、オッニゾーリ子爵に仕つかえているそうだ。

「確実な証拠がなければオッニゾーリ子爵どころかウォーテック家やライテック家も黙だまっていませんね……ジョージ様、下手に動けばマリーナ様との仲に亀き裂れつがはいりますよ」

　ギリルさんが心配そうに声をかけてくれたけど、マリーナと俺の仲は亀裂どころか真まっ二ぷたつに分かれている……いや、その前に近づいてもいないけど。襲撃事件への見み舞まいの手紙すら届いてないし。

「証拠がなければ作ればいいんですよ。二週間後にボーブル近くで開かれるパーティーにボーンタも呼ばれています……ギリルさん、その日に騎士団を総動員してもらえますか？」

　家臣に表立った指示を出すのはギリルさんに任まかせている。何より騎士団長から未だに子供扱いされている俺が総動員の指示を出しても、不平が出るだけだ。

「大丈夫ですけど、騎士団を総動員したら警戒して事件を起こさないと思いますが」

　ギリルさんの言うとおり、まだ中学生のタンラとリーゼンが大勢の騎士を見たらビビってしまうだろう。でも、中学生の頃は大人や社会を舐なめている時期でもある。

「ええ、だから一ヶ所わざと隙すきを作ります。そこで獣人に扮ふんした俺がうろつくんですよ」

　騎士団総動員は罠わなに追い込むための仕掛けで、犯人を罠に誘い込む囮が俺なのだ。でも痛い思いをしたくないから、カツラヘルメットを被らせてもらう。

「いけません。もし、ジョージ様に何かございましたらローレン様に申し訳がたちません。それにジョージ様が気絶したら誰が犯人を捕まえるのですか？」

「騎士団の一部を伏ふく兵へいにします。ロッコーさんに騎士団に同道してもらって、何かあったら回復魔法をかけてもらえるようにしますよ」

　アサシンギルドばかり活躍させたら騎士団の面めん目もくがたたないので、ここらで騎士団に活躍をさせておきたい。何よりアサシンギルドのメンバーは表立った場所に出てこられないし。

「しかし、ジョージ様自みずから囮になる必要はないのでは」

　ギリルさんは文官として正しい意見をだしてくれる。それだけでなく、俺を赤ん坊の頃から見てきてくれたギリルさんにしてみれば、みすみす危険に晒さらす事は避さけたいんだと思う。

「あいつらが標的にしているのは、女性や子供のような弱い人間ばかりです。だからって、家臣の家族には頼めないでしょ。それに俺が襲われれば貴族間の問題に持っていけます」

　少なくとも襲撃事件を止める事は出来るはずだ。
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　作戦当日、ボーブル騎士団は気合いが入りまくっていた。そりゃそうだ、町の安全を守る騎士団にしてみれば、襲撃事件は面メン子ツを潰されたようなもの。ましてや領主自ら囮になるのだ、気合いが入ってなきゃ俺が悲しい。

　ちなみに俺の獣耳姿は、我ながら気持ち悪かった。服は安い麻あさの服を着ていたところ、騎士団の団長に、そんな服を着てもらってすいませんと言われた。でも、これ俺の私服っす。

「それじゃギリルさんは騎士団の指示をお願いします。ボルフ先生はアサシンギルドと連れん携けいしてあいつらの動きを見張って下さい。サンダ先生とロッコーさんは伏兵と一緒に俺の周りにいて下さい」

　サンダ先生には貴族間の法律に基もとづき、その場で罪状を述べてもらうのだ。

　日が暮れてボーブルに夜が訪れる。娼館が出来てから、ボーブルは夜でも活気に満ちており人通りが減る事はない。酔よっぱらいの大声と吟遊詩人の歌声が混じり合い、猥わい雑ざつで活気ある雰囲気を作り上げていた。

　そして木炭で焼かれた肉の匂いが鼻孔をくすぐる。

（ビ、ビールが飲みたい……焼き肉とビールなんて無敵の組み合わせなんだぞ）

　少しだけなら、飲んでも問題ないはず。いや、むしろ酔っぱらっていた方が、確実に食い付いてくれると思う。

（これは市場調査だ。市場調査は領主の大切な仕事です）

　オリゾンで飲酒が許可されるのは、十八歳からだ。年齢でいったらアウトになるだろう。でも、俺の中身はおっさんである。だからビールを飲んでもオッケーだと思う。

「すいません、焼き肉とビ」

「ジョージ、タンラ・ウォーテルスがボーブルに入ったぞ。緑色のヅラを被っているが間違いねえ……お前、まさかビールを飲むつもりじゃねえだろうな」

　ボルフ先生、ナイスタイミングすぎます。でも、本マ気ジ睨みの先生に言えるわけがない。アサシンの本気睨みは胃に来る事が分かった。

「いや、領主として市場調査を……」

「ごちゃごちゃ言ってないで、早く動け……騎士団を総動員しといてビールを飲む領バ主カがいるか!!」

　市場調査失敗です。喉のどは既にビールを待っているんだけど……。

「はい！　はい！　動きますよ」

　囮領主様はキリキリ動きます……売られた喧けん嘩かは倍にして返してやる。

　町の喧騒から遠ざかるにつれ、辺りの闇が徐じよ々じよに濃くなっていく。

　月は出ているが、雲に阻はばまれ月明かりは弱々しく足元も覚おぼ束つかない。襲撃犯にとっては、絶好のシチュエーションだと思う。

　ぶっちゃけ、俺ビビってます。小枝を踏ふんだ音と衝撃だけで、びくついてしまう。

　前世の記憶を持ったまま貴族の家に転生し、一流のアサシンと天才学者が先生になってくれた。俺のスペックだけ聞けば、ラノベかゲームの主人公に思えてしまう。しかし、俺が前世から引ひき継ついだのは記憶だけではない。三つ子の魂たましい百までも……貴族に転生しても中身は脇わき役やく気質の小市民サラリーマン。

　いつ襲われるか分からない恐怖と犯人を絶対に確保しなければいけないという緊きん張ちようから、自分でも分かるくらいに歩き方がぎこちなくなっていた。アサシン修業により背後の気配を読めるようになった事が、逆に仇あだとなってしまうとは……。

（このままじゃ感付かれちまうな……ミケ頼む）

　ステルスモード（勝手に命名）のミケは誰にも気付かれないらしいから、犯人の動きをテレパシーで実況中継してもらうのに丁ちよう度どいい。

『情けないのー、右手と右足が一緒に出てるで。不ふ審しん者しや丸出しやないか。襲撃犯の方が堂々としとるで』

　気配で襲撃犯タンラが後をつけているのは分かるけど、動きは全然読めない。タンラの歩くリズムが変わるだけで、挙きよ動どう不ふ審しんになってしまう。リズムが変わると言っても不自然なまでの忍び足が、俺に追い付こうと早足になっただけなんだけど。

『俺は勇者でも英雄でもないただのリーマンなんだぞ。こんな状況で平然と動ける神経は持ち合わせてないんだよ』

　満員電車ではきちんと両手を挙げてたし、上司の機嫌が悪い時は全力で気配を消すのが処しよ世せい術じゆつだったんだ。

『今のお前はサラリーマンやなく貴族なんやで。プライドを持てや』

　アコーギ家け家か訓くん、貴族はいつでも誇ほこり高たかくあれ。たとえ敵に捕まっても頭を下げてはならない……冗談みたいな家訓であるがマジである。

『必要なら貴族のプライドなんてごみ箱に捨ててやる。そもそも俺に貴族のプライドなんて存在しないんだよ。後ろの奴が動いたら、教えてくれ』

『くる……』

（まずい!!　伏兵が隠れている場所から距離がありすぎる）

　背中に冷や汗が流れ、衝撃に耐たえるために体が強こわ張ばった。しかし、待てど暮らせど何も起こらない。

『おい、何も起こらないぞ』

　ビビりまくった俺を嘲あざ笑わらうかのように一陣の風が通りすぎていく。冷や汗が更さらに冷やされて心身ともにお寒い。

『くる……ぶしを蚊かに刺されると、大変やから気いつけや』

　ミケはしてやったりといった感じで満足そうに笑っている。確かに踝くるぶしを蚊に刺されたら、痒かゆくて堪たまらない……堪らないけど。

『確かに大変だよね。それより鈍器で頭を殴なぐられる方が、何倍も大変なんだけどね』

　くだらない会話テレパシーでも、気分転換になったらしく、ぎこちなさも徐々に薄れていった。

『くる……』

　くると言ってミケのテレパシーが途と切ぎれる。しかし、タンラの歩くリズムに変化はなく襲ってくる気配はない。

『車が来るって駄だ洒落じやれか？』

　長年の付き合いでミケが言いそうな事は大体予想がつく。

『くる……まや鬼、鉄てつ砲ぽうが付く植物はなーんや？　車が来るって寒っ!!　誰かー儂をおこたに入れてー。凍死してまうー』

　周りが暗くて良かった……俺の顔が真っ赤です。

　なんやかんやで伏兵が潜ひそんでいる場所に辿たどり着つけた。そこは小高い木々に囲まれた林道で、木々が目隠しとなり、何かあっても周囲に気付かれる可能性が低い襲撃ベストポジションである。

　林道に踏み込んで数分経たった頃、タンラの足音に変化が起きた。忍び足から駆け足に変わったのだ。

『来るで！』

「お前、何なんだよー！　変な動きして俺をビビらせやがってー！」

　ミケの忠告のあと、タンラの叫びが終わったかと思うと、頭に激しい痛みが走った。演技でも何でもなく地面に倒れ込んだ。

「ジョージ様の保護を急げっ!!　襲撃犯を確保しろ!!」

『伏兵が潜んでいる前に襲われたら元も子もないからの。ジョージ、大丈夫か？』

　大丈夫かどうかは分からないが、とにかく頭が痛い。涙がボロボロと零こぼれ落おちていく。

「ジョージ様、大丈夫ですか。全く無茶をしすぎです」

　サンダ先生は呆れながらも、俺を優しく抱き起こしてくれる。

　一方のタンラは、騎士団に拘束されていた。タンラは突然騎士が現れたのが理解出来ないらしく、唖然としている。

「タンラ・ウォーテルス……とんでもない事をしてくれたな」

　ロッコーさんはそう言うと、タンラの顔を思いっきり殴り付けた。タンラの顔がひしゃげるが、体を拘こう束そくされているためか、カツラだけが宙に舞った。

「ロ、ロッコー・ウォーター……」

　ウォーター家もウォーテルス家も、ウォーテック家の分家に当たるそうだ。ましてやロッコーさんは一族の中でも、政治能力が抜きん出ていて有名らしい。

「お前が襲ったのはボーブルの領主ジョージ・アコーギ様だ。言い逃のがれは出来ないぞ」

「嵌はめたな……俺は獣人を襲おうとしただけだ。それに俺に何かあったらボーンタ様が黙ってないぞ!!」

　こんな所で黒幕ボーンタの名前を出してしまうのは、中学生らしい甘さだ。

「オッニゾーリ家は子爵、アコーギ家は伯爵家です。ましてやジョージ様は、ここボーブルを治おさめているお方。ご免めんなさいで済む話ではないんですよ。貴方あなたは退学の上廃はい嫡ちやく、ウォーテルス家も取り潰しの可能性もあります」

　タンラを見下ろしながら、サンダ先生が淡たん々たんと告つげる。あくまで可能性、タンラやウォーテルス家の処分を決めるのはウォーテック家だ。でもタンラはそれに気付かないくらいに追い込まれているらしい。暗闇でも分かるくらい、顔面蒼そう白はくとなりガタガタと震ふるえていた。

「卑いやしい獣人を襲っただけなのに酷ひどすぎる……そうだっ!!　獣人のような卑しい種族とエルフのような尊とうとい種族は同列に論ろんぜられないはず」

　確かに獣人は法律でも差別されている。その扱いは人と言うより物に近い。

　だが、俺の大事な領民を物扱いするのなら、それなりの報むくいを受けてもらう。

「ええ、でも先輩が襲ったのは紛れもなくボーブルの財た産みです。それに今回の事件による経済への影響は少なくありません。俺の大切な領民を傷付けたんだ。うちの領民を物扱いするのなら、しっかりと損そん害がいを請求させてもらいますよ。その者は罪人だ。牢屋にぶち込んでおけ」

　大声で格好つけたのはいいが、たんこぶに響いて痛いっす。





　　　　　◇






　これは俺の言い訳である。

　獣人襲撃事件を無事に解決出来たのはいいが、タンラをオッニゾーリ家に引き渡したりと事後処理に忙ぼう殺さつされていたのだ。この三日、ボーブルで内政に携たずさわっている人間はまともに睡眠をとれていない。タンラに殴られて出来たたんこぶに治癒魔法をかけてもらう暇ひますらなかったのだ。以上、言い訳終わりです。

　三日で髪が伸のびるワケもなく、いがぐり頭のままマリーナとの食事会の日が来てしまった。

　仕事が忙しすぎて、子供との約束を忘れたお父さんってこんな気持ちなんだろうか。

「まずいですね。坊主頭で女性と会うのは侮ぶ蔑べつに近いんですよ」

　心配そうに話すサンダ先生の目にも、濃こいくまが出来ている。後からサンダ先生に聞いた話では、貴族の男が女性と会う前に坊主頭にするのは相手を嫌っていると言うのに等ひとしいらしい。

　マリーナとの待ち合わせ場所は、アコーギ城の庭だった。そこにいたのはおめかしをしたマリーナさん。一方の俺は坊主頭で目にはくまが出来ている……君に会うのが楽しみで眠れなかったなんて言い訳は通じないよな。

　案の定、マリーナと再会したら、大泣きされました。

「酷い……わざわざ頭を剃ってくるなんて私に対する当て付けですか!?」

　当て付けじゃなく、必要だから坊主にしたんだけど。

（確かに婚約者マリーナと会うのが決まっていたのに、坊主にしたのはまずかったな）

　日本で言えば、婚約者に会う前にモヒカンやパンチパーマにするみたいなものだと思う。今朝、カツラを被ってみたんだけども、たんこぶが痛くて一分も我慢出来ませんでした。

「姉さん、ジョージ様は襲撃犯を捕まえるために頭を剃られたんですよ……ジョージ様、姉は今日のために料理を作ってきたんです」

　さすがはシャイン君、ナイスフォロー。

「そ、それは楽しみだな……それで何を作ってきてくれたんですか？」

「シュリンプホッパーの香草焼きです……」

　そして出されたのは巨大バッタの足。間違いなく、ボーブルの下見の時に見た巨大バッタ君だ。シュリンプホッパーの足は海え老びと似た味がするらしい。

　マリーナは今日のために、シュリンプホッパーを自ら捕まえて料理してくれたのだそうだ。マリーナの背後に私が捕まえましたと言わんばかりに、バッタ君が吊つり下さげられていた。

（今は腹一杯です、は通じないよな……）

　意を決して、巨大バッタの足にかぶりつく。確かに海老に近い味だったけど、後味は草そのもの。寝不足のところに、この味はきつい。

（まずい……味もまずいけど、ここで戻したら絶対にまずい）

　何とか、飲み込み事無きをえた。

「あ、ありがとう。とても美味しかったよ……」

「そうですか？　それは良かったです。私は鍛たん練れんがありますので、これで失礼いたします」

　マリーナは、そう言うとスカートを翻ひるがえして帰っていった。俺がバッタを食べたのが嬉しいのではなく、無事にお役目を終えてホッとしたって感じだ。

（本当は坊主頭を見た時点で、帰っても許されたんだよな）

　それを我慢したのは家のためだろう。マリーナは俺と同い年で、まだ中一だ。恋に恋したい年頃である。嫌な奴ジヨージを相手によく我慢したねって、ほめられてもいいと思う。

「ね、姉さん。まだ五分も経っていないよ」

「シャイン君、大丈夫だよ。俺も予定が詰まっているから、むしろ助かる」

　まじで早く帰って下さい。酸すっぱい物が、こみ上げてきているんです。

「シャイン、早く帰るわよ。八百屋さんの特売に遅れたらどうするの!?」

「姉さん!?　ジョージ様すいません」

　シャイン君は俺に深々と頭を下げると、マリーナの後を追っていった。

（俺は野菜以下の存在かよ!?　……あれは蝶か？）

　ふと見るとマリーナの肩から真っ白い蝶ちようが飛び立っていくのが見えた。随ずい分ぶんと人ひと懐なつっこい蝶だと思う……やばい、もう限界だ。

　マリーナが見えなくなったのを確認してから、思いっきり戻した。

　そのまま、城庭で風に吹かれて体調の回復に努つとめていると、満面の笑みを浮かべたアミが近付いてきた。

「お兄様、夏休みはボーブルですごしても宜よろしいですか？」

「もちろん歓迎するよ。俺がここにいるってよく分かったね」

　アコーギ城の庭はそれなりに広く、ピンポイントで見つけるのは難しいと思う。

「お母様から、今日お兄様がいらっしゃるって聞いていましたので、メイドさんにお願いして場所を教えてもらったんです……お兄様、お顔が真まっ青さおですよ!?　どうなされたんですか？」

　お兄様は婚約者マリーナに、バッタを食べさせられてリバースしたんです。でも、告げ口みたくて言えやしない。

「ち、ちょっとな」

「あれはシュリンプホッパー……お兄様は虫料理が嫌いなのに、酷いです!?　……お兄様、アミの膝ひざでお休みになって下さい」

　アミの膝枕でお兄様の体調が、一気に回復したのは言うまでもない。





　　　　　◇






　オッニゾーリ家から交渉団が来たのは、事件から二週間後の事だった。

　団長を務めているのは中年文官、副団長は筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした強こわ面もての騎士。強面騎士が俺に圧力をかけ、それに乗じて中年文官が自じ慢まんの舌で俺を丸め込むつもりなんだろう。実戦経験の薄そうな強面騎士よりボルフ先生の方が何倍も怖いし、サンダ先生・ロッコーさん・ギリルさんにも同席してもらうので舌ぜつ戦せんで負ける事はない。

　問題は交渉団に付いて来た男だ。謝罪交渉に来たというのに、緊張感が微塵も感じられない。それどころか、まるで自分の家にいるかのようにリラックスしている。何より交渉団全員が、異常なまでに男に気を使っていた。

　特徴は肩まで伸ばした髪と整った顔立ち。深しん紅くのジャケットとパンツを粋いきに着こなしている。何より所しよ作さの一つ一つが洗せん練れんされており、全身から育ちの良さが滲にじみ出でていた。男が部屋の調度品に視線を移した隙に、人物記録にアクセスする。

（……また厄介な人を連れてきたな……幾ら渡したんだ？）

　入っていて良かったサンダマナー教室。目線を合わせないように気を付けながら、赤い服の男の前に跪ひざまずく。

「ホートー・オリゾン殿でん下かでございますね。申し遅れました、ボーブルの領主を仰おおせつかっているジョージ・アコーギでございます」

「名乗っていないのに、よく俺だと気付いたな」

　もし、男がホートーと気付かず無礼な態度を取っていたら中年文官は俺を責せめ立たてオッニゾーリ家が提示した条件を丸飲みさせただろう。

「お目通りの機会こそありませんでしたが、殿下の事は祖そ父ふコーカツよりよく伺うかがっております。それにオリゾンで深紅の服を着こなせるのはホートー様しかおりませんから」

　こちとら上司や取引先におべっかを使いまくっていたジャパニーズサラリーマンだ。歯の浮くようなおべっかくらい、アドリブでスラスラ言える。

　ホートーは俺の言葉を聞き終えると、皮肉っぽい笑顔を浮かべた。

「だとよ……他人の領い地えで好き勝手した馬鹿坊主どもとは役者が違うぜ。それにこいつはローレンのお気に入りだ。あのおっさんを怒らせたら、俺でも匙さじを投げるしかねえぞ」

　いや、爺ちゃんをおっさん呼ばわりできるのは王族しかいないんだけど。

「ボルフ、娼館に連絡して殿下のご到着を伝えろ。このようなむさ苦しい城では、ホートー様が休めぬ。気付かず申し訳ありません。粗そ末まつな椅子ですが、お掛けになって下さい」

　中年文官が口を挟はさむ隙がないくらいに、一気に捲まくし立たてる。もし、俺とホートーの会話を遮りでもしたら、逆に俺が不ふ敬けい罪ざいで責め立ててやる。

「まあ、ジョージ待てよ。こいつらの話も聞いてやってくれ」

　ホートーはそう言って中年文官方を見た。

　王族は領地収入以外にも副収入があるそうだ。赤ん坊の名付けを頼まれたり、婚こん姻いんの保証人をお願いされたり……中でも多いのが、貴族同士のイザコザの仲ちゆう介かい役やく。王族を間に入れる事で、後のち々のちの禍か根こんを防ふせげる。後からの蒸し返しは、仲介役をしてくれた王族の面子を潰すのと一緒だ。

「分かりました。しかし、ホートー様の貴重な時間を無駄にするのは耐たえられません。先に書類を見せて頂けますか？　サンダ、ロッコー、ギリル、要点をまとめてくれ」

　この手の書類は要約すると、笑えるくらいに短くなる。まあ、無駄に長くするのにも腕が必要なんだけど。

　纏まとめられた書類を見て、危あやうくお茶を噴ふき出だしそうになった。

（犯人はタンラとリーゼンの二人、あくまでボーンタは無関係と。見事なまでのトカゲの尻尾しつぽ切りだな……しかし、こんな餓鬼の言い訳を書類に載のせるのかよ）

　ちなみに、オッニゾーリ家は見舞い金として五千万ストーンを払うらしい。あくまで見舞い金であって賠ばい償しよう金きんではないとの事。ホートーへのお礼も含めると、かなりの痛手だろう。

「殿下は書類の内容をご覧になられましたか？」

　和解の条件はともかく、この内容に頷うなずくのは無理がある。

「いや、まだだ……ブレイブ・アイデックが夢でお告つげをしただ？　おいおい、こんな餓鬼の戯ざれ言ごとの仲介をしたなんて、バレたら王様から叱られちまうぞ」

　書類に書かれているタンラ達の犯行動機は、夢に現れていたご先祖様ブレイブ・アイデツクに従したがったためとの事。

（だからホートーを巻き込んだわけか……オッニゾーリとしては、ボーンタの経歴に傷が付くのを防ぎたいと）

「ホートー様の名を公的に記載しないのなら了承します。ただ、今回の件はあくまでホートー様がおられたからという事をお忘れなく」

　こんなくだらないゴタゴタに関わるのは、時間の無駄だ。金額を吊り上げるより王族ホートーとのパイプを太くし、オッニゾーリ家に貸しを作っておく方が得だろう。何より、もうすぐ夏休み。俺はアミを全力で可愛がりたいんだ。

「あ、ありがとうございます。二人とも退学させ、タンラはフェルゼンのハイードロ教会へ、リーゼンもフェルゼンの兵士養成所へ行かせます」

　中年文官の顔に、安あん堵どの色が浮かぶ。彼も巻き込まれただけの中間管理職、リーマン経験者としてこれ以上ストレスをあたえるのは避けたい。

　リーゼンとタンラがおくられるフェルゼン帝国は、オリゾンの隣に位置する軍事国家だ。標高の高い山が幾つもあり、タンラの行く教会も山の上にあるらしい。国民性はストイックで、自分にも他人にも厳きびしい。ゲームでは、中盤で魔王軍に滅ほろぼされてしまう。魔導兵器なる強力な武器を作るが、あっさりと負けてしまう。強力な武器を作っていた軍事国家が負けるのは、ゲームの様式美おやくそくなのだ。

　しかし、フェルゼンはその負けっぷりより、あるキャラの出身地として知られている。

　ミューエ・レオパルド、またの名をノンデレミューエ。軍服に身を包み、武器は鞭むちという一定層にはご褒ほう美びなキャラだ。フェルゼンからの使者として登場し、パーティーにも加入するが、非攻略キャラである。それが女性ユーザーにも受けキミテの人気キャラの一人となった。

（二人とも、実質国外退去か……これでボーンタが大人しくなればいいんだけどな）













　明日から学校が夏休みに入る。

　長期休きゆう暇かでテンションが上がるのは異世界の学生も同じらしく、クラスの皆は夏休みの予定話に花を咲さかせていた。担任の先生の話を真ま面じ目めに聞いているのは、ごく僅わずかである。

（先生が注意するのが先か、それとも真面目な奴がキレるのが先か……こっちの世界じゃ、どっちなんだろうねー）

　先生が本気で困っているんなら俺おれが注意するけど、先生にとってこの騒さわぎは恒例行事らしく、どこか楽しんでいるようにも見えた。何より俺のエアリーディング能力が、楽しい空気に水を差さすなと警告している。

（前世の俺もはしゃいでいたよなー。夏休みに何かあるんじゃないかって、根こん拠きよない期待なんかして）

　夏祭りで偶ぐう然ぜん好きな女の子に会って仲良くなれるかもとか、特別な冒険が待っているんじゃないかとかワクワクしていた。そんな事は起きる訳もなくダラダラするだけのありふれた夏休みだった。でも今になって思えば、無む邪じや気きに毎日を楽しめていたあの日々が特別だったって分わかる。

「先生がお話をしているんです。少しは、静かにしてもらえませんか？　こんな当たり前のマナーも守れないんなら小学生からやり直す事をお勧すすめしますよ」

　ピーターの皮肉が効きいたのか、教室は水を打ったかのように静まり返った。一部の女子はピーターの凜りんとした態度に頰ほおを赤らめ、大多数の男子は恥はずかしさから顔を赤くしている。ちなみにヴェルデは、ラパンの頰に朱しゆがさしたのを見て顔を青くしていた。

「中学生になった途と端たん、いい子ちゃんになりやがって！　気に食わねえな」

　ピーターの上から目線な態度が気に入らなかったらしく、ケインが反抗的な態度で応こたえる。中学生は大人ぶりたい時期だ。ましてやケインは年上のボーンタ達と遊んでいたから、自分はクラスメイトより大人だと思っているのだろう。

「不良と夜遊びする人には言われたくないですね」

　ケインとピーターは、小学校の時は仲が良かったが、中学になってから疎そ遠えんになっている。ケインが不良ボーンタ達とつるみだしたのもあるが、ピーターは真面目に磨みがきがかかり融ゆう通ずうが利きかなくなってきた。今もケインとの口論に夢中になり、先生の話を妨害しまくっている。

（おいおい勘かん弁べんしてくれよ。俺は今のうちに煮に詰つめたい事業がわんさかあるんだぞ）

　溜たまっている事務仕事を片付けてしまいたいのだ。ちなみに城の職員は交こう代たいで長期休暇に入ってもらう。長期休暇前には臨りん時じボーナス（オッニゾーリの見舞金を流用）を手渡す予定だから、すぐにでも帰りたい。

　でも、俺には夏休みはありません。襲撃事件でボーブルの雰ふん囲い気きが暗くなっていたから、夏祭りを開催するのだ。通常業務に加え、その指し揮きもとらなきゃいけないし。

　年長者の責せき務むもあるから二人を窘たしなめようとしたら。

「二人とも、いい加減にしてもらえませんか？　僕はこの後、大事な取引が控ひかえているんです。喧けん嘩かは授業が終わってからにして下さい」

　俺より先に口を開いたのはヴェルデだった。ゲームとは違いオドオドしておらず堂々とした態度だ。

「ヴェルデ、随ずい分ぶんと調子こいているな」

　ケインはピーターからヴェルデに標ひよう的てきを変えて、にじり寄っていく。

「殴なぐり合あいの相手なら、オラがするだよ……外に出るだ」

　ヴェルデとケインの間に割わって入はいったのはドンガ。こいつもゲームとは違いビクビクしていない。

「お前は関係ないだろ」

　ケインの顔に焦あせりの色が浮かぶ。栗り鼠す人びとのケインと熊くま人びとのドンガでは、体格に差がありすぎる。何よりドンガは親父さんとの鍛たん練れんで、体がゴツくなっていた。

「ヴェルデはオラの友達だ。何よりジョージ様も、この後予定が詰つまっているだ」

　ドンガにビビったのか、ケインも大人しくなり無事に授業が終わった。

　しかし、一難さってまた一難。帰宅の準備をしていたら、マリーナとアニエスが珍めずらしく俺のクラスにやって来たのだ。

（なんか嫌な予感がするな……隙すきを見てこっそり帰ろう）

　嫌な予感は当たるもので、二人とも脇わき目めもふらずに俺の机の前に来ました。

「ジョージさん、お願いがあります。タンラさんの処分を撤てつ回かいして頂いただけますか？」

「ジョージ様、リーゼン君は本当は優しい子なんです。それにフェルゼンに行ったら家族と離れ離れになってしまいます」

　アニエスとマリーナが、タンラ達の罪を軽くするように抗議に来ています。

「無茶を言わないで下さい。もう、処断は下ったのです」

　ホートーの名前を表に出していないから、書類上は俺に決定権があるように見える。だから二人とも、俺に訴うつたえに来たのだろう。

「貴方あなたに慈じ悲ひの心はないんですか？　誰だれでも間違いは犯おかします」

「リーゼン君のお母さんも妹さんも毎日泣いています。私はそれを見るだけで、心が押し潰つぶされそうになるんです」

　ちなみにマリーナの目には涙が浮かんでいた。

（二人とも、分家の連中に焚たき付つけられたな。さてと、どうすっかな）

　理論より感情で動いている相手を説とき伏ふせるのは至し難なんの技だ。

　どう説得しようかと考えていると……。

『ねえ、マリーナ。ジョージって酷ひどいよね。わざと、リーゼン君一家をバラバラにしようとしているんだよ。オッニゾーリ家から多額の賠償金をもらったっていうし……きっと、リーゼン君とタンラ君は、罠わなにはめられたんだよ』

（今の声は誰だ？　アニエスともマリーナとも違うし？）

　聞こえてきた声は少女だったが、聞いた事のない声だった。

　しかし、酷い内容だ。誰がどう聞いても濡ぬれ衣ぎぬである。

（でも、誰も反応してないな。今のは空耳だったのか？）

　謎の声の主が俺を貶おとしめようとしているんだ……絶対、誰にも信じてもらえないよな。

「ちょっといいかい？　マリーナ、あんたはそのリーゼンって男を止められなかったんだろ。体を張って止めたのは、あんたの婚約者のジョージだ。馬鹿をやらかした二人を庇かばって、ジョージを責せめるのはお門かど違ちがいじゃないか」

　俺が迷っている間に、助け船を出してくれたのはカリナだった。カリナとマリーナは友達らしく言葉に遠えん慮りよがない。

　うちのクラスには獣人が多い。自然とマリーナ達を非ひ難なんする声が強まる。

　結果、マリーナ達はいたたまれなくなったらしく、無言で教室を後にした……俺を睨にらみ付つけながら。

「カリナ、ありがとう。助かったよ」

　あのままだと、二人との人間関係がさらにこじれたと思う。

「あたいも獣人だからね……マリーナの奴、どうしちゃったんだろう……小学校の頃は獣人だからっていじめられていたあたいを庇ってくれたのにな」

　カリナはそう言うと、寂さびしそうに笑った。
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　アミ、夏休みはお兄様を癒いやして下さい。

　俺の夏休みは宿題との格闘から始まった。難なん易い度ど的てきには余よ裕ゆうだけれど、とにかく量が多い。しかし、へこたれるワケにはいかないのだ。ボーブルの税収も安定してきて経済的にも余裕ができた。そして長期休暇だから時間にも余裕がある。夏休み中に新規事業を幾いくつか立ち上げる予定なのだ。

　何より可か愛わいい可愛いアミがボーブルに遊びに来てくれる。遊びに来るのは一週間後。アラン達との国外バケーションには同行せず、ボーブルに来てくれるのだ。

　お兄様、大感激です。これは国外バケーション以上の夏休みプランをアミに提供しなくてはならない。夏祭りにはアミ好みの出店を呼んであるし、海水浴にも連れて行く予定だ。領主権限で、その日のビーチは関係者以外利用禁止にした。アミの水着姿はお兄様おれが守る。

　パソコンをフル活用した事により、残った課題は自由研究（新規事業の結果報告を予定）のみ。

　今回の事業は食料事情の改善がメインである。領主権限で俺が食いたい物を作らせるのだ。

　作りたい物は山程ある。醬しよう油ゆ・味み噌そ・砂糖・胡こ椒しよう・ソース・米・ポン酢ず・納豆等々…問題は俺の知識の浅さである。例えば砂糖を作ろうと甜てん菜さいの栽培を始めたが肝かん心じんの抽出方法が分からないのだ。醬油や味噌には麹こうじ菌きんが必要なのを知っているが、菌の入手方法なんて分かるわけがない。

「ミケ、君に決め……」

「やめーい、ツナギを着た配管工と電気ネズミは洒落しやれにならんぞ……それで今回は何の用や」

「いや、そろそろ故郷ふるさとの味が食いたいんだよ。調味料の作り方とかをパソコンにインストールできないか？」

　日本から物を持ち込むのには規制がかかるかも知れないが、食い物の知識なら大丈夫だと思う。出来れば調味料とかを作る道具の情報も欲しい。

「まあ、襲撃事件も無事解決したみたいやし、領地経営もうまい事やっとるからなんとかしたる」

「さすがはミケ様。これで昆虫料理とはおさらばだ」

　十三年暮らして分かったのだが、オリゾンで昆虫食はわりとポピュラーなものらしい。むしろ魚料理より昆虫食の方がメジャーらしい。

　なかでも、マリーナが出してくれたシュリンプホッパーは捕つかまえるのが難むずかしくお目め出で度たい日に食べられる事が多いそうだ。日本で言えば自分で鯛たいを釣つってきて料理してくれたような感じになるだろう。そう考えると、あの時マリーナなりに俺との仲を改かい善ぜんしようとしてくれたんだろうか……でも無理なものは無理です。

　ミケのお陰かげで、色んな調味料の作り方が分かった……砂糖を作るのに遠心分離機や真空状態を作り出す必要があるのは想像もしていなかったけど。しかしこれでアミ夏休みエンジョイプロジェクトをパワーアップ出来る。

　砂糖の大量生産の指示を出しつつ、出だ汁し昆こん布ぶ・豆腐・干ひ物ものも作成する予定だ。昆布は漁師に採とってもらい砂浜で乾かん燥そう、ニガリは塩を作る過程に出来るので大丈夫だと思う。干し魚はアミとの夏休みエンジョイプロジェクトで地じ曳びき網あみを行い、どんな魚介類が採れるか調べてから始めたい。
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　完成した砂糖は、俺からしたら雑ざつ味みが多く物足りない物だった。しかし、爺じいちゃんを始めとしてオリゾン生まれの人達にとっては十分に衝撃的だったらしい。

「まさかオリゾンで砂糖を作れるとはの」

　なんでもこの世界で砂糖を作れる国は限られており、原料から製造方法まで秘中の秘とされているそうだ。当然、値段も高く、王侯貴族や豪商でなければ食えないとの事。甜菜は家畜の餌えさにしか使われていなかったらしい。

「生きているうちに砂糖を食えるなんて思いませんでしたよ」

　サンダ先生は爺ちゃんがいるから落ち着いているが、初めて食べた砂糖の味に打うち震ふるえていた。

「大っぴらな大量生産は止めた方がいいぞ。砂糖貿ぼう易えきは巨額の富とみを生んでいる。そしてこの砂糖も巨額の富を持たらす」

　ちなみに砂糖の値段は貿易商が決めているらしい。何しろ海にも魔物が住んでいるから海外貿易は文字どおり命いのち懸がけの仕事になる。でかい船を持ち、高位の魔術師を何人も雇やとって初めて航海が可能になるそうだ。オリゾンで漁業が発展しなかった理由がここにある。魔物が少ないボーブルには漁師がいるけど、輸送の問題もあり需じゆ要ようも多くないらしい。

「貿易商を敵に回すと、砂糖製造を取り上げられる危険性がありますね。最悪、領地ごと召めし上あげもあります」

　サンダ先生が危き惧ぐするのも当然で、貿易商の権力と財力はかなりのものらしく爵位の低い貴族では太た刀ち打うち出来ないそうだ。王族に頼んでボーブルの領主を変えるぐらい、朝あさ飯めし前まえらしい。

　そして一番知られて危険なのは現アコーギ領の領主アラン。ボーブルはアコーギ領の一地方にすぎず、アランの命には逆らえない。

「ヴェルデ商会に一枚嚙かんでもらって砂糖の出で所どころを不明にしてもらいます。あそこも砂糖の販売をしているからあやしまれないでしょう。そしてその売り上げで騎士団や軍備の強化を計はかります」

　そして時期を見み計はからって爺ちゃんを通じて王族に砂糖を献けん上じようしよう。うまくいけば俺の夢も叶かなえられるかもしれない。
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　慌あわただしく日々はすぎ、ついにアミが来る前日。ワクワクしながら仕事をこなしていると、ドアがノックされた。

「リリル・ハンマー様がお見えです」

　リリルには夏休みの宿題を一教科だけ丸写しさせる代かわりに、ある道具を急ぎで作ってもらっていたのだ。

「言われたとおりにー作ったけどー、これは何に使うのー。氷を削けずる道具なんて聞いた事ないよー」

　そう、俺がリリルに頼んでいたのは、かき氷機械。アミのおやつのためだけに、かき氷機を作らせたのだ。

「味のリサーチは必要だよな……ちょっと、待ってろ」

　異世界でかき氷が受ける保証はない。本ア番ミの前に、女の子リリルで試ためす……リリルの意見を聞いておきたい。

　城の井戸から汲くんだ水を魔法で氷こおらせ、かき氷機にセット。シロップはジャム作りの要よう領りようで作成した。砂糖作りの前は蜂はち蜜みつを使う予定だったけど急きゆう遽きよ変更した。ちなみにオリゾンではジャムを作るのも蜂蜜を使うそうだ……養よう蜂ほうも考えよう。

「この赤い液体はーなーに？　噓うそっ、氷にかけるのー？」

　赤い液体、お約束の苺いちごかき氷である。

「苺のジャムを薄めたものだよ……くーっ、うめえ。こりゃ、練れん乳にゆう小豆あずきも試ためさないとな。食べてみろ。でも一気に食べると、頭が痛くなるから気をつけろよ」

「つめたーい！　美お味いしいー。このジャムどうやって作ったのー」

　リリルの反応を見る限り外れではないだろう。

「そのうち教えるよ」

　砂糖をたっぷり使ったなんて言ったら、緊きん張ちようして味を楽しめないと思う。

　明日はいよいよアミが来る。お兄様今からワクテカです。
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　アミとの待ち合わせ場所は、ボーブル領とアコーギ本領の境界にある町ウィート。元は何の名物もない辺へん鄙ぴな田舎いなか町まちだったが、ボーブル経済の発展に伴ともない活気の満ちた宿場町へと姿を変えた。

　俺はアミのお迎えのためにウィートへと向かっている。

「まだゴーレム馬車の乗り入れの許可は出ないんですか？」

　サンダ先生の言うとおり、アランはアコーギ本領へのゴーレム馬車の乗り入れを許可していない。そのため、途中でゴーレム馬車から馬車に乗り換かえる必要がある。

「建前では御者等の馬車に携たずさわっている人達の生活の保護と言っていますが、馬車協会から結構な献けん金きんを貰もらっているみたいですからね。それにアランご自じ慢まんの騎兵隊は馬、つまり牧場があって初めて成なり立たつ物ですし」

　アランに仕えている騎士の中には、ゴーレム馬車など、騎士道に反するとあからさまに反対している人もいるそうだ。

「ゴーレム馬車、便利なんですけどね。ボルフさんも夏期休暇を利用して、ゴーレム馬車で彼女さんとコーカツ領へ旅行にいっていますよ」

　爺ちゃんの領ところでも、ゴーレム馬車を導入してくれたお陰でコーカツ領へのアクセスが便利になった。

「嬉うれしそうに出かけて行きましたもんね……そういえばサンダ先生は夏期休暇をどうすごすんですか？」

　休みまで、研究に勤いそしむと言いそうで心配だ……夏休みに仕事をする俺に言われたくないだろうけど。

「大学時代の旧友を訪ねにフェルゼン帝国へ行く予定です」

　オリゾン大学には大陸中から学生が集まってくるので、サンダ先生にフェルゼン出身の知り合いがいてもおかしくはない。問題はゲーム上でのフェルゼンの扱あつかいをおしえるかどうかだ。

（言ったところで分領の小こ倅せがれの妄想と思われるのが、オチだよな）

　第一、お前の国は滅ぶなんて言ったら、国の関係が悪化する可能性だってある。

「そうですか。それじゃ、ゆっくり旧交を温あたためて来て下さい」

「ジョージ様こそたまにはゆっくりして下さいね」

　そんな事言われても、十日以上の休暇は苦痛でしかないんだけど。
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　ウィートに入ると町長自ら出迎えに来てくれていた。俺は領主の息子でウィートはボーブルのお陰で発展したようなものだから、この扱いは不自然ではない……ないけどいまだにＶＩＰ待たい遇ぐうには慣なれない。

「わざわざ出迎えご苦労さま……アミは到着しているか」

　ついでに偉えらそうな話し方にもいまだに慣れない。思わずご苦労様です、と言いそうになってしまった。

「はい。アミ様はジョージ様にお会い出来るのが余よ程ほどお嬉しいのか、早朝にお出いでになりました」

　きっと町長はアミも出迎えたんだろうな。お偉いさんの息子と娘が一度にやって来たら、俺ならストレスとプレッシャーでお腹なかを壊こわすぞ。町長の目にくまが出来ているし。

「それは苦労をかけたな。妹も一人で不安だろう。早さつ速そく、案内を頼む」

　そして町長を早く休ませてあげたい。

「大丈夫でございますよ。ルミア様もご一緒ですから」

　……はい？　ルミアさんって、アランと海外にバカンスに行ったんじゃないの？　ルミアさんがいたらアミを甘やかしまくれないじゃないか。何より正妻かあさんと第二夫人ルミアさんが一つ屋根の下なんて、俺の胃がもたないぞ。

「いや、頼む。この後用事が詰まっているんでな」

　そうだ、ルミアさん俺に挨あい拶さつに来ただけなんだ。きっとそうだ、俺に挨拶したらアラン達と合流するに違いない。

「そうでしたか、それではこちらへ」

　案内されたのは、ウィート一の高級宿屋。シンプルな木造建築だけど、造つくりは丁てい寧ねいで貴族の間でも評判がよいらしい。

　そして宿の前には兵士が五人……？

（おかしい？　ルミアさんとアミがいるのに護衛の兵士が少ない）

　いくらアランが自領の治安を過か信しんしていたとしても少なすぎる……俺の時はアホ一人だけだったけど。

「案内ありがとう……ジョージ・アコーギだ。アミはいるか？」

　とりあえず、宿の前にいる兵士に声をかける。

「ジョージ・アコーギ……？　ジ、ジョージ様！　も、申し訳ありません。ジョージ様とは気付かずご無ぶ礼れいを……今、姫様にお伝えしますので」

　気付いてなかったのかよ？　一応、自領の跡あと継つぎなんだから顔見て気付いて欲しかったな。ロッコーさんかギリルさんがいたら、小一時間説教になるぞ。

　兵士Ａが大慌てで宿に入ったと思ったら、大声が聞こえてきた。

「姫様、いけません。外に出られるなら、一度安全を確認してから」

「嫌です。お兄様がいれば安全だから平気です……そこを退どいて下さい」

　兵士Ａよ、さっきの無礼は許す。アミの我わが儘ままを許せば職しよく務む怠たい慢まんでアランに叱しかられるもんな。そのアランは海外バカンス中。当然、出世街道の主流にいる奴らは同行しているだろう。

「アミ、はしたないわよ。立派なレディに成長した姿をジョージ様に見せるのでしょ」

　続いて聞こえてきたのはルミアさんの注意……嬉しいが出迎えるリアクションが取とり辛づらいです。

　アミが出てきたのは、それから三分後。真っ青なサマードレスを着ており、余あまりの可愛さに見ただけで激げき務むの疲れが吹き飛んだのは言うまでもない。

　アミは俺を見つけると、嬉しそうに笑ってくれた。

「あんまり綺き麗れいになったから、一瞬誰だか分からなかったよ」

　アミくらいの女の子は背伸びをしたがる年。可愛いより綺麗と言った方が喜ぶと思う……さっき、レディとか言っていたし。

　ただし、身内以外に言う時は注意が必要だ。相手を選ばないとセクハラ扱いされてしまう。冗談の通じる相手、年齢が対象外（思いっきり年上か保護者が近くにいる子供）、仕事でゴマをする時だけにしておくのが賢かしこい。

　この台詞セリフ 俺が言ったら セクハラだ　鏡かがみ見ろ 台詞も服も 合ってない　以上丈じよう治じ自じ戒かいの句く。

「お兄様、ありがとうございます。それとお母様も泊とまってよいですよね？」

　……今、何と言った。お母様も泊まる？

「それは何泊の予定？」

　泊まるのは二人だけではない。二人のお付きの侍女やメイドも付いてくると思うから、ちょっとした小集団になる。無論、予算も段違いだ。

　一番の問題はルミアさんの扱いだ。アミは俺の妹だから問題ないが、ルミアさんをもてなすのは、母さんの役目となる。本人同士は何とも思ってなくても、一部ではルミアさんが母さんをアコーギ城から追い出したなんて言っている事情通（自称）もいるそうだ。長引くほど、予算が膨ふくれ俺のストレスも増え続ける。

「夏休みの間ですけど駄だ目めですか？」

　兵士Ａを見るとあからさまに目を逸そらされた。……彼を逆さか恨うらみするのは止めよう。兵士Ａは貧びん乏ぼうクジを引かせられた被害者だ。

「ちょっと待って。侍女長を呼んでもらえるか？　泊まる人数によって色々準備が必要になるから。それとアミはルミアさんと一緒に出かける準備をしてね」

「分かりました。ちょっと持っていて下さいね」

　小走りで駆かけていくアミは可愛いが、お兄様の胃はシクシクと痛んでいます……とりあえずこれでルミアさんを足止め出来る。

　アミと入れ替わるようにして、宿屋から一人の女性が出て来た。

「ルミア様お付きの侍女長をしているアンヌ・ジェシカートでございます」

　アンヌさんは潔けつ癖ぺきそうな中年女性。ＰＴＡで積極的に活動していてテレビ番組にイチャモンをつけていそうな感じだ。

「泊まるのはアミ一人と聞いていたが」

　この手のタイプに弱気を見せたら負けである。

「領主様がアミ様だけでは心配だと仰おつしやいまして……」

　おかしい？　あの女好きアランがルミアさんを同行させないのには、理由が弱すぎる。

「それを補おぎなうのが配下の役目であろう？　……同行する人数は何人なんだ？」

「全部で二十人になります。それとアラン様からお手紙を預あずかかっております」

　手紙にはもてなしの勉強をさせてやると、書かれていた。

（あのクソ親父！　もてなせって事は金を持ってきてない可能性が高いな……下手したら接待係に利用されまくるな）

　稼ぎのいい分領ボーブルの予算を減らすつもりなんだろうか？

「城の留守は誰がしている？　それと父上のバカンスには誰が同行したのだ？」

「留守は騎士団長が勤つとめています。旅にはアデリーヌ様と……その……数名の女性が同行しております」

　アンヌさんは顔を赤くしながらそう伝えてきた。そりゃそうだ、中学生のガキ相手にお前の親父、おかんと愛人を連れて旅行に行ったよって内容だもん。

（だからルミアさんをうちに寄よ越こしたのか…もう下半身で考える年じゃねえだろ）

　アミが同行しないのをこれ幸いと、愛人をバカンスに同行させたのだろう。バカンスにも留守役にも人数を割さかなきゃいけない……だったらルミア一行はジョージに任まかせよう。

　正にお貴族様の考えそうな事である。立場上無理だけどアンヌさんに謝りたいです。

「分かった。何分急な事なので、十分なもてなしは出来ないと思うが、ゆっくりしていってくれ」

　むしろこの人達を味方に付けるくらいの度ど量りようを見せてやる。

「ジョージ様、大丈夫なんですか？」

　声をかけてきたのはルミアさん。清せい潔けつ感かんの溢あふれる真っ白なドレスを着ている。

「ルミアさんお久しぶりです。……大丈夫ですよ、お任せ下さい」

　ルミアさんは色気に磨きがかかり色々とヤバい。とりあえず海水浴が楽しみだ。それぐらいの楽しみがあっても罰ばちは当たらないと思う。チラ見はガン見。それを忘れないように気を付けて。
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「お兄様、凄すごいです！　これが噂うわさのゴーレム馬車なんですね。二学期になったら友達に自じ慢まんしちゃいます」

　ゴーレム馬車に初めて乗ったアミは大はしゃぎで、お兄様大満足です。

「ジョージ様、ボーブルではゴーレム馬車が普ふ及きゆうしているんですか？」

　ルミアさんはボーブルの発展に目を丸くして驚いている。美人の驚きは目の保ほ養ようです。

「ですね。母さんも自みずから運転していますし」

　ボーブルに来てから母さんはアクティブになり、料理を習ったりゴーレム馬車でドライブしたりと何かと忙しい。なにより気が強くなって俺を叱しかってくる。

「……羨うらやましいですね。籠かごの鳥みたいな私とは大違いです」

　ルミアさんはそう言うと寂しそうに笑った。その憂うれいを帯びた表情が、なんともなまめかしい……籠にいるから餌えさを貰えるし安全なんですと、突っ込んじゃいけない。

「とりあえずボーブルにいる間はゆっくりして下さい。夏祭りや海水浴を考えてますんで。アミ、美味しいスイーツもあるぞ」

「本当ですか？　今から楽しみです。それに、皆様笑顔で手を振ふってくれます」

「皆様、温かい笑顔ですね。ジョージ様が慕したわれている証拠です」

　たまにはこうしておだやかな時間をすごすのもワルくない。





　　　　　◇






　妹アミがボーブルに来れば、ホッコリした夏休みを送れる……そう思っていた日々が俺にもありました。

　アミがボーブルに来て早三日。未いまだに夕飯の時しか顔を合わせていません。しかもテーブルマナーがなんちゃらで、会話はほとんどなし。聞いた話によると勉強やダンスやピアノのレッスンで忙しいらしい。

　かくいう俺も仕事に追われていた。普段は領主と学生の二足の草鞋わらじを履はいているが、夏休み期間は領主業に専念している。それを狙ねらって書類は山のように積つまれていくし、面会もひっきりなしに来るのだ。

　しかも調子に乗って新規事業を立ち上げたのが運の尽つき……前世のデスマーチを彷ほう彿ふつさせる忙しさで、朝から晩まで働き詰めです。

　今日も朝から書類とにらめっこ、何しろ最終判断を下さなきゃいけない立場だから否いやが応おうにも慎重になってしまう……社長を始め重役の皆様、判はん子こを押すだけの楽な仕事なんて陰かげ口ぐちを叩たたいてすんませんでした。

「ジョージ様、お昼の時間でございますよ」

　仕事が一段落したのを見計らってアンヌさんが声をかけてくれた。立っている者は親でも使え、泊まっている者は客でも使え、ルミアさんとアミの侍女の皆様にもボーブル城での仕事をお願いしている。

「バゲットサンドとお茶を頼む」

　失礼だとは分かっているが、碌ろくに顔も上げずに返事をしてしまう。バゲットサンド、早い話がサンドイッチやホットドッグのようにパンに具材を挟んだ食べ物の総称である。サンドイッチ伯爵はカードゲームのためにサンドイッチを作らせたそうだが、アコーギ伯爵家のジョージ君はデスクワークのためにバゲットサンドを愛用している。ちなみにリーマン時代は片手で飲めるゼリーのお世話になっていた。……貴族に転生しても仕事に追われるとは。

（なになに、本領を訪れる冒険者が増えているってか……ボーブルでゴブリンの目撃情報？　マジかよ。今、人手不足だってのに）

　たかがゴブリンと侮あなどるなかれ、ゴブリンは雑食な上に繁はん殖しよく力りよくも強い魔物。農作物や家畜の被害が凄いのだ。しかも倒しても取れる魔石が小さいから冒険者も倒したがらない。結果、ゴブリン退治は騎士や兵士の仕事になってしまう。しかし、ボーブルはドラゴンやゴーレム馬車目当ての観光客が増え、騎士も兵士も対応に大おお童わらわなのだ。

「分かりました。差し出がましいとは思いますが、あまりご無理をなさいませんように……アミ様もお心を痛めておいでです」

「分かった。すまんな」

（うーん、マジでどうしよ？　今、人を増やしても夏休みが終われば人が余るし。臨時雇いだと身元保証が微び妙みよう……しかし通年雇こ用ようにしたら人件費がかさむし）

　警察や消防を作ろうと考えてはいるけど、一いつ朝ちよう一いつ夕せきに作れるものじゃない。それに下手に兵士を増やせば、謀む反ほん等のあらぬ疑うたがいをかけられる危険性もある。

「ジョージ様に領主を継ついで頂けたら、アコーギ家も安あん泰たいでございますね」

　食事の準備をしながらアンヌさんが声をかけてくる。確かに俺がボーブルを治おさめてから税収は飛躍的に増え、町も著いちじるしく発展した。しかし、それはあくまでボーブルだったから出来たと言っても過言ではない。ボーブルには有力騎士や豪商のような既き存そんの勢力がいなかったから自由に動けたのだ。そうでなきゃ今頃、足を引ひっ張ぱられまくっている。

　幸いな事に、アランはまだまだ元気だ。俺が後を継ぐのは早くても十数年後、下手したら三十年四十年後かも知れない。それまでボーブルで力を蓄たくわえ、既存勢力に負けない組織を作る必要がある。

「期待を裏切らぬように努力をする。ボーブルの生活はどうだ？　何か気になった事はないか？」

　外から来た人だから気付く事って結構ある。侍女の皆さんにボーブル満足度アンケートを取りたいくらいだ。今なら抽ちゆう選せんで、ボーブル地じ鶏どりの薫くん製せいがあたります。

「大変活気もあり快かい適てきなお城でございます。ただ……」

「ただどうした？　何だかんだ言っても、俺はただのガキだ。年下を導みちびくと思って遠慮なく申してみよ」

　いや、頭が凝こり固かたまっている分、ガキより質たちが悪いかも知れない。

「失礼かと思いますが、ジョージ様もダンスや服に興味を持った方がよろしいかと。ジョージ様はこれから、社交界に出なければなりません。社交界では服に疎うとい者やダンスを踊れない者は下に見られてしまいます」

　社交界、それは貴族にとって避さけては通れない世界。参加すれば人脈が広がるし、最新情報も手に入る……いや、分かってはいるんだよ、分かっては……服は基礎知識を学んで鑑定を使えば何とか誤ご魔ま化かせる。

　問題はダンスだ。社交界のダンスはワルツやタンゴのように男女が音楽に合わせて踊るタイプ。しかしボーブルにはダンス講師どころか楽団すらいない。だから、ルミアさんは講師を本領から連れて来たそうだ。

　何より俺にはリズム感がない……音楽は音を楽しむと書く。しかし前世の俺にとって、音楽の授業は音に苦しめられる音苦だったのだ。

「……分かった。参考にさせてもらう」

　逃げちゃ駄目だと分かってはいるけど、どうにもモチベーションが上がらない。ダンスは基本を覚えてお茶を濁にごしておこう。そして音楽は吟ぎん遊ゆう詩し人じんか楽団のパトロンになって音楽好きな領主をピーアールしよう。

　貴族の間では、吟遊詩人に自分のテーマソングを作らせるのが、流は行やっているらしい。俺にしたら罰ゲームにしか思えないんだが……ジョージ君マーチや素敵なジョージ様、なんて歌を作られたら憤ふん死し物ものである。

「カトリーヌ様はダンスが得意と聞いておりますが」

　母さんとダンス？　それって地味に拷ごう問もんだと思う……ちなみにキミテにもダンスイベントがあるが、ジョージのパートナーは高確率でベテランの先生になる。

（待てよ……このままじゃゲームの再現になるんじゃないか？）

　普通に考えれば俺のパートナーは婚約者のマリーナになる……しかし現状を考えると、その可能性は極きわめて低いと思う。アミなら快こころよくパートナーになってくれるだろうが、可愛い妹アミに恥はじをかかせるのが忍びない。母さんは最終手段にとっておくとして、ハウスキーパー部門の誰かに頼むのは……上司によるセクハラになりかねないから駄だ目めだ。新人女子職員に銀恋でデュエットさせるオッサンと変わらない。

　騎士の中には、ダンスが得意な奴もいると思う。そいつに頼んで、夏休みにダンスの基き礎そを学ぼう。……また休みが減へってしまうなぁ。
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　アミがボーブルに来て一週間が経った。その間サンダ先生は長期休暇に入り、入れ替わりでボルフ先生が復帰した。

「ゴブリンの目撃情報か……で、どうすんだ？」

　最近毎日ゴブリンの目撃情報が届いていた。まだ実質的な被害は出ていないが、早目に対応しないと取り返しがつかなくなりそうだ。問題はゴブリンがどこから来ているかだ。

「ゴブリンが来るとしたら本領からの可能性が高いはず。だから確認のために本領で何匹かのゴブリンを捕ほ縛ばくし、どこかに目印を付けた後あとに逃がします」

　ゴブリンをスリープで眠らせるか、パラライズで麻ま痺ひさせる。そして耳たぶに穴を開けて認識票タグを付けた後に逃がす。耳にタグを付けたゴブリンがボーブルで見つかれば、対応策が練ねれる。

「おい、アコーギ本領に何匹のゴブリンがいると思ってんだ？　場所を絞しぼらねえと徒と労ろうに終わるぞ」

　ボルフ先生の言うとおり、ゴブリンは本領のいたる所に住んでいる。

「調査するのはヴェント谷周辺です。恐らくゴブリンはそこから来ています」

　ボルフ先生、お願いします。この件はこれ以上突つっ込こまないで下さい。

「なんで分かるんだ？」

　ボルフ先生の目が細くなり、こっちを窺うかがっている。さすがは元アサシン、気になったらとことん追及してくる。

「多分、ゴブリンは棲せい息そく地ちを追われたんだと思います。ゴブリンより強い魔物、例えばゴブリンシーフやハーピーだと思います」

　ヴェント谷に出没するのは風属性の魔物。例えばゴブリンシーフは、風の属性を持っている素早さの値が高いゴブリンの上位種である。ちなみに風の六ろく魔ま枢すうはクノイチのオボロ。六魔枢一の素早さを誇ほこり、幻術を得意とする。そしてオボロは風属性のヒロイン風カゼ継ツグ凜リンに化ばけて主人公を惑まどわすのだ。

　オボロを倒すにはある宝箱を見つける必要がある。宝箱の中にはペンダントが入っており、年とし相そう応おうにお洒落しやれに興味を持ち始めた凜に、主人公がプレゼントするイベントが起きる。そのペンダントにはオボロの幻術を破る効果があるのだ。

　決して〝何でオボロはペンダントを壊こわさなかったんですか？〟とか〝普通、目の前で違う女の子にプレゼントしたらひくよね〟って突っ込んではいけない。シナリオをスムーズに進めるためなので、ご都合主義にも目を瞑つむりましょう。

「随ずい分ぶんと詳くわしいな……ジョージ、何を摑つかんだんだ？」

　やっぱり、説明が必要ですよね。それは、この騒そう動どうの責任の一いつ端たんは俺にあるからだ。

「あくまで予想なんですけどタスク山のドラゴンが魔物を襲わなくなった事が関係していると思います。ドラゴンが好んで狩っていたのはタスクでも高位の魔物。そんなドラゴンがヴェント谷に行かなくなり、高位の魔物の数が増える。高位の魔物は住すみ処かを確保するために中位の魔物ゴブリンシーフやハーピーのテリトリーに侵入、住み処を追われた中位の魔物はゴブリンのテリトリーに侵入……結果、ゴブリンは住み処を追われボーブルに逃げて来たんだと思います」

　風が吹いたら桶おけ屋やが儲もうかったじゃないが、ドラゴンを味方に付けたらゴブリンがボーブルに来てしまった。本領を訪れる冒険者が増えたのは上位の魔物が増えたからだろう。

「思いっきりお前が原因じゃねえか！　……で、ゴブリンを防ふせぐ手立ても考えてんだろ？」

「一応はゴブリンにタグを付けた数日後に、狩人に熊と狼を狩ってもらいます」

　自分で撒まいた種だ。責任を持って解決して、最大限に活用してやろう。

「分かった。そっちは結果まちだな……それと例の海水浴の日だが、お前に水中での戦い方をレクチャーしてやる」

　……なんですと？　そんな事になったら目の保養計画が台無しになってしまう。

「いや、俺泳ぐのは得意ですよ。潜もぐれますし」

「泳げようが潜れようが戦えなきゃ意味がねえだろ？　お前に足りないのは実戦経験だ。これからは魔物とも戦ってもらうから覚悟しとけ」

　まずい。形式的には俺の方が立場は上だけど、実力差があり過ぎてボルフ先生には頭が上がらないんだ。

「思春期の少年の密ひそやかな楽しみを奪うばうんすか？」

「何が思春期の少年だ。中身はおっさんだろうが！　……それと残念なお知らせがある……貴族の女は日焼けを嫌うから水着にはならねえぞ。薄手のサマードレスを着て日傘の下でのんびりするのが、貴族の海水浴だ」

　マジかよ。オリゾンには写真がないから、数少ない目の保養チャンスだったのに……ちくしょう、こうなりゃ海の幸さちと夏祭りに期待だ。夏祭りは夜に開催するから日焼けも関係ない。
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　山は山でも放っておけば、勝手に高くなる山はなーんだ？

　答えは俺の机の上にある書類の山です……夏祭りが近付くに連れて俺の仕事も倍増していた。

（まだ減らないのかよ……しかし、ここを乗り切れば夏祭りと海水浴が待っている）

　水着は見られないが、アミと一日ゆっくりすごして鋭えい気きを養やしなうんだ。

　俺が再び書類の山と対たい峙じしようとした時、執務室の扉がノックされた。

「お兄様、今お忙しいですか？」

　見るとアミが扉の隙すき間まから、遠慮がちにこっちを見ている。

「丁ちよう度ど今、一休みしようと思っていたところだよ」

　俺の言葉を聞いて安心したのか、アミがドアから顔を出した。

「良かった……夏祭りに着て行くサマードレスが届いたんです。どうしても、お兄様に見て欲しくて……駄目ですか？」

　なんて可愛い妹なんだろう。もし、アミから恋愛相談をされたら本気で応援して、一人で男泣きする自信がある。

「それは光こう栄えい至し極ごく、是ぜ非ひ見せてくれ」

　そう言うとアミは照れ臭そうに執務室に入って来た。アミが着ていたのは白地に花柄が刺し繡しゆうされたサマードレス。肩が出ているのが恥ずかしいらしく、小さな肩が少しふるえていた。

（決めた！　俺が認めた男以外にはアミは渡さない）

「どうですか？　アミにはまだ早いでしょうか？」

　もし、アミのサマードレス姿に文句を付ける奴がいれば三時間は説教してやる。

「アミが妹なのが悔くやしいくらいだよ」

「お兄様ったら、お上手なんですから。夏祭り楽しみにしていますね」

　アミはそう言うと、スカートを翻ひるがえして執務室から出て行った。

（いつまでお兄ちゃんっ子でいてくれるかな？）

　答を知りたいような知りたくないような不思議な気持ちだ。お兄ちゃんっ子卒業されたら、きっと凄く寂しいと思う。
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　夏祭りの開催を間近に控えたボーブルは、いつも以上の活気に包つつまれていた。街道脇では出店の準備が着々と進んでいるし、招待席や迷子センターは既すでに出来上がっている。

　きっと騎士や領民が入り混じり、皆一丸となって準備に勤いそしんでいるだろう。昨日まで一緒に作業をしていた俺が言うんだから間違いない。だけど今、俺は執務室に軟なん禁きん状態である。なぜなら昨日からボーブルの法の番人の異名を持つサンダ先生が、業務に復活したのだ。

　アンヌさんなら、領お主れへの遠えん慮りよがあるから、業務中に抜け出すのも容よう易いだったが、サンダ先生が見逃してくれるわけもなく、朝から書類と格闘していた。

「ジョージ様、広場で行うイベントのタイムスケジュールが出来上がりました」

　サンダ先生はそう言うと、一枚の紙を差し出してきた。今回は人集めのため、吟遊詩人や大道芸人を呼ぶ事にしたのだ。オリゾンの祭りは飲み食いが中心らしく、エンターテイメント性はあまり高くないそうだ。お陰でボーブルの夏祭りは、他領からも注目されている。

「ありがとうございます。ボルフ先生、宿の予約状況はどうでしょうか？」

「全部の宿が予約で埋うまっている。それと言われたとおり、コーカツ領とウィートからシャトルゴーレムバスが出るように手配しといたぞ」

　せっかく来てもらっても宿がなく祭りを楽しめなかったなんて言われたら、来年からの祭りの人出に悪い影響を与あたえかねない。それにボーブルが一人勝ちしてしまうより、周りに経済効果を波は及きゆうさせた方が最終的にはプラスに繋つながるだろう。

　城に人を泊める事も考えたが、警備の問題と、ある企画を思い付いたので中止にした。

「分かりました。それとこれから、マナプラント植林場に行くんで一緒に来て下さい。新しい防衛システムが完成しましたんで」

　マナプラント植林場は今やボーブルの重要拠きよ点てんだ。屑くず魔ま石せきの処理量は右肩あがりに伸びており、ボーブル城の経済を潤うるおしてくれている。それにドラゴンと契約を結むすべたお陰で、他領や王侯貴族からの干かん渉しようが激げき減げんした。ゴブリンの侵入なんて些さ細さいな問題である……サンダ先生にはめっちゃ怒られたけど。

　マナプラント植林場は、タスク山の麓ふもとにある森の中にある。所謂いわゆる、木を隠すなら森の中ってやつだ。屑魔石を運ぶ都合上、太めの道を何本か作っておいた。

　その内の一本を進んでいくと、灰色の塀へいが目に飛び込んできた。高さ約五メートル、厚さ約三メートル、鉄筋コンクリート製の巨大な塀だ。

「またでかい塀を作ったな。でもこれよりもでかい塀は、いくらでもあるぞ……サンダ、どうした？」

　悪あく態たいをつくボルフ先生と違い、サンダ先生は口をあんぐりと開いて驚いている。

「さすがはサンダ先生、気付きましたか」

「この魔力波動はゴーレムのもの……この塀自体が巨大なゴーレムなんですね」

　さすがはオリゾン有数の頭脳を持つオーク、パッと見ただけで分かってくれた。

「ええ、防衛能力を持たせたゴーレム塀です。入り口は魔力認証をパスしなきゃ開きませんし、よじ登ろうとすれば各所に仕込んだ防衛機能が働きます」

　塀の一部が突き出て侵入者を吹き飛ばしたり、上から石が落下したりする。

　ぶっちゃけ工場にある産業用ロボットの発想をまんまパクりました。産業用ロボットが二足歩行をしないように、ゴーレムも機能を限定する事で実用的に使えるようにしたのだ。

「魔力はどうしてんだ？　こんだけでかいと使う魔力も凄いんじゃねえのか」

「マナプラントって屑魔石を取り込む時に微び量りようですけど魔力を放出しているんですよ。塀の内側にマジックドレインの術式を刻きざみ込こんで、それを吸収出来るようにしました。お二方の魔力も登録したいんで中に入りますよ」

　塀に埋め込んでいる魔石に、俺の魔力を流す。一拍置いて低く重い音が周囲に響いた。

「魔力に反応して扉が開くんですね」

「これだけでかい扉だと、魔物でも開けられませんから安心でしょ？　ちなみに上空はドラゴンの皆様が定期巡回してくれています」

　ちなみに巡回してくれたドラゴンには、別べつ途とで魔石を渡している。面白い事にドラゴンにより好みの魔石が違っていた。

「……もしかして、これを砦とりでや門にも使うんですか？」

「ええ、普段は普通の砦や門として運用して、敵が攻め込んできたら備そなえつけのゴーレムハンドで攻撃させようかと」

　もしも、乗っ取られた時には崩壊して、中の敵を巻き添えにするシステムも考えている。合体ゴーレムや変形ゴーレムも作ってみたい……六身合体Ｇゴーレムマーズとかアウトだろうか。

「久し振りに来たけど、随分とマナプラントが増えたな。こんなに増やして大丈夫なのか？」

　ボルフ先生は周囲を見回した後に言った。

「マナプラントって与えた魔石で属性が変わるんですよ。水属性のマナプラントは難なん燃ねん性せいになるから建けん材ざい向きですし、闇属性のマナプラントは魔力抵抗が強いから盾や鎧に加工しようかと」

　木製のバックラーなら魔法使いでも持てるから、需じゆ要ようはあると思う。

「こうして見ると小さい実もなっていますね。あれは破は棄きするんですか？」

　確かに作物なら実み選すぐりした物は破棄してしまう。

「とんでもない。小さくても魔石が入っているんですよ」

「屑魔石が売れないのと一緒で、小さい魔石なんて売れないんじゃねえのか？」

　確かに屑魔石には値段が付き難にくいし、ドラゴンにも見向きもされない。しかし、マナプラントから取れる魔石にはある特徴があるのだ。

「マナプラントから取れる魔石は色が澄すんでいるから、宝飾品に使おうと思っています。それと実は蜂蜜に浸つけてマジックポーションの代用品にしようかと」

　糖分は脳の疲れを癒すし、マナプラントの実にも魔力があるから商品化は可能だと思う。生産量が増えなければ兵糧レーシヨンに使おうと思う。

「しっかりしていると言うべきか、せこいと言うべきか……そういや、あのでかい実はいつまで生ならしておくんだ？」

　ボルフ先生の指差す先には、一際大きなマナプラントがある。マザーツリーとも呼ばれる巨大なマナプラントには、これまた大きな実が実っていた。

「あれはどこまで大きくなるか実験しているんですよ。大きな魔石は好こう事ず家かに高値で売れますし」

　……噓だ、あれはいつの日か日本に帰るための触しよく媒ばいである。





　　　　　◇






　日が落ちボーブルにも夜の帳とばりが降りた。いつもなら、夜の街を賑にぎわす酔っぱらいの大声しか聞こえない時間である。しかし、今日は違う。街道は家族連れや恋人達で、ごった返していた。

「お兄様、凄い人ですね……それにみんな楽しそう。私のお友達も楽しみにしているって言っていましたよ」

　アミは盛り上がっている祭りを見て若じやつ干かん興こう奮ふん気ぎ味みらしく、ギュッと握にぎった拳こぶしを勢い良く動かしている。

「それは有あり難がたいな。今度、お礼を言っておいてくれ」

　平静を装いながら応えてみせるが、正直に言うと人が来てくれてホッとしている。あれだけ準備して閑かん古こ鳥どりが鳴なく状態だと大赤字になるし。

「分かりました。お兄様、早くお祭りに行きましょう。私が行く前に終わったら嫌です」

　アミは祭りが楽しみなようで、さっきからうずうずしていた。

「大丈夫だよ。まだ祭りは始まったばかりだし」

「でもお兄様は、お客様をおもてなししなくてはいけないんですよね」

　アミがジト目で俺を見てくる……領主という立場上、招待客をもてなすのは最低限の礼儀。アミとのデート？　も見回りという名目があってこそ捩ねじ込こめたのだ。

「分かったよ。さあ、行くぞ」

　アミのような立場になると自由に買い物する機会が少ない。ましてや庶民の屋台なんて初体験なんだろう。

「お兄様、お兄様！　この揚げたジャガイモさん凄くおいひいです」

　そのためか、口に物が入っているのを忘れて喋しやべっていた。そして空あいた手には、焼き鳥の串をしっかりと握っている。

「このかき氷もうまいぞ。これは、アミのために準備したんだぞ。でも、急いで食べると頭が痛くなるから気を付けろよ」

「うっわっ！　お兄様、甘くて冷たくて美味しいです」

　マナーも忘れてはしゃぐ妹アミを見ていると、夏祭りを開催して本当に良かったと思う。

　アミを見て癒されていると小さな熊人の女の子が近づいて来た。

「あっ、りょうちゅしゃまだー」

「ココ、や止やめるだよ。ジョージ様に失礼だ」

　遅れて追って来たのはドンガとその弟と妹達、どうやらドンガは子守りを任されているようだ……途中でケインとウォールナットがデートしていたところを見たのは内ない緒しよにしておこう。

「構わないよ……みんな何か食べたい物はないか？　領主様がご馳ち走そうするぞ」

　俺の言葉を聞いたドンガの弟妹達から、わっ！　と歓声があがった。これは普段のドンガへの感謝であり、決してケイン達がデートしていた事を内緒にしているのが後ろめたいからじゃない。

「ジョージ様、すまないだよ」

「祭りだ。気にすんな」

　ついでにヘゥーボがリリルの親父さんの店を手伝っているのも内緒だし、ラパンがヴェルデの店でバイトしているのも内緒だったりする。

　ドンガ兄弟に贖しよく罪ざい？　の食べ物を渡し、俺とアミは再び祭りへと足を向けた。

「あっ、アミちゃんだ」「一緒に遊ぼう」

　声をかけてきたのは、アミの友達らしい……そしてアミは俺をチラチラと見てくる。

「アミ、俺はそろそろ仕事せつたいに行かなきゃいけないから、友達と遊んでおいで。皆さん、妹をお願いします」

　アミももう小学六年生だ。家族だけでなく友達とも遊びたいだろう。

「お兄様、いいんですか？」

「うん、楽しんでおいで。はい、お小こ遣づかい」

　無む論ろん、ナンパ防止のガードマンには、こっそり後をつけさせるけど。

　アミと別れて一人雑ざつ踏とうを歩く。周囲の喧けん騒そうとは逆に俺の周りだけ静かだ。

『せっかくの祭りにボッチか。寂しい領主様やのー』

　そんな俺に話しかけてきたのは神しん使しのミケ。ミケは姿を消しているから、声を出したら痛い領主様と認定されてしまう。

『これが俺のあるべき姿だよ……領主なんてのは仮初めの姿なんだし』

　俺はプログラマー榕あこう木ぎ丈じよう治じであり、ボーブル領主ジョージ・アコーギではない。本物のジョージの立場を乗っ取っただけの偽にせ者ものなんだ。

『やっぱり元の世界に帰るつもりなんか？』

『ああ、魔王が倒されるか、ジョージでも運営していけるぐらいに領地が安定したら日本へ帰る』

　確かに榕木丈治の人生はパッとしない。だけど、それが俺の人生なんだ。このまま、ジョージ・アコーギの人生を享きよう受じゆするのは親や友人、支ささえてくれた人達を裏切るのと一緒だ。

『随分硬い考えやな』

『今の俺は紛まがい物ものだからな。見た目はジョージ・アコーギでも中身は違う。あんマンの振りをしている肉マンみたいなもんさ』

　色々努力をしているから、あんこ味の肉マンになっているかも知れないけど……あんこ味の肉マンって、きついな。

　夏祭りは三日間開催し、盛せい況きようのまま終わった。最終日、祭りの閉会式を終えた俺は騎士や兵士を集めて、城の前庭にいた。

「皆のお陰で夏祭りは無事に終わった。城の警備はタスク山のドラゴンに頼んである。俺の奢おごりだ、好きな分食べて飲んで明日からまた頑張ってくれ」

　さすがにドラゴンに警備された城に来らい賓ひん客きやくは泊められないし、城の人間が休めなくなる。これはリーマン領主のせめてもの恩返しなのだ。
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　青い空と白い雲、そして照りつける真夏の太陽。遠とお浅あさの海は波も穏おだやかで、今日は正に絶好の海水浴日和だと思う。最初の予定なら可愛い妹アミを愛めでつつ、妙齢の義母ルミアさんにドギマギしているはずだったのに。

　しかし現実はシビア。俺の隣にいるのは美少女アミと美女ルミアさんではなく、細マッチョの狼人ボルフ先生と細マッチョなオークサンダ先生。

「海上での戦いで重要なのは、遠距離攻撃。ジョージ、初級以上の魔法は使えるようになったか？」

　この世界に来て一番驚いたのは魔法の多様性かも知れない。ゲームでは聞いた事もなかった魔法が山のように存在していた。攻撃魔法だけでもかなりの数が確認されているし、野菜の泥を落とす魔法や牧用犬に指示を送る魔法なんかもある。

　でも全ての魔法が普ふ及きゆうしているわけではない。使えない魔法は普及せずに廃すたれていくし、強力な魔法の詠えい唱しようは門外不出扱あつかいだったりする。つまりヒロインだけが最強魔法を唱えられるのは、不自然ではなかったのだ……そして言われたように俺は未だに、初級魔法しか使えない。

「初級魔法を極めてからじゃ駄目ですか？」

　ボーブルでは魔法研究が盛さかんで、初級魔法なら無詠唱で使えるまで研究されている。俺が初級魔法しか使えない理由も、ここにあるのだが。

「その初級魔法の威い力りよくもショボいじゃねえか。それにここなら周りに被害がでねえ。好きな分、魔法をぶっ放せるぜ」

　今まで俺は周囲に害が及およぶからと初級魔法以外の詠唱から逃げていた……正確には詠唱そのものから逃げていたんだけど。

「まずは海に向かってハイドロカッターを放ってみて下さい」

　サンダ先生の指示に従い、海に向かう。ハイドロカッターは、円盤状になった水で敵を切り裂さく魔法である。ぶっちゃけ、逃げたいです。

（せ、先生達のプレッシャーが凄い……逃げたら、後が怖いな）

　覚悟を決めてハイドロカッターの詠唱を開始する。

「み、水を司つかさどりしハイドロ神に我願う。水を万物を切り裂く刃に変えて、敵を両断せよ……ハ、ハイドロカッター」

　この世界の呪文は厨二感が満まん載さいなのだ。お陰で日焼けもしていないのに、俺の顔が真っ赤になってしまった。

　そして肝かん心じんの魔法はというと、半円形に形を変えた水がヘロヘロと飛んでいき着水。カッターと言うより、打ち水といった感じである。

「駄目だな」

　ボルフ先生はそう言うと大きな溜め息をついた。俺の方が溜め息をつきたいっす。

「詠唱にも魔力にも問題はないんですけどね……やはり然しかるべき研究機関に相談をすべきでしょうか」

　サンダ先生は顎あごに手を当てながら、そう呟つぶやいた。

　研究機関なんかに行ったら、大勢の前で詠唱をしなければならないだろう……勘かん弁べんして下さい。

「ま、待って下さい。ミケに相談してみます。偉大なる神使ミケよ、汝なんじの契約者の呼びかけに応えたまえ」

　レコルトにおいて神使は信仰対象だそうだ。だからミケをぞんざいに扱うとガチで先生達から叱られる。

「こっら！　なんちゅう、こっ恥ぱずかしい呼び出しをするんや。同僚に笑われたやないか」

　確かに偉大なんて言われてから出てくるのは、結構きついと思う。もし内線で〝凄すご腕うでプログラマーの榕木丈治さん〟なんて呼び出されたら憤死ものだもんな。

「以後、気を付けます……突然で悪いんだけど、初級魔法以外の魔法が上手く使えないんだけど」

「そりゃ、恥ずかしながら詠唱しとったら、効果がショボくなって当たり前やないか。でも、一番の問題は、お前の持っとる異世界の知識なんやで……お前、魔法を信じてへんやろ」

　ぐうの音も出ないくらいの正解である。例えば今唱えたハイドロカッターは、水で敵を切断する魔法だ。早い話が工場で使われているウォーターカッター。あれは高圧力で水を押し出すから対象物が切れるのだ。そんな圧力をかけておいて、水が円盤状を保たもてるわけがない。

「信じてないって言うか、水や風で敵を切り裂くなんて有あり得えないだろ」

　同じく敵を切り裂く魔法には風属性のアネモカッターがある。風の神アネモーの力を借りて真空の刃で敵を切り裂く魔法らしい。でも鎌かま鼬いたち現象は温度の差で皮膚が裂けただけだし、真空状態を保ったまま飛んでいくなんて有り得ないと思う。

「だって水は水だぞ。圧力をかければ飛ひ散さんして終わりだろ」

「あれはマナの力で一時的に水や風に物質を切り裂く力を与えとるんや。魔法に大事なのは正確な詠唱より、どんな効果をもたらせたいか正確にイメージする事なんやで。せやないと神さんもリアクションに困りはる……ええか、詠唱はあくまで魔法発動の手助けや」

　だったらどうする……詠唱は自己流でも大丈夫なんだろうか……それならプログラムのように起こしたい現象を簡かん潔けつにしてみればいいんだろうか。

「もしかして俺の初級魔法がショボかったのも、そのせいか？」

　ハイドロボールは水の球を当てるだけでダメージが与えられるわけないと思っていたし、フォースボールに至っては目め眩くらまし程度にしか思っていなかった。

「せや。水属性の上級魔法にハイドロドラゴンって魔法がある。あれはドラゴンが強い生き物って、イメージがあるから威力が上がるんや」

　マジか……ハイドロドラゴンのグラフィック面めん倒どう臭くさいと思っていたのに。

「つまり、自分がイメージしやすい魔法にすればいいって事か」

　ハイドロボールなら圧あつ縮しゆくされた水の球をイメージすれば威力も上がるだろう。それならハイドロカッターは……形は円盤状にし固定して回転数を早くする。回転数は色々試してみて、一番使いやすいやつにすればいい。

　頭の中で圧縮された水が、高速で回転する姿を思い描く。大きさ直径三十センチ程度。

「水の形は円盤状に固定。回転数は一秒毎に三十回転……ハイドロカッター」

　詠唱と思わず、口頭でプログラムするように淡たん々たんと唱える。必ずその動きが再現されると信じて。

　円盤状に姿を変えた水が俺の手から高速で放たれ海原を飛んでいく。

　成功した……これでアミとのんびり海水浴が出来る。

「成功しやがった！　……ジョージ、ミケ様への恩義に報いるためにも魔法の練習の開始だっ！」

　結果、どうも俺は光属性と闇属性との相性が悪いらしい……正確には光や闇でダメージを与えるイメージが持てなかったのだ。
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　海水浴も水着堪たん能のうも不発に終わってしまった……残る楽しみは、海の幸のみ。

「ジョージ様、本当に魚を食べるんですか？」

　オリゾンでは魚介料理はメジャーではないらしく、どちらかというと下げ手て物もの扱いされていた。

「シュリンプホッパーの名前の由来は海老ですよ。なら味にも抵抗はないと思うんですが」

　もっとも今では、魔物の棲息する海でなければ採れない海老よりシュリンプホッパーの方がメジャーらしい。虫料理そのものは否定しないが、食べたくはない。

「しかし、わざわざ好き好んで食う奴はいねえぞ」

　食わず嫌いはいけませんと言いたいところだが、虫料理から逃げている俺にはブーメランになってしまう。

「魔王が復活すればオリゾンだけじゃなく、レコルト自体が深刻な食料不足に陥おちいります。でも海には豊かな食材があるんですよ。ボーブルだけでも、今から魚介料理に慣れてもらえれば乗り越えられます」

　ゲームでも、ジョージがフェルゼン帝国の難民の受け入れを金がもったいないと拒否する場面がある。それでさらにマリーナに嫌われるんだけど、今思うと正当な判断だと思う。平時ならともかく、魔王との戦いの最さ中なかに大勢の難民を保護する余裕はないのだ。下手したら自領の民も飢うえ死じにしてしまうだろう。

　何より俺がお魚さん達を食べたいのだ。見た目はオリゾン人だけど中は生きつ粋すいの日本人、魚介料理が大好きなのだ。

「領主様、そろそろいいですか？」

　今回、協力してくれるボーブルの漁師さん達。今まで同じボーブル領民からも白い目で見られていた彼らだが、領主自ら頼んできたとあって気合いが入っていた。

「しかし、こんな大おお袈げ裟さにしなくても」

　今回行うのは地曳き網。ちなみに網は今回のために特注で作らせた……肝心のアミには参加を拒否されたけど。

「ボーブルの海に、どんな魚が住んでいるか確認するためですよ……曳いて下さい」

　漁師達が主に採っているのは貝類と青魚だそうだ。でも俺はそれだけじゃ満足できない。どんな魚介類にでも対応出来るように、塩とバターを持じ参さんしたし、炭もおこしてある。
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　引き揚げられた網は、夏の光を乱反射して銀色に光り輝いていた。パッと見ただけでも数種類の魚がいたし、貝も入っている。

「き、きたーっ！　大漁だーっ。すっげっ、鯵あじもいるしカワハギもいるじゃねえか……栄螺さざえにウニもいる。こっちには蛸たこだ！」

　この日をどれだけ夢見た事か。醬油とご飯がないのが残念だけど、それは贅ぜい沢たくってやつだろう。

「……マジでこれを食うのかよ」

　貧民街育ちのボルフ先生でも抵抗があるらしい。文化の壁は思ったより厚いようだ。

「俺にしてみれば、ご馳走なんですけどね。先生達にはバターソテーかフライにして出しますよ」

　もちろん、俺は刺さし身みか塩焼きである。醬油がないから刺身は塩で食べるつもりだ。

「それじゃ、食べられないやつを分けますね」

　漁師さんはそう言うと網の中に手を入れた。アメフラシを捨てるのは分かる……食べる地域もあるらしいが調理法を知らない。

　そして漁師さんは、ウニや蛸も捨て始めたのだ。

「ストップー！　なにしてるんですか!?」

「領主様、ニードルヘッドもデビルフィッシュも食べる奴はいませんよ」

　ニードルヘッド、棘とげのついた頭……ウニの事だろう。そしてやっぱり蛸は食べられていないとか。

「食えるって、旨うまいし」

　ウニの殻をナイフで割るとオレンジ色の身が姿を現す。漂ただよう磯いその香り、口に含ふくむと芳ほう醇じゆんな味が口一杯に広がった。

「な、生でニードルヘッドを食べた……」

「ジョージ様、火を通さないとお腹を壊しますよ」

　結果、漁師さんとサンダ先生に、どん引きされました。

「おい、ジョージ……まさかデビルフィッシュも食うんじゃねえだろうな」

　そしてボルフ先生はあからさまに警戒している。元の世界でも外国の人は蛸を生で食べるのを恐れていたから、タコ刺しはやめておくか。

「食いますよ。まずは塩で良く揉もんで……ハイドロボールの中に閉じ込めて、中に渦うずを発生させて洗う。次に新しいハイドロボールに熱を加えて茹ゆでる……完成って、どうしたんすか？」

　全員が真っ青な顔をして俺を見ている。蛸が美味い事を証明するために、食べて見せたらさらに引かれた。












　アジフライやカワハギのバターソテーは受け入れてもらえたが、刺身類は全員アウトだった。

　いつか醬油を手に入れて刺身の美味さを認めさせてやる。













　教室の窓から見える空は、どこまでも青く澄すんでいた。実りの秋、オリゾンでも有数の穀こく倉そう地帯となったボーブルは今年も豊作となった。農夫は一年の苦労に思いを馳はせ、商人は新たな利益に思いを馳せているだろう。

　こうして青い空を眺ながめていると、不思議な事に領民の笑顔が浮かんでくる。

（そういえば前世の時も、こうして秋空を眺めて物思いに耽ふけってたよな）

　異世界の秋空にも、人の心を旅立たせる不思議な力があるらしい。出来ればこのまま、空を眺め物思いに耽っていたい……何故なら、机の上には書類げんじつが待っているんです。

（豊作は嬉うれしいけど、ここまで仕事が増えるとは……）

　オリゾンの経済は魔石が中心だ。そのため、農業より魔物討とう伐ばつに力を入れている領主も少なくない。しかし、魔石では腹は膨ふくれない。そういう人達は、ボーブルのような農業が盛さかんな領地に買い付けに来るのだ。

　これが資本主義社会なら一番高値を付けてくれた人に売るのが正解だろう。しかし、オリゾンは君主制。値段より、誰に優先的に売るのかも考えなくてはいけない。黒字経営とはいえ俺は分領の小こ倅せがれ、圧力には弱いのだ。どこにどれだけ売るかを、慎重に決めなくてはいけない。

　結果、豊作で麦むぎの山が出来たら、書類の山も出来てしまいました。

　無論、学こ校こに持って来ているのは第三者に見られても平気な物ばかりである。

（まあ、贅ぜい沢たくな悲鳴ってやつだな）

　もし不作になっていたら税収は減へるし、離り農のうされて他領に逃げられてしまう。工業製品の売り上げや観光収入も伸びてはいるけど、農作物はボーブルの収入の大半を占めている。

　俺おれが現実しよるいと向き合おうとすると、ぽっちゃり体型の狸人ヴエルデが近付いてきた。

「ジョージ様、まだ農作物に余裕はありますか？　……もしありましたら、ギリアム商会に売っていただけませんか？」

　売っていただけませんかと、ヴェルデは言うが既にかなりの量をギリアム商会に売っている。

（あれだけの量を、簡単に捌さばくのは難しい……何か新しい儲もうけ話を摑つかんだのか？）

「情報と交換なら、考えてやってもいいぞ」

　ヴェルデは周囲を気にしながら、俺のノートにこう書いた。

〝アーシック領にて、シュリンプホッパーが大量発生。麦を始め作物は壊かい滅めつ状態〟

　マジか……いくらアーシック家が有力な貴族だとしても、自領の作物が壊滅状態になったら運営は厳しいだろう。

「ヴェルデ、放課後にでも詳くわしい話を聞かせてもらえるか？」

　ヴェルデは表情を変えずに、小さく頷うなずいた。これはうまく動かないと、巻まき添ぞえを喰らいかねない。
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　夕方、ギリアム商会から帰った俺はすぐに緊急会議を開いた。参加者は俺・サンダ先生・ボルフ先生・ギリルさん・ロッコーさんの五人。

「最近、アーシック領に奴ど隷れい商しようが出入りしてるって聞いてたが、原因はそれか……」

　ボルフ先生の見けん解かいでは、税金を払えなくなった民が奴隷商に子供を取られている可能性が高いとの事。

「ボルフ殿どの、アーシック領に出入りしている奴隷商の名前は分わかりますか？」

　ギリルさんは、爺ちゃんの下もとで働いていただけあり、オリゾンの闇社会に精通している。

「確かルーナ商会の連中だ」

　ルーナ商会の名前を聞いた瞬間、ロッコーさんの顔があからさまに歪ゆがんだ。

「ルーナ商会……闇のナイテック家の分家ですよ。あそこのやり方は、巧こう妙みようですから……アーシック家では太た刀ち打うち出来ないでしょう」

　見た目が良く魔力もあるエルフは奴隷になると高値が付く。そのため、ルーナ商会に狙ねらわれたエルフは一人や二人じゃないらしい。それを阻そ止ししていたのが、ロッコーさんとの事。ボーブルに来た理由は俺への興味もあるそうだが、狙われたエルフを保護するためでもあるそうだ。

「巧妙って具体的にどんなやり方をするんですか？」

「方法は色々ありますが、共通しているのは言葉巧たくみに金を貸かし付つける事です。最初は安い金利で貸しますが、どんどん金利を高くして最終的には首を回らなくさせるんですよ」

　……なに、その闇金みたいな手口は。中にはぶつかった瞬間に物が壊れたと因いん縁ねんを付けたり、子供の病気を治なおす薬を高値で売り付けた例もあるそうだ。

　ゲームの中でナイテック家はジョージと同じくらい嫌われていたけど、悪党のレベルが違うじゃん。

「でも何でルーナ商会は、アーシック家に狙いを付けたんでしょう？」

「ドワーフを奴隷にすりゃ強い武器を作らせる事が出来る。それにドワーフの女は一定の性せい癖へきを持つ奴に高く売れるんだよ」

　ドワーフの女性は所謂いわゆるツルペタ体型だ……異世界にも変態ロリコンがいるのか？　ロリータは海外の小説が由来だからロリコンとは言わないだろうけど。

「この話に乗ればアーシック家に恩を売れて、ナイテック家に睨にらまれる。逆に断ればアーシック家に逆さか恨うらみされると」

　普通に考えればアーシック家に恩を売るのが得とく策さくなんだろうけど、アーシック家は勇者の血の誇ほこりが凄すごいらしく、平気で借金を踏ふみ倒たおしているそうだ。ギリアム商会でも多額の金を貸しているらしいが、アーシック家に潰つぶれられたら大おお損ぞんになるから融ゆう資しするしかないらしい。いくらギリアム商会を通しても、いずれ出所はボーブルだとばれるだろう。

　時間が経たてば経つほど、奴隷にされるドワーフが増えてしまう。俺は奴隷制度が、ヘドが出るぐらいに嫌いだ……でも、個人の好悪で領地の運営は決められない。これだけ最悪な条件が揃そろってるから、ヴェルデも重大機密を打ち明けてくれたんだろう。

「後はジョージ様にお任まかせします」

　サンダ先生が重い口を開いた。生き真ま面じ目めオークのサンダ先生は奴隷制度を蛇だ蠍かつの如ごとく嫌っている。

「俺はアーシック家に嫌われています。今いま更さら好かれようとも思いません……だからアーシック家が、ギリギリ飲める条件を付けて直接融資しようと思います」

　内容はハンマーさんに相談して決めよう。そしてひとつ確実に分かった事がある。ストレスで胃が痛くなってます。
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　捨てる神あれば拾ひろう神あり、そんなの噓うそっぱちだ。先週届いた手紙は俺の胃を更に痛めてくれた。

「ボルフ先生、領内に不ふ審しん人じん物ぶつが入って来たとか、正体不明の魔物が現れたとか聞いてませんか？」

　大切な領民に何かあったら大変だ。不ふ肖しよう、ジョージ・アコーギ、不眠不休で解決に当あたらせてもらう。

「安心しろ。ボーブルは平和そのものだ……いい加減覚悟を決めやがれ。全く、実し家ろに帰るのがそんなに嫌かね」

　そう、俺は明日アコーギ城に出向かなければならない。先週アランから〝たまには親子で話がしたい。報告を兼かねて城に来い〟と呼び出しがかかったのだ。

「時間も金ももったいないじゃないですか。それにあのアランが俺に会いたいなんて、絶対に何かありますって」

　アコーギ城まで片道三日はかかる。しかもオリゾンの慣かん例れいで、家臣団を連れて行かなきゃいけないそうだ。仕事が止まるし、費用が無む駄だにかかってしまう。

「恐らく勢いのあるジョージ様を呼びつける事で、領主としての体面を保たもつつもりなんでしょう。断れば面倒な事になりますから、顔を出した方が得ですよ」

　サンダ先生の助言でさらに追いつめられる。アランと俺の仲が悪いのは、アコーギ領に住んでいる者ならほとんど知っているのだ。

　俺がボーブルに分領された時〝やはり領主様はジョージ様を見み限かぎった〟とか〝ジョージ様がボーブルに分領されたのは、アラン様の策さく略りやく。ジョージ様は早そう晩ばん滅ほろびる〟なんて囁ささやかれたらしい。

　しかし、ボーブルの運営が上手くいきだすと〝アラン様には人を見る目がない〟〝ジョージ様はアコーギを見捨ててコーカツに付つくおつもりだ〟とか囁かれはじめた。

　時間と金を無駄にしての実家帰き省せい、ミケに頼んで日本の胃薬を取り寄せてもらおう。
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　どうがんばっても、テンションは低空飛行だ。書類をチェックしていても、知らず知らずのうちに溜ため息いきが洩もれてしまう。俺の溜め息を聞いたボルフ先生が呆あきれ顔で口を開いた。

「久し振りの里帰りだってのに、随ずい分ぶんと大きな溜め息をつくんだな……どこで誰だれが見てるか分からねえんだ、気を付けろ」

　確かに、久し振りに敬愛する父上に会う世よ継つぎが、溜め息を連発しているのはまずい。

　だから俺は、本領では父親アランを敬愛してやまない素直で誠実な跡あと継つぎジョージ君を演じる必要がある。

『お父様、お父様にお会い出来てジョージは幸せです。お父様に会えないのは寂さびしかったですけれど、お父様の期待に応こたえるためにジョージは一生懸命努力しました』

　想像しただけで気持ちが悪くなる。

「分かってはいるんですけども、今回の出費を考えると溜め息しかでませんよ」

　家臣団の宿泊費に出張費、アランやアデリーヌへのお土産みやげ代、アコーギ城へのお土産代等々……アランが第三夫人と第四夫人をめとった事もあり、全部合計したら物凄い金額だった。

「まあ、魔石が高く売れたから、いいじゃないですか。しかし、アラン様はジョージ様にどんなご用事があるんですかね？」

　サンダ先生の言うとおり、今回の経費は日本帰還用に育てていた巨大魔石の中から育ちの悪い物を売って賄まかなったのだ。混まじり気がなく澄んだ色をした巨大魔石は好こう事ず家かに高値で売れた。

　本当なら、その金でマシンカＧゴーレムを作りたかったのに……マシンカなので、あくまでオリジナルだと言い張ってやる。

「さてね、お偉えらいさんの考える事は、庶民には分かりませんよ」

　この間呼ばれたパーティーなんて新しい服のお披ひ露ろ目めだった。しかもかかった値段が全身合わせて四百万ストーン。パーティー代も合わせたら、とんでもない金額だと思う。

「まっ、行けば分かるさ。そういやゴブリンの一件はどうなった？」

「五十匹のゴブリンに印を付けてたんですけど、ボーブルで見つかったのはその内三匹なんすよ。しかも全部熊の腹の中から見つかってますからね」

　自然界の中でも弱者に位置付けられているゴブリンが、ボーブルまで辿たどり着つける確立は思ったより低いらしい。

「しかし番つがいのゴブリンが住み着いたら、あっという間に増えますよ。ボーブル全体を囲う塀へいなんて不可能ですし」

「一応、格安で出来る対策は考えてますよ。うまくいけばボーブルの新しい輸出品になるかと」

　ただ、俺の評価が一部でがた落ちする危険性がある。でも、うまくいけばボーブルの公衆衛生を飛躍的に良くする事が出来ると思う。
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　一応俺はアコーギ領の正せい嫡ちやくである。城に着くと盛せい大だいな出迎えを受けた。

　無駄に爽さわやかなイケメンの父アラン、相変わらずゴテゴテと派は手でな祖母アデリーヌ、文句なしに可か愛わいい妹アミ、今日も色っぽい義母ルミアさん……ここまではいい。問題は初見の第三夫人と第四夫人だ。マジでもうお家ボーブルに帰りたいです。

（目が死んでんじゃん。それに首に嵌はめられているのは……）

　第三夫人も第四夫人も、もの凄い美人なんだけど二人とも目が死んでいて、まるでお人形さんみたいだ。

　でも一番の問題は首に嵌められている真っ黒な首輪。

（まさかな。アランは、もてるし……一応鑑定っと）




　鑑定結果　隷れい属ぞくの首輪：効果　主あるじとして登録した人間に逆さからえなくなる［ルーナ商会製］




（一番駄目なパターンだろ！　奴隷ってなんだよ？　そりゃ、目も死ぬって……しかもルーナ商会から買ったのかよ）

　あまりのお約束に唖あ然ぜんとしてしまった。なんとか気を取り直して、アランに頭を下げる。

「お父様、この度はお招まねきありがとうございます。ジョージ、久し振りにお父様にお会いでき感激で体が震ふるえています」

　正確にはあまりにもおぞましい展開で体の震えが止とまらないんだけど。

「うむ、元気そうで何よりだ。ボーブルは目め覚ざましい発展を遂とげているようで俺も鼻が高い……時にジョージ、領主の役割はなんだと思う？」

　アランが物凄い上から目線で質問を投げかけてきた。でも領地の運営は全部人任せだったりする。

「はっ、領民の安あん寧ねいと領地の発展だと思っております」

　領主や騎士だけでは、何も出来ない。民や兵がいてこそ、領地が成り立つ。

「優しさだけでは領地を治められぬぞ。俺がお前ぐらいの年の頃は戦いに明け暮れていた」

　確かアランは今年で三十八歳。中年お約束、俺が若い頃は～が出る頃なんだろう。つうかオリゾンのここ何十年かは戦争がなかったはず。

「お父様の教えどおり、武の鍛たん練れんは欠かしておりません」

　もっとも、俺の武の師匠はアサシンのボルフ先生と傭よう兵へいのギガリさん。騎士として修練したアランとは真逆の戦い方だろう。

　騎士としての戦い方は正面から正々堂々と戦うのが好まれている。一方の俺は遠距離から弓と魔法、近接では相手の隙すきを突ついたり、格闘を織おり込こんだりとなんでもござれの戦法だ。

　勝てば官軍、俺はオリゾンにもこの言葉を広めようと思っている。

「なら、その証あかしを見せてみよ。ケイオス・ライテイ出て来い」

「ハッ、アラン様」

　アランの背後に控ひかえていた騎士団の中から一人の男が出てきた。二十歳くらいの爽やか系のイケメンだ。金色の髪を肩まで伸ばしており、体型は細マッチョ。絶対にモテる、こいつがモテなきゃおかしい。

「ジョージ、お前はここにいるケイオスと模擬戦をしてもらう。ケイオスはアコーギ騎士団の若手の中で№１の実力を持っている」

　おいおい、中坊を大学生と戦わせるのかよ。そしてケイオス、何故俺を睨む。大人おとな気げないぞ。

「はい、ケイオス殿の胸を借かりたいと思います」

「もしケイオスに負ければマリーナとの婚約は白紙に戻す。いいな？」

　えっ!?　マジ？　これはわざと負けたいくらいなんだけど。

「アラン様それはお可か哀わい想そうかと……アコーギ騎士団で鍛きたえられた私と薄うす汚ぎたない獣人と遊んでいるジョージ様とでは実力に差がありすぎます」

　……このお馬ば鹿かは何を言っているんだろう。俺の悪口はいい。中学生が大学生より弱くて当たり前なんだし。でも、先生やドンガ達の悪口を言ったんなら絶対に許せない。おじさん中学生の実力を見せてやろうか。

「お父様、私は残念でなりません。誇り高きアコーギ騎士団では礼儀を教えてないんですね……おい、そこの餓ガ鬼キ。世の中の厳きびしさってやつを教えてやんよ」

「アラン様にすがり無理矢理マリーナと婚約したお坊っちゃまが何を仰おつしやってるんですか？　私はここに誓ちかう。マリーナ・ライテックをジョージ・アコーギの魔の手から救い出してみせると！」

　人を悪の手先みたいに言いやがって……それに、俺は正嫡。お前、騎士団のペーペー。立場を分かっているのか？　……分かっていて挑発していると考えるのが妥だ当とうか。

　その証拠にアランはケイオスの非礼を咎とがめていない。もし、俺が負けたら難なん癖くせを付けてボーブルを取り上げるつもりかもしれない。もしくはケイオスをアミの婚約者にする可能性もある。

　もし俺が勝てば、俺の息子には武の実力もあるって、自慢しまくるつもりだろう。

（どっちにしろアランは損そんをしないってか……こりゃ、アデリーヌの指さし図ずだな）
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「ジョージ、あの餓鬼それなりに強いらしいぞ」

　ボルフ先生に調べてもらったら、ライテイ家はライテック家に近しい家柄で、ケイオスとマリーナは従兄妹いとこにあたる。そしてケイオスはリーゼン・ライテルを弟のように可愛いがっていたらしい。

　つまりケイオスにとって俺は領主の権力を盾たてにし宗そう家けのマリーナを無理矢理婚約者にした上、弟分のリーゼンを国外追放にした憎にっくき奴なんだろう。

「まさか模も擬ぎ戦せんのために呼ばれたとは思いませんでしたよ……サンダ先生、オリゾンで奴隷を持つ事は、どう思われていますか？」

　あの小僧より、アランがルーナ商会から奴隷を買った方が重要案件である。

「国民感情的にはあまり好かれていませんね。貴族でも積極的に奴隷を購入する推すい進しん派は、奴隷を愛めでる愛あい玩がん派は、奴隷を嫌う反対派に分かれてますし」

「力は、どこが強いんですか？」

　奴隷制度は吐き気がするくらいに嫌いだけど、表立って主流派と喧嘩するのは得策に思えない。

「一番力が強いのは推進派です。それに拮きつ抗こうしているのが、反対派。反対派にローレン様やギリアム商会が属ぞくしています」

「それじゃうちも反対派だな。でも積極的に反対せず日和ひより見みで行きます。何しろ、本領の領主様が奴隷を奥さんにしてますし」

　でも、あの死んだ目でよく下が元気になるよな。俺なら罪悪感からインポになっちまうぞ。





　　　　　◇






　そして久し振りに実家に帰ったら、自分の部屋が無くなっていました。俺と母さんが住んでた棟とうには第三夫人と第四夫人が住んでるらしい。

　俺に宛あてがわれたのは貴き賓ひん室しつ。ホテルなら一泊三十万ストーンは請求されそうな豪華な造りであるが、ぶっちゃけ、落ち着きません。

　しかも、連れて来た家臣団と切り離されてしまい広い部屋に一人ぼっち。

　多分、アランはボーブルの繁はん栄えいの理由を優秀な家臣にあると思っているんだろう。俺に知恵を付けさせないために、家臣団と切り離したと。

　そして逗とう留りゆう中の俺の日程が決まった。




　一日目：家族揃っての食事会（第三夫人、第四夫人も参加）

　二日目：午前、アデリーヌと御友人達とのお茶会・午後、自主練（外出禁止）・夜、領内の有力騎士や豪商を招いてのパーティー

　三日目：ケイオスとの試合（アコーギ騎士団闘技場）




　ケイオスとの試合は三日後らしい。俺なら相手に旅の疲つかれが残っているその日のうちに試合をするんだけど、騎士様は体面が大切なようだ。

（ゲームなら強制イベントの前にレベル調整を出来るようにするんだけどな。対応策を考えられるのは二日目の午後のみか）

　ゲームなら必殺技を覚えたり新しい武器やアイテムが手に入るんだろうけど、現実ではそんなご都合イベントは起きない。もし、必殺技を覚えられたとしても、実戦で使いこなせるようになるには時間が足りない。

　試合は三本制で、模造刀等の武器を使用し攻撃魔法は禁止との事。ケイオスとのリーチ差を考えると、どう考えても俺の方が不利である。俺に有利な点があるとすれば、魔法を使えるようになったのをアラン達が知らないくらいか。

（レコルトにない魔法を考えるか。そして二日目の午後に試すと）

　魔法といえど、実戦で使いこなすとしたら精せい々ぜい一つがいいところだ。
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　俺は生まれて初めてアランを尊敬した。母親アデリーヌさん、第二夫人ルミアさん、娘アミ、そして目が死んでる第三夫人、第四夫人に囲まれながら平然と飯を食っているのだ。第三者の俺でさえ食欲がなくなるぐらいにギスギスした空気なのに、当の本人アランは平気でワインを飲み飯を食っている。

「どうした、ジョージ？　ここはお前の家なんだぞ。遠慮せずに食べろ」

　アランはそう言うと爽やかに笑った。このドロドロの状況で爽やかに笑える面つらの皮の厚さはどれくらいなんだろう。

「アラン、ジョージは長旅で疲れているんでしょう。それに明後日はケイオスとの模擬戦も控えています。緊張しているのでしょう」

　そして珍めずらしく祖母アデリーヌが俺をフォローしてくれた。見けん当とう違ちがいだけど、この場でアランに意見出来るのはアデリーヌだけだから助かる。

「模擬戦で緊張か……ジョージ、もしケイオスに負ければお前はアコーギ騎士団に入ってもらう」

「しかし、私にはボーブルでの政せい務むがあります」

　ぶっちゃけ、アコーギ騎士団に入っても学ぶ事はないし。ボルフ先生の鍛練の方が数倍厳しい。

「心配するな。ボーブルは俺が政務を行う。昔はあそこの政務も俺がやっていたんだぞ」

　手柄横取り宣言が来ました。アランは発展著いちじるしいボーブルが欲しいんだろう。しかし、何か理由をつけないと爺ちゃんの横よこ槍やりが入る。だから、どう足あ掻がいても勝てない相手と戦わせてボーブルを横取りするつもりなのだ。

　最初から負けるつもりはなかったが、これで意い地じでも負けられなくなった。
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　これも俺の精神力を削けずる作戦なんだろうか。

　二日目、祖母アデリーヌ主催のお茶会に招かれたはいいが、そこは地獄であった。アデリーヌの友人というだけあって、皆様そこそこの爵位を持つそこそこの年齢のご夫人方だったのだった。

　そして……。

（は、鼻が曲がる。化粧が濃こすぎるし、香水付けすぎだっての）

　全員が厚化粧な上に、これでもかってぐらいに香水を付けている。その臭いがミックスされて、部屋の中の臭いは異常なものとなっていた。

　普段なら鼻を摘つまめるが、ここにいるのは貴族のご夫人方。下手な行動は失礼にあたり敵を作ってしまう。

「まあ、ジョージ様は可愛らしいお顔をしていますね……特にブツブツのそばかすが可愛らしい事」

「ジョージ様はケイオス君と模擬戦をされるんですよね……見た目の優劣じゃなく良かったですわね」

「さすがは最近発展の目覚ましいボーブルの領主様ですわね、女性への礼儀がきちんとしています……お下品な娼しよう館かんがあるから、女性馴なれしてますわね」

　そして繰り出される嫌いや味み攻撃。しかし、これは想定内。きちんと対策を練ねっている。

「お祖母様、本日はお招きありがとうございます。つまらない物ですが、これをお納おさめ下さい」

　俺がアデリーヌに渡したのは指輪。真ん中に一円玉サイズの水色の石が嵌め込こんであり、その周りには色とりどりの石が散ちりばめてある。

「まあ、これ全部魔石ですわよ」

「こんな澄んだ色をした魔石は見た事ありませんわ」

「それに装飾も細かく、なんて贅沢な指輪なんざましょ」

　計算どおり、指輪はご夫人方の心を摑んでくれたようだ。屑くず魔ま石せきとして扱われていたのに指輪に加工しただけで大ウケである。皆様、こぞって注文してくれて大助かりです。

　そんな中一人の女性が口を開いた。

「ジョージ様がこんなに女心を知っておいでとは思いませんでした。殿との方がたのために娼館を作ったのですから、私達女性がストレスを発散させる場所を作ってくれませんか？　……勿もち論ろん、男だん娼しようなんて下品なものじゃなく」

　ワッと歓声が上がり、女性陣が口々に賛同していく。

「ジョージ、これは命令です。貴方あなたが作った娼館によりストレスを抱かかえた女が沢たく山さんいます。彼女達の要望に応こたえてみなさい」

　はい、アデリーヌの命令が入りました。ケイオスに負ければ不問になるかも知れないが、そうなったら文字どおり裸はだか一いつ貫かんになってしまう。勝っても、この無む茶ちや振ぶりに応えなきゃいけないと。
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　そしてその夜、パーティーで各方面の挨あい拶さつに勤いそしんでいると、一組の男女が近付いて来た。二人とも高級な服を着ており、地位の高さが窺うかがえる。

　男は明るい銀髪の人の好さそうな青年。女性は若草色の髪をした兎うさぎ人びとの美少女だ。

（貴族のお坊っちゃまと、その婚約者ってとこか）

「やあ、ジョージ君。僕はヴァルム・ヌボーレ。隣となりにいるのは僕の恋人マルールさ」

　素早くレコルト人物辞典にアクセス。どうやらヌボーレ伯爵家の長男らしい。それより気になるのは、マルールさんの首に嵌められている首輪である。それは、どっからどう見ても隷属の首輪。

「ジ、ジョージ・アコーギです。あの、もしかしてマルールさんは……」

　いくらなんでも奴隷をパーティーのパートナーとして連れてくる貴族はいない。未婚の貴族がパーティーに連れてくるのは、婚約者と宣言するのと一緒である……ちなみに俺は一人で参加だ。

「ああ、マルールは僕の奴隷さ。でも僕は彼女を愛してる。だからパーティーに連れてきた。ジョージ君、愛の前には身分なんて関係ないのさ」

　ヴァルムはそう言ってキメ顔を作るが、それなら奴隷から解放するべきだと思う……結論、こいつと絡からむのは損そんでしかない。ちなみに、マルールさんはたおやかに微笑ほほえんでいるけれども、その目は完璧に死んでいた。

「ソ、そーですか、凄いっすね。それじゃ、また」

「おっと待った。君に声をかけたのは他でもない。ジョージ君も、奴隷地位向上会に入らないか？」

　奴隷の地位を向上させたきゃ買わないのが一番である。需要がなきゃ供給も途と絶だえるんだから。

「いやー、自分は奴隷を持ってないっすから」

　ボーブルに住んでいる獣人は奴隷にされやすい。奴隷なんて悪趣味なものを持つ気もないが、統とう治ちの点から言っても所持は避さけるべきだろう。

「それはいけない！　少しでも不幸な奴隷を作らないためにも、貴族は最低一人は奴隷を所有すべきだ」

　奴隷って時点で、不幸のドン底なんだけど。

「い、一応考えておきますね」

　考えておくだけで、買いますとは言っていないからセーフだ。上司に相談して前向きに検けん討とうしますと同じだ。

「そうかい？　マルール、向こうのテラスで愛を語らおう」

　得意顔でテラスに向かうヴァルムといそいそと付つき従したがうマルールさん……精神的に限界だ。具合が悪いって言ってパーティーから抜けさせてもらおう。
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　そして滞たい在ざい日三日目の試合当日、俺は自分の目を疑うたがった。

　闘技場には観客席があり超満員。観客は明らかにケイオスの応援である。実家ホームなのにアウェイとはこれいかに。

「逃げずによく来たな。度ど胸きようだけは誉ほめてやる」

　ケイオスはそう言うと不ふ敵てきに笑った。でも、俺はケイオスの度胸は誉めない。だって、フルアーマー着ているんだもん。

「ガキとの模擬戦にフルアーマー着てご登場か。今から負けた時の言い訳を考えときな」

　完かん璧ぺき悪役の台詞セリフであるが、俺はケイオスに勝つ自信がある。

　闘技場は石で出来ており、一辺が五メートルぐらいの正方形で周囲より三十センチほど、高くなっていた。

　ケイオスの装備は鉄製のフルアーマー（兜かぶとなし）と二メートル近い長さの模擬刀。多分ケイオスはクレイモアのような武器を愛用しているのだろう。磨みがき抜ぬかれた銀色の鎧よろいと光を浴びて輝く金髪が嫌味なくらい絵になっている。

　一方、俺の装備は布の服に片手剣の模擬刀。ケイオスの模擬刀は木製とはいえ、それなりの重量があるからまともに喰らえば骨折を免まぬがれないと思う。

「それではルールの説明を行う。試合は三本制とし、先に二本取った者を勝ちとする。判定は審判が有効打撃と認めなければ無む効こう。その他にリングアウトした時や、攻撃魔法を使用した場合相手に一本が与えられる」

　主審が淡々とルールを説明していく。

　つまり俺が一本取るためには頭部への攻撃しかない。しかし、俺とケイオスの身長差は三十センチ以上あるし、リーチもケイオスの方が長い。

「我が騎士道に誓う。私は正々堂々と騎士道に恥じぬ戦いをし華か麗れいに勝利してみせる！」

　ケイオスの宣言を聞いた観衆は割れんばかりの拍手と惜おしみない声援を送った。特に女性陣の声援は凄すさまじく、まるでアイドルのコンサートのようだ。

　一方俺はというと、闘技場の下で黙もく々もくとストレッチをこなしている。

〝もうケイオス様に怯おびえているんですわ〟とか〝いつ泣きだすんだ？〟とか〝金勘定が得意な青あお瓢びよう簞たん領りよう主しゆ〟って聞こえてくるが、気にしない。上司からの駄目出しやネットの批ひ判はんに比べたら可愛いくらいだ。

「随分な嫌われようだな。大丈夫か」

　そんな俺に話しかけてきたのは茶色のフードを目ま深ぶかに被かぶった男性だった。顔は見えないが話し方からすると既き知ちの人物だと思う……素早く人物鑑定。

「逆にワクワクしてきますよ。目に物見せてやるってね……それにホートー様が応援して下さったら百人力ですよ」

　俺に声をかけてきたのはホートー・オリゾン、継けい承しよう権けんこそないが立派な王族である。何でホートーがここにいるのかも重要だが、それより気になるのはホートーと一緒にいる二人。二人ともホートーと同じくフードを目深に被っているが、ただ者じゃないオーラを放っている。

「相変わらずひねくれたガキだな……勝てる見み込こみはあるのか？」

「力も剣の腕も向こうの方が上でしょうね……でも、ケイオスが言ったようにあいつは騎士です。そこに突け込ませてもらいますよ……ホートー様は、どこでこの話を聞いたんですか？」

　オリゾンは対人戦争が何百年も起こってないせいか、騎士の戦いは形けい骸がい化かしている。如何に騎士らしく正々堂々と戦うかが大事らしい。しかし俺を鍛えてくれたのは、アサシンのボルフ先生や元傭兵のギガリさん。戦争はなくなってはいるが、裏での闘争や山賊や盗賊の討伐はなくなっていない。二人とも、その中心にいた人物だけあり、いかにして相手に勝つかを教えてくれた。

「お前の親父さんが、貴族や有名人に声をかけたんだよ。その証拠にお前の婚約者マリーナもいるぞ……まあ、向こうの応援みたいだけどな」

　ホートーの言うとおり、マリーナはケイオス側の最前列にいた。

「まっ、前から嫌われていましたから、今さら気にしませんよ」

　マリーナを見る振りをしてホートーの連れの二人を人物鑑定……マ、マジかよ、絶対に負けられないじゃん。

　軽く息を吸って、闘技場へと向かう。ケイオスへは賛さん辞じ、俺にはブーイング。

（いいぞ、もっと罵ば倒とうしろ。俺は、その悔くやしさを力に換かえてやる）

　今や気分は悪役レスラーだ。脳内で激しい音楽を流して、気分を高こう揚ようさせる。

「ジョージ様、覚悟はよろしいですか？」

　闘技場に上がるとケイオスが爽やかな笑顔で俺を煽あおってくる。しかし、まだ甘い……会社のブログで散々煽られた俺には屁への河童かつぱだ。

「少なくとも、ガキ相手にフルアーマーを着ている弱虫騎士様よりは出来てるかと」

　ケイオスは没ぼつ落らくしたとはいえ、光のライテック家の親戚。しかも、イケメンで騎士としても才能がある。他人を見下した事はあっても、年下のガキに見下された事はないと思う。

　実際、効果は上々で、ケイオスの笑顔はひきつりまくっていた。

「両雄にらみ合っております。勝つのはアコーギ騎士団のホープ、ケイオスか!?　それとも、口八丁手八丁のジョージ様か!?　両者、位置について……それでは試合開始っ」

　主審の合図と同時にケイオスが動いた。一気に距離を縮ちぢめたかと思うと剣を上段に構える。

「喰らえっ！　シャイニングソード！」

　シャイニングソードと言えば光属性の必殺技っぽいが、ただの上段斬りだった。しかし二十歳近いのに輝くシヤイニング剣ソードはまずくないか？

（俺の剣速より速い……けど、ボルフ先生の方がもっと速い……かわせる）

　バックステップでケイオスとの距離を取る。勢い良く空振りした剣の風圧で俺の前髪がなびいた。ケイオスは再び俺との距離を縮めると、また上段に剣を構えた。

「それなら……シャイニングソード・改かい！」

　またも上段斬り……何も変わっていないのに、改とはこれいかに。

　シャイニングソード・改は敢あえて受ける。木刀同士がぶつかりガツッと鈍にぶい音が響いた。

（俺より力は強い……でも、ギガリさんの方が何倍も強い……受けきれる）

　木刀を合わせたまま、ジリジリと後退していく。ここまでは作戦どおりなんだけど、後退した方向がまずかった。

（真後ろにはホートー達がいる……逸そらさないとまずいな）

　このまま押されてリングアウトしたら、ホートー達に突っ込んでいく形になってしまう。ホートーやお連れ様に怪け我がをさせたら一大事である。

「どうした？　受けたはいいが、後退しか出来てないぞ。痛い思いをしたくないから、リングアウトを選ぶのか？　情けない」

　ケイオスの優勢を見た観客は熱狂状態。今や応援席は興奮の坩る堝つぼである。

　試合会場は観覧席より高く作られているので、観客の盛り上がりが良く見えるのだ。

（いいぞ……もっと騒げ。そうすりゃこいつは調子に乗る）

「そっちこそ改まで出して、もうネタ切れなんじゃないか？」

　頼む、俺の煽りに乗ってくれ。

「ならみせてやろう……シャイニングソード・極きわめ！」

　ケイオスは俺の言葉を聞いて、剣を大上段に構えてくれた。

　煽りに乗ってくれたのは嬉しいが、この恥ずかしさはなんだろう。

　敢えて大おお袈げ裟さにみっともなくシャイニングソード・極を大きな動きで避さける。でも、お陰でケイオスをホートーから引き離せた。

「危ない、危ない……あんなの喰らったら気絶しちまう」

　俺の言葉が耳に届いたらしく、ケイオスはニヤリと笑った……もう、ケイオスちゃんたら分かり易やすいんだから。

「まだまだ……シャイニングソード・極！」

　頭上から降ってきたシャイニングソード・極を、木剣で受ける。受けたはいいが、思いっきり手が痺しびれてしまった。体格も力もケイオスに負けている俺は、そのままジリジリと後退。あと一歩下がれば、リングアウトだ。

「どうした？　もう、後がないぞ……喰らえっ！　ファイナルシャイニングソード！」

　俺を仕し留とめようとケイオスは大上段に構えた……つうか、極めたんじゃないのかよ!?

「バーカ、んな大振りの剣なんて余裕でかわせるっての」

　ケイオスが剣を振り下ろすのと同時に脇わきから背後に回り込む。見えるのはがら空あきのケイオスの背中。

　俺は無言でそれを蹴け飛とばした。普段なら俺の蹴りなんかじゃびくりともしないだろうが、ファイナルシャイニングソードを空振りした直後のケイオスはたまらず勢い余ってリングアウト。すっころんだケイオスが鬼のような形ぎよう相そうで俺を睨んでいる。

「は、背後から攻撃するとは、貴様は騎士道を知らないのか？」

　だって俺領主だもん。騎士じゃねーし。

「って事は俺の勝ちでいいんだな？」

「ケイオス・ライテイのリングアウトにより、ジョージ様の勝ちとなります」

　主審の宣言に対して、観客から物凄いブーイングが上がったが気にしない。マリーナが侮ぶ蔑べつの目で見ているが平気である。だって、俺が負けたらボーブル没収なんだし。ちなみにホートーは腹を抱かかえて大笑いしていた。

「一本くらいくれてやる。残りの二本取れば私の勝ちなんだからな」

　ケイオスは悔しそうな顔のまま、闘技場に戻ってくる。

　成功だ……何しろ俺の新魔法は二回目からは効果が薄くなる。つまり、何としても最初に一本取る必要があったのだ。

「二本目、開始」

　審判の声と同時に俺は後ろに下がって、ケイオスとの距離をとった。試合の盛り上がりなんて気にしない。一気に決めてやる。

「風力は七、強風。気流の中心地はケイオスの顔、目標はケイオスの髪……纏わり付くストーキング・風ウインド」

　ストーキング・ウインドの攻撃力はゼロ。対象物に強風が纏まつわり付くだけの魔法であるから試合で使ってもＯＫだ。これが普通の騎士なら嫌がらせにしかならないがケイオスは長髪の持ち主。自慢の長髪が風になびき顔に纏わり付いて離れないのだ。

　いくら強くても前が見えなきゃ一本取るのは容易たやすい。

「せーのっ！　ただの上段斬り」

　前の見えないケイオスの頭を木刀で小こ突づく。

「頭部への有効打、確認！　勝者はジョージ様」

　観客が呆あつ気けに取られる中、主審が俺の勝利を告げる。堪たまらないのはケイオスとその応援団だ。もう、大ブーイングである。そして俺に投げつけられる大小様々なゴミと罵ば詈り雑ぞう言ごん。

　多分、ここがアコーギ本領と知っているから騎士団も安心して悪あく態たいをついているんだと思う。俺とアランが不仲なのは有名らしく、アランの前でわざと俺の悪口を言う騎士もいるらしい。

　だが、その時……。

「静まらぬか！　この愚か者ども！　ジョージ・アコーギはまだ中学生ぞ！」

　叫さけんだのはホートーのお連れ様だった。

　そしてお連れ様が、ゆっくりとフードを脱ぐ。

　その顔を見た途と端たん、場内が水を打ったかのように静まり返った。現れたのは厳いかめしい顔した渋しぶい中年男性。

「……王様だ」「アヴニール国王様だ……」

　アヴニール・オリゾン。現オリゾン国王である。

　あの時、俺が王様の上に落ちていたら大問題になっただろう。

　そして空気は胃が痛くなるくらいにピリついている。販売後に重大なバグが見つかった時の緊急会議を思い出してしまう……俺が携たずさわったゲームじゃないけど、あの時の社長は怖かった。

　ちなみにこの空気を作ったケイオスとアコーギ騎士団の面々は驚きの余あまり棒立ち状態になっている。

　かくいう俺は速そつ攻こうで場外に降りて、王様達に向かって跪ひざまずいた。お目見えの資格もない俺が直接王様の顔を見ただけでも不ふ敬けい行こう為いと見なされ大問題なのである。ましてや王様を高い所から見下ろすなんてもっての他ほかだ。

「ば、馬鹿者。王の御み前まえであるぞ。頭を下げろっ」

　俺の動きを見たアランが悲痛な叫びを上げる。そりゃそうだ、自分の部下が王様に叱しかられただけでなく、無礼も働いてしまったのだから。

（さすがは王様だな。プレッシャーが半はん端ぱじゃねえ……マジでチビりそうだ）

　ゲームの中で勇者が王様と面と向かって話す場面があったけど、信じられない。彼は〝王様と対等に話している俺カッケー〟とでも思っていたんだろうか？

　王様は俺に視線を落とすと、ゆっくりと口を開いた。

「ジョージよ、お前に問う。ケイオスは騎士だからこそ、そこに付け込ませてもらうとは、どのような意味だ？」

　王様はホートーの隣にいて俺のセリフをしっかりと聞いている……つまり、言い逃れはできない。そして一番の問題は俺に直じき答とうする資格がないって事だ。

　あれの内容が知れ渡ると、俺は騎士に総スカンを喰らいかねない。それに今は特例になるかも知れないが、その特例が曲くせ者もの。貴族は名めい誉よや権力に対する嫉しつ妬とが凄い。王様から特別扱いされたなんて知れたら、妬ねたみや嫉そねみの対象になってしまう。

　ちらりとホートーに目め配くばせして助けを乞こう。この場で王様に直答出来るのは三人、ホートー、アラン、そしてもう一人のお連れ様。

　アランはテンパりまくっているし、元々俺を助けてくれる可能性自体が低い。しかし、何度目配せしてもホートーは動いてくれる気配なし。まあ、ホートーも直答は出来ても王様の問いを遮さえぎるのは難しいのかもしれない……でも、このまま何も答えないのは、かなりまずい。ケイオス以上の無礼になってしまう。

　そんな時、もう一人のお連れ様がフードを脱いだ。白金プラチナブロンドの長髪、顔は女性と見み紛まがうほどに整っている。

「王子様だ……」「なんでシェーン様まで」

　オリゾン王国第一王子シェーン・オリゾン。

　ゲームでは、一定条件を満たすと仲間に入れる事が出来た。その条件はかなり厳しいが、その分能力も高く女性ユーザーの人気をミューエと二分している。ちなみにシェーンは剣士タイプで前ぜん衛えいに配置される事が多いが、正直、今の立場から考えると王子に前衛を任せるのは絶対になしだと思う。

「父上、ジョージ君は緊張しているようです。後日、日を改あらためてお声をかけられてはどうでしょうか？」

　シェーン王子はそう言うと俺に向かって優しく微笑んでくれた……やばい、この人になら抱かれてもいいかも知れない。

「王子、お久ひさし振ぶりでございます。ケイオスです。無礼を承知で伺うかがいます……王子は、その卑ひ怯きよう者ものの味方をなさるんですか？」

　ケイオスの顔からは必死さが伝わってくる。このまま行けばケイオスの立場は最悪になってしまうから、必死になるのも当然だ。

「ああ、君とは高校で同じクラスだったからね……ジョージ君、あんな風に言われているけどいいのかい？　ここは非公式の場だ。父上や僕に直答しても問題ないよ。どうせなら、君の言葉で答えてくれないかい？」

　やべ……王子とケイオスはクラスメイトだったのかよ。さて、どうする……ケイオスを論ろん破ぱするのは簡単だ。でも、うまくやらないと敵を増やしてしまう。

「おい、卑怯者!!　王子の問いにお答えしないか。醜みにくい獣人が師匠では碌ろくな答とう弁べんも出来ないだろうがな」

　ケイオスはどうしても俺を悪者にしたいらしい。ただ、俺の先生を馬鹿にした事は許すわけにはいかない。まずは顔を伏せたまま王様に一礼する。

「王にお答えします。フルアーマーは守備力が高い分、動きに制限がでてしまいます。勿論、ベテランの騎士なら自由自在に動けるでしょうが、ケイオス殿はまだその域いきに達しておりませぬ。だから、私のような若じやく輩はい者ものに簡単に背後を取られたのです」

　次にケイオスの方を向く。

「卑怯？　騎士なら負けても相手が卑怯だって喚わめけばいいかも知れないが、領主が負けを認めたら領地が蹂じゆう躙りんされるんだぞ。俺は民の生活とオリゾンの平和のためなら、どんな事でもしてやるよ。それとな。獣人を含めた領民が納おさめてくれた税金が、お前の給金になってんだぞ。自己満足の騎士道で、自じ慰いしてんじゃねえぞ!!」

　騎士道ならぬ領主道だ。でも、観客席の女性陣がドン引きしています。大笑いをしているのはホートーくらいだ。

「ケイオス君、さっきの問いに答えてあげるよ。ジョージ君はボーブルの経済を発展させてオリゾンの国庫を潤うるおしてくれた。でも、君は何をしたんだい？　禄ろくを食はむだけの騎士と税収を飛躍的に上げた領主。王家がどっちに重きを置くか幼児でも分かるよね？」

　シェーン王子は笑っているが、さっきみたいな優しい微笑みではない。迫力満点の怖い笑みだ……決定、王家には絶対に逆らわない。

「シェーン、そこまでにしておけ。しかし、ローレンが自慢するだけあって面白い者だな。ジョージよ、コーカツ領に移り住んだ方が、楽に暮らせるのではないか？」

「いえ、コーカツ家と良好な関係を保っていられるのは、私が跡あと目め争あらそいと無縁だからです。何より私のような若輩者に仕つかえてくれるボーブルの領民を裏切るわけにはいきません。それにやりたい事が山のようにあり、まだまだボーブルから離れたくないのです」

　ボーブルは俺にとって一番安全な土地なのだ。ヤドカリの貝みたいなものなのだ。

「うむ、分かった。ジョージ・アコーギよ。これからもしっかりとボーブルを治めよ。そして汝なんじにボーブルの自じ治ち権けんを与あたえる」

　この王様中々の狸たぬきだ。自治権が与えられればボーブルの税収は本領を通さずに、直接国にいく。何より色んな治水事業や道路整備のような無理難題を吹ふっ掛かける事も可能だ。

　ちなみにアランは驚きのあまり、口をあんぐりと開あけたままかたまっていた。

「はっ、ありがたく受けさせて頂きます」

　これは怪我の功こう名みようってやつだ。でも、これで俺だけの軍隊を持てる。魔王ゴライアスや六ろく魔ま枢すうが現れる前にボーブルの軍備を強化してやる。
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　俺に自治権が与えられるのは、来年の春からとなった。あの後、ホートーから聞いた話では王様は前からボーブルに目を付けていたそうだ。そしてアランが俺とケイオスの試合を吹ふい聴ちようしているのを耳にして、ホートーに試合に連れて行くように命じたそうだ。つまり俺もアランも、王様の手の平で踊おどらされていたと……王様も王子様もこえーよ。




「自治権を与えられるのは嬉しいですが、人材不足を解消しなくてはいけませんね」

　サンダ先生の言うとおり、これから仕事が増えるから職員を増やさなくてはいけない。

「オリゾンに職安や人材バンクがあれば助かるんですけどね。とりあえず各地にいる元役人や高学歴の人間を探しますか」

　特にアーシック領は秋の食糧不足で大量解かい雇こをしたらしく、狙ねらい目だ。食糧を援助したんだから、多少の事は目を瞑つむってもらおう。

「読み書きが出来る奴隷を買うって、手もあるぜ」

　ボルフ先生は奴隷を所持する事を提案してきた。確かに奴隷を買えば短期間で人材を集められるが得とく策さくとはいえない。

「それはパスします。一度、取り引きをしたら仲間に引ひき擦ずり込こまれちゃいますよ。ギリアム商会に頼んで各地で募集をかけます。それとサンダ先生は知り合いのオークや大学時代の知人に声をかけてもらえますか？」

　年齢も人種も家柄も問わない。労働条件もきちんと明示するのだ。

「オークの他に兎人も役人に向いているぜ。何しろ彼奴きやつらは内ない勤きんの仕事を好むからな」

　確かにピーターやラパンの生真面目さを見ると、兎人は役人に適性があるかもしれない。

「分かりました。取とり敢あえず履歴書の定型を作りますので、希望者に書いてもらいましょう。有為の人物が埋うもれているかもしれませんし」

　ただし、あまりにも優すぐれた人物が来たら身元をしっかりと調べさせてもらわないと。

「しかし、うちのギルドも、すっかりボーブルの組織になっちまったな」

　ボルフ先生がしみじみと言う。アサシンギルドと癒着した領主……あまりイメージは良くないが、情報収集や暗殺防止に他領からのスパイの侵入防止と色々動いてもらっている。

「人が増えたら金が必要になりますからね。新しい事業を始めますよ」

　アデリーヌのお茶会で女性陣からリクエストがあった女性が楽しめる施し設せつで、もう一ひと儲もうけしてやる。それに貴族の奥方を味方に付ければ、その旦那さんにも誼よしみが出来る……結果、俺の仕事が更に増えていったのは言うまでもない。













　自じ治ち権けんを得えたら好き勝手出来ると、夢想してた時期がありました……実際、自治権を得るとなると貴族間のお付き合いが大変です。

「ジョージ様、またパーティーの招待状が届いております。今回はモデスト男爵からダンスパーティーへの招待です」

　王様から直接自治権を与あたえられるという話は、瞬またたく間まにオリゾン中に広まったらしく、城には貴族や商人からダンスパーティーやお茶会への招待状が連日届いている。

「モデスト男爵ですか……確かゴルド公爵一派ですよね……準備が忙しいので今回は遠慮しますって、断りの手紙を送ってもらえますか」

　ゴルド公爵は爺ちゃんと敵対関係にある貴族で、猿えん人じん至し上じよう主しゆ義ぎの奴ど隷れい推すい進しん派は。モデスト男爵は俺おれを取り込む事で、ゴルド公爵の歓心を買いたいんだと思う。

「いいのか？　下へ手たすりゃゴルド公爵に睨にらまれるぞ」

　自治権をもらえるとはいえ、俺には爵位がない。社交界における立場は底辺に近い。

「時間に余裕がないのは事実なんですよ。それにダンスパーティーならパートナーが必要になるじゃないですか」

　まじで寝る時間がないほどに忙しいのだ。何より俺はまだダンスがうまく踊れない。もし、マリーナを誘えたとしても恥はじをかかせて更さらに関係を悪化させてしまうだろう。

「思ったより、これって奴が応募して来ないしな。労働条件を見直したらどうだ？」

　ボルフ先生の言うとおり新規職員応募状況は芳かんばしくない。オリゾンは識しき字じ率りつが高くないから、読み書きが出来るだけで仕事に困こまらないのだ。

「それをしたら今いる職員から不満が出てきます。応募してきた人数を聞いた時は嬉うれしかったんですけどね」

　応募の大半が採用の判断に悩む人物だった。一番多いのが他領の息がかかったスパイ。その中でも特に多かったのがナイテック家関係者。これはアサシンギルドの調査で弾はじく事が出来た。

「他領の文官を引き抜くのはまずいですしね」

　スパイの次に多かったのが、現げん役えきの文官。オリゾンはアランのように、文官より騎士等の武官を重んじる領主が少なくなく、そのためか一定数の応募があった。しかし、領政の機き密みつを知っているかも知れない現役文官を大量に引き抜くのはまずいだろう。他領から下手に不ふ興きようを買って、取引先を無くしたら元も子もない。

「こればっかりは、焦あせっても仕方ないですよ。ギリアム商会から二次募集の結果が集まったって、連絡がありましたし。何より解決しなきゃいけない問題は他にもありますので」

　下手な奴を入れて職場の空気が悪くなったら最悪だ。仲良し職場にするつもりはないが、ギスギスした人間関係は胃にくる。

「解決しなきゃいけないのは、ゴブリン問題に軍備の再編成。貴族との付き合いも増えるしな」

　目下のところ、頭が痛いのは軍備の再編成。前はアコーギ騎士団に参加すれば良かったが、これからは補給からなにから自領で行う必要がある。今は騎士団の出番は少ないが、魔王が現れたら騎士団は大忙しになるだろう。その時、形けい骸がい化かして動けませんでしたなんて洒落しやれにならない。

「でも下手に軍備を強化したら怪あやしまれますよ。魔王が現れるという確証がありませんから、税金を注つぎ込こむ大義名分がないと民に不満が出て来る危険性がありますし」

　サンダ先生の危き惧ぐは分わかる。ボーブルには魔物がいない。それは利点なんだが、今は少数の騎士団で間に合っている。

「要は騎士団を無む用ようの長ちよう物ぶつにしなきゃいいんですよ。女性を楽しませる施し設せつの建設。それにボーブルに学校を作らなきゃいけないですし」

　人が増えたらゴミや排はい泄せつ物ぶつの処理も問題になるだろう。病院も必要になるだろうし、ボーブル城でパーティーを開く必要も出て来ると思う……都合良く、在ざい野やに埋うもれた天才が応募して来てくれないかな。
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　ある日の放課後、俺はギリアム商会に二次募集の履り歴れき書しよを受け取りに来ていた。

「ジョージ様、こちらが履歴書になります。今回はうちでも身元を調査したので、安心して下さい……そのせいで大部少なくなりましたけど」

　そう言いながらヴェルデが手渡してくれたのは、十数枚の履歴書。早さつ速そく、チェックしてみるとみんな喉のどから手が出るほど欲しい人物ばかりだった。

　ギリアム商会の手前、書類選考では落とせない。俺が直接面接をして人物鑑定するのがいいと思う。

「いや助かるよ。うちが募集すると、どうしても応募者が猿人に偏かたよるからな。その点、ギリアム商会を通すと多種多様な人材が集まってくれる……セリュー・ラパン？　この人はもしかしなくてもラパンの親父さんか？　しかし、この経けい歴れきはまずいだろ」

　種族は兎人だし、家族欄にはコニー・ラパンと書いてある。兎ウサ耳ミミが生えた親父さんか。余あまり想像したくはないな。












「確かにセリューさんはゴルド公爵領地で働いていましたが、勤つとめていたのは小さな村の役場です。それに十年近く前の話ですし、今は日ひ雇やといの仕事をしていてゴルド公爵との繋つながりは一いつ切さいありません……私し意いがないかと聞かれたら噓うそになりますが」

　ヴェルデはそう言うと顔を赤らめてモジモジし始めた。商人としては成長しているようだけど、恋愛は純じゆん情じよう狸たぬき小こ僧ぞうのままのようだ。

「問題は何で家族持ちのセリューが安定した村役人の地位を捨てて、日雇いをしているかだよ。獣人がゴルド公爵領で村役場に勤めるには、並大抵の苦労じゃないと思うぞ」

　なにしろゴルド公爵は猿人至上主義で獣人に対しての差別が凄すごい。

「ラパン一家やピーター君が生まれた村を治めていた騎士は獣人にも別わけ隔へだてなく接する人物だったそうです。しかし、それがゴルド公爵の逆げき鱗りんに触れて解かい雇こされたそうです。そして村に住んでいた獣人の多くは奴隷にされたとの話ですよ……セリューさん達は命からがら王都に逃げて来たそうですが、ピーター君のお姉さんは捕つかまって奴隷にされたと聞きました」

　ラパンの家でもピーターの家でもゴルド公爵領出身というのを隠していたらしいが、最近勘かんづかれたらしい。

「ピーターの糞くそ真ま面じ目めな正義感は、それが原因なのかもな……しかし、いいのか？　お前が親父さんを推おしたとなると、ラパンの奴が引け目を感じるかも知れないぞ」

　もしヴェルデがラパンと付き合えたとしても、それが原因でギクシャクしかねない。その時、この純情狸小僧が耐たえられるか心配だ。

　ヴェルデは顔から笑みを消し、俺の目を見つめてきた。

「馬鹿にしないで下さい。このヴェルデ・ギリアム、商人の誇りにかけて自信のある物以外はお売りしません。人もまた然しかり、セリュー・ラパンがボーブルに必要と思ったから、勧すすめているのです」

「分かった。さて、ここからは商売の話だ。近々、新規事業を立ち上げるから、ギリアム商会に一枚嚙かんで欲しい。それと新商品が売れるか見極めてもらえるか。今度の日曜日ドンガ達と仕入れに行くから着いてくるか？」

「はい、喜んで！」

　俺の提案に笑顔で頷うなずくヴェルデ。その笑顔が商品を見ても続けばいいのだが。
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　今日の参加者は俺、ドンガ、ヴェルデ、ヘゥーボの四人。ちなみにサンダ先生とボルフ先生には参加を拒否された。オークも狼ろう人じんも鼻がきく種族だから無む理り強じいは出来ない。

「さて、全員揃そろったな。ここからはこれに乗って行くぞ」

「これは新しいゴーレム車ですね！　しかし、後ろに付いている箱はなんですか？　鉄製で、やけに頑がん丈じような造りをしていますが」

　さすがはマジックアイテム好きのヘゥーボ、食い付きが凄い。目がキラキラと輝いており、まるでお気に入りおもちゃを見つけた子供のようだ。

「頑丈でないと困るんだよ……色々と」

　大人ってずるいなって思う。言葉を濁にごして、誤ご魔ま化かすのだから。ここでネタばらしをしたら、全員帰ってしまうかも知れないからな。

「このホースはエンペラーエレファント製じゃないですか。鉄でも傷つかないから高値がつく品ですよ」

　相変わらずヴェルデの目め利ききは確かだ。ちなみにエンペラーエレファントの皮は爺じいちゃんに頼み込んで手に入れた。しかしコストを考えると、早くゴムを手に入れる算段をたてたい。

「ジョージ様、汚れてもいい格好で来いって言っただが、どこに行くんだ？」

　ドンガが着てきたのは農作業の時に着ているという野良着。確実に汚れるし、今の格好でもドンガ母バハンさんには叱しかられることになるとは思う。

「タスク山だよ。ドラゴンにはもう話を通している」

　話を通したら、ドラゴンにもドン引きされたけど。

「お前ら、元気がないぞ。そうだ、歌でも歌うか……残ろう残ろう　残業大好き　どんどん残ろう　おー職場はブラックｗクサの海　風邪もひけないよ」

　修業の成せい果かか、以前より楽にタスク山を登る事が出来た。

「ジョージ様は変わった歌を知ってるだな」

　前世で自虐で作った替え歌だから、ドンガが知るわけがない。

「ジ、ジョージ様もドンガ君も凄いですね……ぼ、僕は歌を歌う余裕なんてないです」

「じ、自分もです」

　俺と同じく修業をしているドンガには余裕があったが、ヴェルデとヘゥーボは、へたっていた。

「領主様、お久ひさし振ぶりです。しかし、本当にあれを持ち帰るのですか？」

　俺達を出迎えてくれたのはルビードラゴンのアカダマさん。アカダマさんは、紅い鱗うろこを更さらに赤らめていた。

「ええ、是ぜ非ひとも譲ゆずって下さい。何なら魔石も支払いますよ」

「いえ、あれを売ったとなると族長に叱られます。持って行って頂いただけたら、むしろ助かりますし……こちらです」

　アカダマさんに案内されたのは巨大な穴。穴の中からはかなりの悪臭が漂ただよってきている。

「ジ、ジョージ様。ここはどこなんだか？」

　鼻を摘つまみながらドンガが尋たずねてきた。ちなみに三人とも、涙目になっている。

「トイレだよ。ドラゴンのト・イ・レ」

「領主様、我々の糞を何に使われるのですか？」

　アカダマさんが恐る恐る聞いてきた。

「少し前からボーブルでゴブリンが目撃され始めたんですよ。騎士を派は遣けんするよりドラゴンの糞を土に混ぜた方が低コストで、ゴブリン避よけになりますからね。ヴェルデ、これがこの間話した新商品だよ」

　ゴブリンの嗅きゆう覚かくは鋭い。ドラゴンの臭においがしたら絶対に近づかないはず。

「ド、ドラゴンのウンチを商品にするんですか？」

　さすがのヴェルデも困惑しているらしい。

「とりあえず乾かわかしてみてだな。鶏けい糞ふんならぬ竜りゆう糞ふんだよ」

　畑に混まぜ込こめばゴブリンだけじゃなく獣けもの避けにもなるし、土ど壌じようも肥こえるはず。

「あの新しいゴーレム車はなんなのですか？」

　ヘゥーボにしてみれば当然の疑問だ。オリゾンにはないものだし。

「人が増えたら、排泄物の処理が問題になる。あれで集めて処理するのさ。この袋に糞をつめるぞ」

　ボーブル特製バキュームゴーレム車なのだ。体に臭いが付こうが領主としては避さけられない問題なのである。ちなみにこれがジョージパーティー全員での初仕事である。ドンガとヴェルデは涙目になっていたが、文字通り臭い仲になったのだから勘かん弁べんしてもらおう……ちなみにヘゥーボは使用済みのホースをかぶりつきで調べていた。
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　地球と異世界レコルトの一番の違いは人種の多さだと思う。

　数多あまたある人種の中でも人数が一番多いのが猿人。

　猿人の中で他人種を差別する人は、自分達を真人や元人と自称し、他の人種を亜人や獣人と呼び蔑さげすむ。猿人の種族特性は特にない、むしろ種族特性がないのが猿人の強みだと言われている。逆を言えば大きな弱点がないのだ。人数の多さに加え猿人は内政、軍事、商売等様々な仕事で重要なポストを確保し、あらゆるジャンルで主流を担になっている。

　でも、俺の周囲には猿人種以外の人が多い。

　まずオークのサンダ先生。この世界のオークは見た目まんまゲームに出てくるオークなんだけども、知能が高く総そうじて真面目である。オークの鼻は政治の腐敗臭も嗅かぎ分わけるなんて諺ことわざもあるくらいだ。

　ゲームやラノベと変わらないのがエルフとドワーフ。エルフの見た目は男女ともに美しい。ヘゥーボもグリグリ眼鏡めがねを外せば美少年で、薄い本では大人気だった。ドワーフの男性は髭ひげが濃こくがっちりしているが、女性はロリ体型だったりする。

　熊くま人びとも男女でかなり見た目が違う。女性の熊人は熊耳が生えているくらいだが、男の熊人はまんま熊である。ドンガはつぶらな瞳の持ち主で、女性ユーザーからの人気が高く、ぬいぐるみが作れたりした。ちなみにギガリさんは片目に傷があるグリズリーといった感じでかなり迫力がある。

　狼人は男女ともに精せい悍かんな顔付きをしており、狼オオカミ耳ミミがある以外見た目は猿人と大差はない。敏びん捷しよう性せいと嗅覚に優すぐれており、狼から進化したためか上下関係に厳きびしかったりする。修練中にボルフ先生に逆らおうものなら、ボッコボコにされてしまう。ちなみに俺がプライベートで頭の上がらないベスト５は爺ちゃん、ボルフ先生、サンダ先生、母さん、アミである。

　他にモフモフの尻尾しつぽと小柄な体型が特徴の栗り鼠す人びと、東方のワの国から来たという狸たぬき人びとなんかがいる。

「はい、湯ゆドーフお待ち……それで、コニーの親父さんは雇やとうのかい？」

　俺が今いるのは、獅し子し人びとカリナの店。常連の誼よしみで一次面接の会場に使わせてもらっている。一次という名目で面接官はサンダ先生にしてもらい、俺は離れた場所から人物鑑定をして合否を決めるって仕し組くみだ。合格ならお茶をだし、不合格なら食事を運んでもらう。怪しい奴には外で待機しているアサシンギルドの方々の追跡調査となる。

　今、サンダ先生が面接しているのはセリュー・ラパン。兎人で俺のクラスメイト、コニー・ラパンの父親だ。

　兎人は愛らしい顔立ちをしている人が多く、キミテでも萌もえキャラとして人気が高かった。でも、セリューさんは兎耳ヘアバンドをつけた生真面目な中年サラリーマンにしか見えない。更にセリューさんは、痩やせ型がたで黒縁眼鏡に着古してヨレヨレになったスーツを着ているので、萌えないどころか切なくなる兎耳である。

「能力的にも人物的にも申し分ない……後は応募してきた理由だな」

　問題はゴルド公爵領から逃げて来たってことが、誰に勘づかれたかだ。貴族が一人の兎人にいつまでも拘こだわるとは思えないが、出来るだけ厄やつ介かいな火種とは関わりたくない。

「あたいとしては、採用して上げて欲しいね……貴族に追われるのは他ひ人と事ごとじゃないし」

　いつも元気で明るいカリナが、深い溜ため息いきをついた。ボルフ先生の話によると、カリナの一家も故郷から逃げて来たそうだ。まだ数回しか会った事がないけど、カリナのお姉さんはかなりの美人だ。でもその美貌のせいで領主に目を付けられたのが原因らしい。

「純情狸小僧からも頼まれているしな……望みが薄いのに一いち途ずと言うか、何と言うか」

　ヴェルデはラパンの事を好きだが、ラパンはどう見ても同族で幼おさな馴な染じみのピーターに思いを寄せている。

「仕事は大人顔負けのくせに男女の仲は疎うといんだね。ラパンは最近ピーターと距離を置いているよ」

　カリナの話だと、ラパンがピーターの杓しやく子し定じよう規ぎな思考に付いて行けなくなったそうだ。でも、ラパンがヴェルデに振り向いてくれる可能性は極ごくわずかだと思う。

「そうか、ありがとよ。セリューさんにお茶を頼む」

　ギリアム商会はうちの大口の取引先で、繋がりの薄いゴルド公爵とは比くらべようがない存在だ。

「毎度あり!!」

　カリナの威い勢せいのいい声を聞きながら、昆こん布ぶ出だ汁しが染しみた湯ドーフを口に運ぶ……醬しよう油ゆかポン酢ずが欲しいっす。塩で代用しているが、どこか物足りない。

　セリューさんの面接を終えたサンダ先生が報告にやってきた。

「セリューさんは庶務課で働いてもらおうと思います……それと応募の動機ですが、数週間前に偶然同郷の猿人と再会したそうなんですよ。その猿人は商人をしているそうなのですが〝娘コニー、美人になったな。ゴルド様のご親戚に獣人の少女を好きな方がいらっしゃる。俺に娘を預あずけてくれたら、ゴルド様に取りなしてやる〟と言われたそうです」

　異世界にもケモ耳マニアがいるとは……セリューさんは、このままでは娘が貴族の玩具おもちやになってしまうと悲ひ嘆たんにくれたそうだ。そんな時にボーブル城で人種を問わず、新規職員を募集していると聞き、藁わらにもすがる思いで応募してきたとの事。

　他領の職員やその家族にちょっかいを出したら、大問題になるだろう。ましてやうちは、王様の独断で独立するのでオリゾン中の注目を集めている。ゴルド公爵領の商人と言えども、手を出しにくい。それにボーブルの警備が厳重なのはオリゾンでも有名だ。セリューさんにしてみれば家族を守れるし、安定した職にもつけるから一石二鳥の就職先になる。

　幸いな事にセリューさんは同郷の商人と会った事を、ヴェルデに言ってなかった。

「それじゃ、そいつの似顔絵を作ってアサシンギルドに渡しておいて下さい。それとギリアム商会にも一部送付しておいてもらえますか？……ヴェルデじゃなく会長おやじさんの方に」

　ヴェルデが今の話を聞いたら、暴走しかねない。

　後日、件くだんの商人が破産したとの報告がはいった。何でも主要な取引先から絶ぜつ縁えん宣せん告こくをされたらしい。
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　セリューさんを含ふくめギリアム商会から紹介された人達のお陰で、何とか独立に向けて目め処どがたった。

　そんな中、ボーブルの領主様は一人寂さびしく残業中である。俺を慰なぐさめてくれるのは、秋の夜長に鳴く虫達だけである。

　新しい部署の人事や予算案をチェックしていると、どこからともなく寂しげなギターの音が聞こえてきた。

『ねえ、君は今どこで何をしているの　夜よ露つゆで体を濡ぬらしてないかな？　寒さに震ふるえてないかな？　儂わしの中の君は、あの日のまま笑顔だけど　今の君はどこで何をしているの？　君を思うと、儂の胸は切なさで張はり裂さけそうになるよ……どや、新曲〝切ないロンリー猫キヤツトちゃん〟は？』

　窓を開けてみると、そこにいたのはどや顔の三毛猫ミケ。

「無駄にうまいのがムカつく……それで久し振りに来たのは、新曲を披ひ露ろうするためか？」

「冗じよう談だんは顔だけにしい……グルウペ様からお達たつしがあったんや。よく耳の穴かっぽじって聞け。二、三年後に新しい魔王が現れるそうや。魔王の名前はゴライアス……どうやらお前の言うてた事はホンマやったみたいやな」

　魔王ゴライアス。ゲームラスボスだけあって、その強さは圧倒的だ。最初は鎧よろいを着た武人だが、ある程度ダメージを与えると邪じや龍りゆう形態に姿を変えるのだ。

「分かっているんなら神様サイドで何とか出来るだろ？　もしくは前倒しで勇者にお告つげを与えて今から強くすりゃいいじゃねえか」

「儂ら神しん使しは、基本人間界に直接手を出すのはアウトなんや。それに魔王軍のまの字もないのに勇者にお告げをしたら、どうなるか分かるやろ？」

　ゲームと同じ展開になるなら、勇者はまだ村人Ａにすぎない。平和な時代に〝神様からお告げをもらって勇者になりました〟なんて言ったら、痛い子扱いされてしまう＝勇者の信用は地に墜おちると。

「それならマリーナ達勇者の子孫がいるだろ。あいつら、半はん端ぱじゃなく強いし」

　日本の陸上選手が〝トップアスリートになれるのは生まれ持った才能で決まる〟みたいな事を言っていたが、マリーナ達を見てると納得してしまう。努力や知恵では、どうしようもない圧倒的な才能の差があるのだ。高校球児で言えばマリーナ達は熱○甲子園で特集が組まれる選手レベルだ。でも、俺は努力しても精せい々ぜいムードメーカーの伝令役にしかなれない。

「大丈夫や。お前も魔物を倒せば、強くなれるんやで。正確には魔物から魔石を取り出す際に出る余よ剰じよう魔ま力りよくを吸収すると強くなるんや……才能ある連中と比べたら時間は倍かかるがの」

　そうは言うものの、魔物の相手は命懸けだ。ゲームと違って、バックアタックや集団での攻撃を普通にしてくる。俺なんかじゃ、到とう底ていたちうち出来ない。

「……立場上、魔物との戦闘は避さけられないか」

　貴族や騎士が平時でも威い張ばれるのは、いざって時に命懸けで戦うからだ。ましてや俺は神使持ち、嫌でも注目が集まる。俺が隠しても、ミケが契約をしてるって言えば誤魔化しようがない。

「せや。これは極ごく秘ひ事項なんやけど、特別やぞ。今から実戦経験を積んで、魔王や六ろく魔ま枢すうを倒せるようになってみい」

　平日は学校、放課後は部活代わりに戦闘。土曜日は丸々戦いに当てて、日曜日は領主業。長期休暇はバカンス代わりに経験値稼かせぎ……灰色の青春が決定しました。

「弱い魔物を何百匹も倒したり、他人が虫の息まで弱らせた強い魔物にとどめをさすのは駄目なのか？」

　ゴブリンの余剰魔力も積み重ねれば膨ぼう大だいになるし、強い冒険者に金を渡して経験値だけを手に入れてもいいはずだ。

「無理や。ある程度強くなれば弱い魔物は近づいて来んし、下手に追い詰めたら集団で襲って来るんやで。強い魔物にトドメだけさして魔石を取り出しても、体の限界を超こえた余剰魔力を吸収すると最悪死ぬんやで」

　やっぱり現実でチートは出来ないらしい。

「もしかして俺がケイオスに勝てたのって……」

「ケイオスが魔物と戦ってなかったからやな。もし、経験を積んでたらお前がズタボロにされとるわ」

　ちなみにケイオスは下したっ端ぱからやり直しになったそうだ。普通なら首になってるんだろうが、ライテック家の縁戚を放ほう逐ちくしたら風評被害がでかいそうだ。むしろ育てて、度ど量りようの大きさを示した方が得になるらしい。

　そしてケイオスは俺を逆さか恨うらみしていると思う。つまり魔物との戦闘を積んで強くならないとやばいと……俺、過か労ろうでダウンするんじゃないかな。
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　ボーブル城の屋上にある見張り台。領内を見渡せるこの場所は俺のお気に入りスポットだ。今も頭上には満天の星が見えるし、視線を下に移せば無数の街まち灯あかりが見える。

（あの灯りの数だけ人の暮らしがあるんだよな）

　魔王が現れるって事は、六魔枢や魔王軍がオリゾンで暴れるって事だ。魔族は人間を容よう赦しやなく殺す。女も子供も関係ない。むしろ弱者を殺す事を喜ぶ者すらいる。アミは嬲なぶられ見世物にされるかも知れないし、ドンガの幼い弟達は食われてしまうかも知れない。

　魔王軍が攻めて来て、ボーブルが火に包まれる光景が頭によぎった。人々の暮らしは蹂じゆう躙りんされ、笑い声は悲鳴に変わるだろう。豊かな大地は血と涙で汚されていく。体中に悪お寒かんが走り、全身がガタガタと震えだした。

「ジョージ様、そんなに震えて……風邪をひきますよ。見回りの人達も心配してます」

　暖かな毛布と声が頭上からフワリと降ってきた。恐らく俺の様子を見て心配した兵が、サンダ先生を呼んで来たんだろう。

「サンダ先生、ボルフ先生を呼んでもらえますか……緊急事態です」

　ボルフ先生は城内に住んでいるが、サンダ先生は敷地内に住居を建てて住んでいる。

「……何かありましたか？」

　サンダ先生は俺の顔を見て何かが起きたと察さつしてくれたようだ。

「……取とり敢あえず俺の私室へ。兵には夜風に当たりすぎて微熱が出たと伝えて下さい」

　自領の兵士を信じてないわけじゃないけど、人の口には戸を建てられない。ＡはＢを信じて話し、ＢはＣを信じて話す。噂うわさはそうやって広がっていく。面白可お笑かしく尾お鰭ひれを付けて……魔王が現れるという噂が広まったら、オリゾン中がパニックに陥おちいってしまう。その隙すきを魔王軍に突かれたら、勇者の出現を待たずして、人は負けてしまうかもしれない。





　　　　　◇






「魔王出現のお告げか……ただのアサシンの手には余る話だな」

　強がってはいるが、ボルフ先生の顔は青ざめていた。前魔王軍の暴ぼう虐ぎやく非ひ道どうは三百年経った今でも克こく明めいに伝わっており、人々は心の底から魔王軍を恐れている。

「グルウペ様のお告げですから、無む下げには出来ませんね。それでジョージ様はどうするんですか？」

「ここで議論をしていても埒らちが開きません。今すぐコーカツ領へ行き、爺ちゃんに相談をしようかと。さし当たっての問題は、俺の事を含めてロッコーさんとギリルさんにどこまで伝えるかです」

　ロッコーさんもギリルさんもボーブルには欠かかせない人材だ。二人とも、内政に深く携たずさわっているから秘ひ密みつ裏りに魔王軍対策を進めるのは難しい。

「わけの分からない記憶がある神使持ちの領主に魔王の出現予告か……頭を疑われてもおかしくねえな」

「でも今一番の頼りになるのは、ジョージ様の記憶ですよ」

　魔王ゴライアスや六魔枢と直接戦う気はないが、対策は練ねっておいて損そんはないだろう。

　一番ベストなのは、勇者パーティーに助言を与えるポジション。〝勇者君とマリーナさんの愛の深さには感動した。僕は潔いさぎよく身を引くよ〟と告げる。無論、婚約破は棄きによる損そん害がい賠ばい償しようはしない。魔王を倒した勇者と対立するより、良好な関係を維い持じした方が絶対に儲もうかるんだし。

「遅かれ早かれ言わなきゃ駄目だと思うぜ。幸い、二人とも、城内に住んでいるから呼んでくるよ」

　ボルフ先生は気軽に言うが、一歩間違えれば痛い子扱いで領主としての尊そん厳げんを失いかねない。

　結果……空気が物凄く悪くなりました。

「前世の記憶はジョージ様の偉業を考えると、納得出来ます。しかし、神使と魔王ですか……」

　常識人ギリルさんからしたら俄にわかには信じ難がたい内容だと思う。前世も魔王も証明する手立てがないし、神ミ使ケを見せてもメタボなドラ猫だって言われたら反論のしようがない。

「神使ってそんなに珍しいものなんですか？　ゲームでは、フェアリーのピュリアを見ても誰も驚いていませんでしたけど」

「フェアリー自体は珍しい存在じゃありませんよ。そして神使は予言や神の意思を伝えるために、極稀まれに人の前に姿を現す事があります。ただ人と契約を結んでいるのは、代々オリゾン王家と契約を交わしているジェネラル・グローリー様だけです。それも王家と契約しているのであって、個人で契約出来たのはブレイブ・アイデック以後は誰もおりません」

　フェアリーは悪戯いたずら好ずきなため、よく人を騙だますらしい。つまりピュリアは、野生のフェアリーと思われていたと。そういやゲームでもピュリアは〝僕は本当に神使なの。信じろー〟って叫ぶのがお約束だったし。

　しかし、ジェネラル・グローリーって名前格好よすぎないか？　ミケ・ニャアニャアと違いすぎるだろ。

「俺とサンダは実際にミケ様と会った事がありますが、あの威い厳げんは神使としか思えませんよ」

　……ミケに威厳なんてあったか？

「ジョージ様、ミケ様からお言葉を賜たまわる事は出来ませんか？」

「お言葉って……呼ばなくていいんですか？」

　何故かみんなが固まってしまった。

「ジョージ様!!　神使様に対して、呼ぶとはなんですか!!　降こう臨りんなさって頂くと仰おつしやって下さい。サンダは悲しゅうございます」

　サンダ先生は涙目になっているし、ボルフ先生達はドン引きしている。

「と、取り敢えず準備しますね……ちょっと待って下さい」

　ミケを呼ぶのに必要な物を揃える。

「まん丸い魔石に星が書いてあるけど、これを何に使うんだ？」

　魔石の数は七つ。それを一箇所にまとめる。

「いでよ!!　神猫シエンマオ！」

「ド阿あ呆ほうー!!　裁判所に呼ばれたいんか!?」

　取り敢えずミケは姿を見せて欲しいっていう俺の願いを叶かなえてくれた。

「あー、これが俺と契約している神使ミケですけど……皆さん、どうしたんですか？」

　後ろを見てみると、全員ミケに向かって土下座をしていた。ロッコーさんに至いたっては涙を流している。マジですか！　確かにミケは神使かもしれないけど、その正体はエセ関西弁を使うメタボなドラ猫だぞ。

「あー、苦しゅうない、苦しゅうない。儂は気さくな神使やから堅苦しい礼儀は無用や」

　そしてミケも上から目線で話しかけている。それに対して誰も突っ込まない。ミケってそんなに凄い奴なのか？

「神使様にお目にかかれて光栄至極でございます。私はエルフの神官ロッコー・ウォーターという者です。神使様が姿を見せてくれたという事は、ジョージ様の話は事実なんですね」

　驚く事にロッコーさんは恍こう惚こつの表情を浮かべていた。

「ああ、こいつに前世の記憶があるのも魔王が現れるのも事実や。でもこれは内緒で頼むで」

　当たり前だ。前世の記憶があって神使と契約しているなんてばれたらどんな立場に担かつぎ上あげられるか分かったもんじゃない。

「勿もち論ろん、ハイードロ教の神官長にもウォーテック家にも決して言いません」

「おおきに。ハイードロ様にも、あんさんの事言うとくで。あんさんらにお願いや。ジョージが魔物と安心して戦えるように助けたってや」

　魔物と戦うって時点で、俺には不安しかないんですけど。ゴブリンならまだいいが、オーガ系や獣系の魔物と戦う自信なんて微み塵じんもない。

　そしてミケが去ると同時に俺達はコーカツ領へと旅立った。
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　コーカツ城に着いたのは明け方になった。普段なら門もん扉ぴは固く閉ざされている時間だけど、ギリルさんが緊急連絡を入れてくれたお陰で無事に城内に入る事が出来た。

　そしてそのまま無言で執務室へと案内される。爺ちゃんは身み支じ度たくを終えており、執務室の椅子に座っていた。後から聞いた話によると、ギリルさんの緊急連絡は家や国の存亡に関わる時のみ行うと決められていたそうだ。

「……やはり魔王は現れるか。まずジョージの考えを聞かせてもらおう」

　この事について一番長く考えていたのは俺だし、ゲームの知識があるのも俺だけだ。

「まず必要なのは戦力の強化だよ。俺も強くならなきゃいけないけど、それだけじゃ駄目だ。オリゾン全体の戦力を強化しなきゃいけない」

「周りを上手く出し抜くチャンスとは思わないのか？　やり方によっては英雄になれるぞ」

　今の爺ちゃんの言葉は本音とは思えない。

「謹つつしんで辞じ退たいさせて頂きます。英雄や勇者なんて余よ程ほどのお人好しか腹はら黒ぐろじゃなきゃ務つとまらないよ。第一、俺はそんな器じゃない。俺は見ず知らずの人間を命懸けで助ける奇特さなんて持ってないし。俺が命懸けで助けるのは、自分の大切な人達とボーブルの領民だけさ」

　ゲームなら英雄的行動は高く評価されるけど、現実では微妙だ。特に俺の場合は打算で動かなきゃ駄目だと思う。少女を助けた際に大おお怪け我がをしてしまい、戦の指揮を執れずに大たい敗はいなんて、笑い話にもならない。

「ふむ、なら何故今まで戦力の強化をして来なかったんだ？」

「戦において一番大切なのは食糧。どんな英雄も飯が食えなきゃ戦えないよ。それに攻めるにしろ、守るにしろ金は絶対に必要だ。今までのは基盤作り、本当はもっと時間をかけてボーブルを育てながら策さくを巡めぐらせたかったんだけど……今、頭を悩ませてるのは、戦力強化のお題目を何にするかだよ。下手に動けば周りに勘かんぐられるだけだし」

　戦もないのに戦力を強化したら税金の無駄使いと叩たたかれるし、周囲に警戒されてしまう。

「仮想の敵が必要というわけか」

「金は稼かせげてもまだ弱小領主だからね。無駄に敵を作りたくないし、いざ魔王軍と戦うって時にいがみ合っていちゃ目も当てられないし。まずは、魔物と戦って自分を鍛きたえるよ」

　それに戦力を強化したせいで魔王軍に滅ほろぼされたフェルゼン帝国のように、魔物に目を付けられる可能性が高い。

「ジョージ、魔物との戦いは春からにしとけ。冬を越こすために、身なりのよい冒険者を集団で襲う貧民がいるからな。それに魔物が現れる場所までの足が必要だぞ」

　……落ち武者狩りかよ。魔物の前に現実が待っていました。
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　魔王軍への対策が一段落した時、爺ちゃんが不意に口を開いた。

「ジョージ、短期間で効率よく強くなる方法を知っているか？」

　この時、俺はコーカツ城の兵士を鍛える方法を聞いていると勝手に勘違いしたんだ……異世界でもホウ・レン・ソウは大切です。

「手っ取り早く経験値を稼ぐ方法に主人公一人で戦うって方法があったよ。メリットは経験値を独り占め出来る事、デメリットは危険が倍増する事。回復魔法が使える人じゃなきゃ無理だけど」

「そうか……ジョージ、何日か学校を休んで死霊の森で修業をしろ。勇者が確実に魔王を倒せるという確証はない。人類の危機に対応出来るカードは多くて困るという事はないからな……これは命令だ」

　そこにいたのはいつもの優しい爺ちゃんではなく、為い政せい者しやローレン・コーカツだった。自領の安全のためなら愛娘の結婚を利用し、国や民のためなら汚名を着せられるのも厭いとわない男。当然自分にも他人にも厳しい……使える身内には更に厳しい。

「いや、俺回復魔法が使えないし……残念だなー」

　獅子は我が子を千せん仞じんの谷に落とすというが、落とされる方はたまったもんじゃない。俺は獅子でも勇者でもないんだから、千仞の谷に降りるのならパラシュートかいふくまほうは必ひつ須すだ。

「回復魔法なら私が教えます。時間がないから少しだけハードになりますけどね」

　助け船ならぬ地獄行きの渡し船を出してくれたのはハイードロ教神官のロッコーさん……いや、鬼き畜ちく教官ロッコーさんだ。

　そうして始まったロッコーさんの授業は実じつ践せん重視、最初は針はりで俺の体に傷を付けて血をだす。その傷を回復、上う手まく出来たら傷口を大きくする。その繰り返しで、実戦で使えるレベルまで持っていくというものだった。

　お陰で、一日で初級回復魔法のハイドロヒールをマスター出来た。

　これで、ある程度の切り傷は回復出来る。ただし、まだ慣なれていないので魔法を唱えていると、どうしても隙が出来てしまう。近距離戦だと格好の的になってしまうのだ。

　ゲームなら戦闘が終わってから回復するって手もあるが、戦闘が長引けば出血死する危険性もある。何より深い傷を負えば痛みで気絶しかねない。

「ジョージ様、武器はどうしますか？　アンデッドモンスターには斬ざん撃げきや刺し突とつはあまり効ききませんよ」

　ゲームなら光属性の武器を装備したり、エンチャントを使えるキャラをパーティーに入れるのがお勧すすめ……〝なんでタイミング良くエンチャントを使えるキャラが加入するんですか？　ヌルゲーになります〟とか言わないで下さい。ライトユーザー様にそっぽを向かれると痛いんです。

（光属性の武器は高価だ。俺みたいなガキが持っていたら狙ねらわれるな）

　狙ってくるのはアンデッドモンスターではなく、他の冒険者だ。死者の森において光属性の武器は雨の日の傘かさのような物。余り高価な武器を持っていたら、俺がアンデッドモンスターになってしまう危険性がある。

「爺ちゃん、片手で持てるくらいのズダ袋を用意してもらえる？」

「何か思いついたんだな？　分かった。それと貧民街で緊急の炊き出しを行う。貧民街の住人は自分の身が危険に曝さらされる冒険者狩りより、炊き出しの方を優先するだろう。それと緊急連絡用のマジックアイテムを渡しておくぞ……ジョージ、危険な目に遭わせてすまない」

　爺ちゃんはやっぱり優しかった。先に炊き出しの準備があるので、死者の森に行くのは明後日となった。

「どうせ、最初は闇属性を強化しようと思っていたから大丈夫だよ」

　闇属性に耐性が出来ると、即死魔法や呪いが効きき難にくくなる。ゲームと違いセーブなんて出来ないから慎重にいこう。
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　死者の森は闇の魔石の一大生産地である。

　そのため、一いつ攫かく千金を夢見る多くの冒険者がこの地に集まっている。自然と冒険者を相手にする商人も集まるようになったそうで、森の周囲は中々の賑にぎわいだ。

　そう、森の周りは……。

（おいおい、マジでここに入んなきゃいけないの？　なんか、悲鳴が聞こえてきているんですけど）

　森はおどろおどろしい空気に包まれており、来訪者を拒絶しているように思える。絶対にそうだ。遊び半分で心霊スポットに行くのは駄目だという。そして俺の予感では、今日は仏ぶつ滅めつだと思う。カレンダーがないから分からないけれど、多分そうだ。絶対に仏滅だと思う。

　異世界に仏滅はないのは分かっている。俺は難なん癖くせを付けてでも、逃げ出したいのだ。

　取り敢えず、今日は日が悪すぎる、明日再チャレンジしよう……そう、言いたいんだけれども、背後から感じる物凄いプレッシャーがそれを許してくれそうにもない。

　プレッシャーを放っているのは、爺ちゃんと護衛で付いてきたコーカツ騎士団の面々。爺ちゃんは無言で俺を見ているし、騎士団の方々は〝あの幼かったジョージ様が御立派になられて〟とか〝あのお年で実戦に臨まれるとは、さすがはローレン様の血を引くお方だ〟と勝手に盛り上がっている。

　……覚悟を決めていくしかないみたいっす。

「そ、それじゃ行ってきます」

　何とも平凡な台詞セリフだけど、今の俺に〝ジョージ、行きます〟なんてボケる余裕はない。

「うむ、行ってこい」

　爺ちゃんの声を背に聞きながら、俺は死者の森へと足を踏み入れた。

　ガチで怖くてチビりそうです。俺は心霊スポットにも行けないほどのビビり。そんな俺が一人で絶対に出る場所ししやのもりに来ているのだ。泣かないのを褒ほめて欲しい。

（死者の森に出るモンスターはアンデッドゴブリン、ゴースト、スケルトン、リビングデッド、グール、マーダードール……全部会いたくねーよ）

　ゴーストなんてまんま幽霊だぞ。動く死体なんて見たくもないし、殺人鬼の魂たましいが宿った人形なんて絶対にチビる自信がある。

　死者の森は鬱うつ蒼そうとした木々に囲まれ昼でも薄暗い。

　日が入らないため、死者の森の地面は水気が多く、歩く度に靴の中が湿しめっていく。

（深入りしたらまずいな。入り口近くをうろつくか）

　一歩、一歩慎重に歩く。五歩進んでは後ろを振り向き、更に五歩進んでは後ろを確認……なんでビビってる時って、背後に変な気配を感じるんだろう。

（頼む、最初はスケルトンかアンデッドゴブリンにしてくれ）

　そんな俺の祈りも虚むなしく、最初にエンカウントしたのは髪の長い女性のゴーストさんだった。虚うつろな目で俺を見つめるのは止めて下さい。

「な、南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ！」

「そんなの効かないよ……憎い、恨うらめしい。生者がねたましい」

　お約束な台詞を呟つぶやきながらゴーストがにじり寄って来る。そりゃそうだ、異世界の幽霊にお経きようが効くわけない。

「そんなの百も承知だ！　こいつを喰らいなっ!!」

　手に持っているズダ袋をゴーストに向かって振り抜く。

「そんなの効かないよーギャァアアアア────ッ」

　おぞましい断末魔をあげてゴーストは霧きりのように消え去った。断末魔が消えると同時に、闇の魔石がポトリと地に落ちる。ゴーストは実体がないから、魔石を残して消えたんだと思う。

「光の魔石を詰め込んだズダ袋だよ。簡かん易いの光属性の打撃武器さ」

　ズダ袋に光の魔石を詰め込み、根元を縄で縛っただけの武器だったが効いて良かった……格好をつけてみたが、膝ひざがガクガクと震えている。

（きちんと成仏してくれたよな。憑とりつくのだけは勘かん弁べんして下さい……誰かが、こっちを見ている）

　一息つくために木にもたれかかる。何故か頭上から視線を感じたので、顔を上げて見ると……。

「ぬうおっ!!　グール!?」

　そこにいたのは頭を下にして木に摑つかまっていたグールだった。

　グールは俺を見るとニヤリと笑う。お願いですから、頭によだれを垂たらすのは止めて下さい。そしてグールはアンデッドモンスターとは思えないスピードで木から降りてきた。

「ニク、ニク、ニクーッ」

　キミテの公式設定では、グールの弱点は頭と書かれていた。別に根拠なんてない。ゾンビ物の映画で頭を攻撃して倒しているから、それをパクっ……踏とう襲しゆうしたのだ。

「グールの弱点は頭っ。ぬるいぜ、死者のも……り？」

　ズダ袋は直撃しグールの首が折れ、頭は取れかかっていた。

　が、それがどうしたと言わんばかりにグールは攻撃してきた。

「ちょっとタンマ。ラブ＆ピースの精神で話し合おう？」

「ニグ、ニグ、ニグー」

　どうやらグールさんは俺のラブより俺の体にくの方がお目当てらしい……これも肉食系になるんだろうか？

「こうなりゃ、必殺振り回し！」

　グールの弱点が分からないから、滅め茶ちや苦く茶ちやにズダ袋を振り回す。ズダ袋が鳩尾みぞおちに当たると、途と端たんにグールの体が崩れ落ちた。

「……鳩尾にある魔石で動いていたのか……うぉっぷっ」

　安心して気付いたんだけど、腐臭と死臭が混じり合い物凄い臭いになっている。そしてグールの顔がじっと俺を見ている……ゲームと違って魔物を倒しても、死体は消えないらしい。

　二体と戦っただけなのに、精神力も体力も限界だ……こんなんで強くなれるんだろうか？

（もう、無理だ……取り敢えず外で休もう）

　こんなリアルホラーハウスにいたんじゃ俺の心が持たない。

　森の出口に近付くと、爺ちゃんが身じろぎ一つせず立っていた。その視線は、じっと死者の森を見据えている。

（待つ身も辛つらいか……俺に何かあれば母さんに恨まれるのは爺ちゃんだよな）

　自分の頰ほおを強く張って気合を入れ直す。

　魔王軍との戦いになったら、死は今以上に身近なものとなるだろう。その時、自分や大切な人を守れるかどうかは、今にかかっていると言っても過言ではない。

（勇者達の二倍戦って初めて対等になるんだ。ここで逃げたら、これまでの努力が無駄になる）

　気合を入れ直して、再び森の中に突入。ロッコーさんから教えてもらった回復魔法のお陰で、体に傷はないが服は無む残ざんなまでにボロボロになった。

　日が暮れ入り口に戻ると、爺ちゃんの顔に安あん堵どの笑みが浮かんだ。

「無事に帰ってきたようだな……ジョージ、悪いが明日からは王都に行かなければいけなくなった。騎士団を護衛に付けるから、残りの日も頑張ってくれ」

　……明日は自主休業にしようと思ったんだけども、護衛きしだんが付いて来るんじゃさぼれそうにない。

（残り五日頑張りますか）

　それから五日間、死者の森で戦闘に明け暮れた……確かに強くはなれたが、それから二週間ほど、俺は食欲不振に陥った。
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　死者の森から帰ってきて初めての日曜日。俺はパソコンを使って仕事に励んでいた。食欲不振だからって、仕事は待ってくれないんです。

（歌でも歌ってテンションをあげるか……いくぜ、完全無欠のロ○クンローラー、ジョージバージョン！）

　朝も早はよからキーボード、カタカタ。ジョブズになりすます。プロッグラマーッ!!　……完全無欠のプログラマー。byジョージ。

　異世界でもエクセルさんは大活躍です。データを抽ちゆう出しゆつしてソートをかける。

　爺ちゃんが行った炊き出しは、凄く好評だったらしく、一時期は王都でも爺ちゃんの話題で持ち切りになったそうだ。そうすると二匹目のドジョウを狙う輩やからが出て来る。爺ちゃんへの対抗心からか、マリーナ達四人が炊き出しを始めたそうだ。勇者の子孫による炊き出しは瞬く間に王都中に広がり、さすがはブレイブ・アイデック様の子孫だと褒め讃たたえられている。

　問題は持ち出しで炊き出しをしているって事だ。アニエスとベルは領主の娘だし、ヴァネッサのフレイック家には大勢のパトロンがいる。

　問題はマリーナだ。ボルフ先生に調べてもらったところ、炊き出しはライテック家の家計を圧迫しているらしい。ボルフ先生がマリーナ達の炊き出しを調査している時に、偶然シャイン君と会って〝ジョージ様にご相談をしたい事があるんですが〟と頼まれたそうだ。

　仕事が一区切りついたので、ロッコーさんを呼んでもらう。今回の計画にはロッコーさんの協力が不可欠なのだ。

「ジョージ様、失礼致いたします」

「ロッコーさん、これが例の資料です」

　前に作っておいた企画書にデータを添付してロッコーさんに手渡す……端はたから見たらロッコーさんの方が上司に見えるんじゃないだろうか。ロッコーさんがやり手のビジネスマン、俺は脇役のオタクな部下だろうな。

「それがジョージ様のマジックアイテムですか……ほう、これはこれは」

　俺が手渡した資料を見た途端、ロッコーさんが邪悪な笑みを浮かべた。

「マジックアイテムと言うか、前世で俺が持っていた道具パソコンをレコルトでも使えるようにしてもらったんですけどね。資そ料れ使えますか？」

　今回の企画書のタイトルは〝勇者の子孫と行う合同炊き出し会〟。

　マリーナ達が行った炊き出しに並んでいた貴族や騎士の資産状況が添てん付ぷしてある。

　これだけ盛せい況きようになると、炊き出しを止めるのは難しいだろう。でも、ライテック家の家計は苦しい。そしてウォーテック家やアーシック家も自領で炊き出しをするならともかく、王都での炊き出しにいつまでも金を出していられない。現に、ウォーテック領では不満が噴出し始めているらしい。でも、炊き出しは止められない。

　そこでアニエスはロッコーさんにハイードロ教を通じて寄付を集められないかと相談してきたそうだ。以前のロッコーさんならアニエスの相談を優先したんだろうけれど、俺が高位の神使と契約している事もあり、どうすればいいかと相談を持ちかけられたのだ。

　つまりこのままでは、寄付金を取られかねない。断ってもいいんだけれども、悪い噂を広められる危険性がある。独立を目の前に控ひかえているこの時期に悪評が広がるのは危険だ。

（シャイン君の相談も、炊き出し絡がらみだろうな）

　それならいっその事、炊き出し会を利用してやろうと考えたのだ。

「一口五万ストーンで炊き出しの手伝いに参加、十口買えば炊き出し終了後に行われる勇者の子孫達との慰い労ろう会かいに参加出来て、五十口で自領での炊き出しを行えると……ボーブルからは食材を市価より格安で提供するんですね」

　市価より安くってのが大切。それでも貴族の自宅に納入される時の価格を参考にしてあるから、赤字にはならない仕組みなのだ。

「ええ、運営はハイードロ教にお願いします。脇で無む償しようで治ち癒ゆをしたら面白いんじゃないですかね」

　信者獲得には、もってこいのイベントである。

「ハイードロ教の司祭としては諸もろ手てを挙げて賛成しますが、ボーブルの外交担当としてはもう一押し何か欲しいですね」

　ロッコーさんは永年ハイードロ教で司祭をしていたからオリゾン中に顔が利く。外交担当には打って付けの人材なのだ。

「それに喜んで参加する奴を選別するのと、各地の貧民街の場所を確認したいんですよ。一番の狙いは、公衆衛生部門の人材確保と貧民に陥った理由を知る事ですよ」

　公衆衛生は徹底したい事業の一つだ。でも、ボーブルは景気がいいから汚物処理をしなければならない公衆衛生部門の職員の成なり手てが不足している。だから貧民救済をお題目に掲げて、人材不足も解消するのが狙いだ。

　無論、定期雇用だし制服も貸たい与よする。ついでに専用の浴場も設置する予定。

「貧民に陥った理由を直接聞いて、他領の暗部を探ろうって腹ですか」

　レコルトの情報は口伝が主流。紙の媒体もあるが、自領の暗部は情報統制が敷しかれているから入手が困難なのである。

「ええ、王都の貧民街にいる人達を大別したら他領から逃げて来た人・何らかの理由で働けなくなった人・働く気がない人・後ろ暗い過去を持つ人でした。ちなみに貧民街にはドワーフが増えているそうですよ」

　貧民街ドワーフに関しては工業ギルドで面接を受けてもらった。技術力の高い人は工業ギルドへ、戦闘力の高い人は兵士として起用する予定だ。













　シャイン君との待ち合わせの日、俺おれはカリナと二人で下校していた。年齢的にストライクゾーンから外はずれるとはいえ、やはり美少女との下校はウキウキする。

「ジョージは冬休みはどうするんだい？　貴族様だからバカンスにでも行くのか？」

「独立の準備でそれどころじゃないよ。仕事とお付き合いパーテイーで年末年始も休みなしだっての」

　ちなみに太陽生誕祭は王家のパーティーに呼ばれている。今年のクリスマスは、腹黒のおっさん達に囲かこまれてすごすわけだ。




「パーティーね。あたいは出た事ないけど華はなやかで楽しいんだろ？」

　言葉遣いは男っぽいが、カリナも年頃の女の子。華やかなパーティーに憧あこがれるんだろう。

「パーティーの参加者は二つに分けられるんだ。領主とその子供達にね。子供達はお喋しやべりやダンスで交流を深めるけど、俺は領主側だから腹の探さぐり合あいさ。それでも参加しなきゃ得られない情報や人脈があるから、サボれないし」

　領主側も子供側もパートナー連れが大たい半はんだけど、俺はボッチ参加である。正確には爺じいちゃんの腰こし巾ぎん着ちやく状態での参加だ。うちの事業に興味を持つ人は少なくなく根ね掘ほり葉は掘ほり聞いてくる。しかし、爺ちゃんローレン・コーカツの小こ判ばん鮫ざめになれば、やましい考えを持った連中は近付いて来ないという算段だ。

「パーティーも仕事のうちって事？　それって、楽しくないだろ」

　貴族のパーティーと言えば聞こえはいいが、俺にしてみれば会社の懇こん親しん会かいと変わらない。偉い人に頭を下げゴマをする。リーマン時代は、終わってからの気のおけない仲間との二次会の方が楽しみだった……ああいう時に出てくるホテルの飯めしって、当たりが少ないんだよな。

「普段は会えない先達の言葉を聞けるから有あり難がたいよ。何より流行に疎うとい俺には情報を仕入れる格好の場所さ」

　中身はともかく、俺はこの世界では名実ともに何も知らない若じやく輩はい者ものである。無知を嘲あざ笑わらわれない若造のうちに、吸収出来るものは吸収しておきたい。

「相変わらず親父おやじ臭くさい考え方だね。うちの親父も言ってたよ。〝ジョージ様と話をしてると、中年の勤つとめ人と話している感じがする〟って……ところでパーティーにマリーナを誘うのかい？」

　さすがは客商売のプロ、それ大正解です。カリナの親父さんは獅し子し人びとだけあり、中々の強こわ面もてである。

「一応、声はかけたよ。かけなきゃまずいし……参加するか断るかはマリーナの自由だけどね」

　誘いに乗ってくれて不ふ仲なか振ぶりを知られたらマイナスにしかならないから、マリーナが断ってくれるのが理想だ。

「さすがに断らないだろ。マリーナの家ってあんたの家から援助を貰もらって生活してるんだろ？　……着いたね、今日は何を食べるんだい？」

　最近、カリナの店で飯を食うのが日課になっている。もはや常連さんである。

「チキンカツ定食を貰うよ。シャイン君には好きな物を選ばせてやって。それと、もう一人来るから頼むよ」

「はいよ、マッシュポテトは大盛りね」

　店に入ると、既すでにシャイン君が待っていた。相変わらずの美少年におじさん完敗です。

「ジョージ様、今日はわざわざすいません」

　シャイン君は俺を見つけるなり、礼法通りの折り目正しい挨あい拶さつをしてくれた。見た目良し、家柄良し、剣術も魔法も一流。シャイン君のクラスメイトはコンプレックスを感じまくっていると思う。嫉しつ妬とで逆さか恨うらみされなきゃいいけど。

「大丈夫だよ。ここで飯を食うのが俺の日課だし。相談はマリーナさんの炊き出しだろ？」

「はい、ジョージ様のお陰かげで僕の習い事が家計を圧あつ迫ぱくする事はなくなりました。でも、今度は姉の炊き出しが家計を圧迫し始めて……姉は苦しんでいる人を見すごせないって言いますけど……」

　そりゃそうだ。俺がパトロンになり服屋や塾に話を持ちかけた事で、シャイン君の習い事代は無た料だになった。それでも無収入の個人が貴族とお付き合いするには金は幾いくらあっても足りないだろう。ましてやシャイン君の父親リヒトはライテック家の当主、一族の慶けい弔ちようを無視する事は出来ない。往おう事じの栄光を覚えているリヒトなら尚なお更さらだ。

「それでもマリーナさんは止める気がないんだろ？」

　勇者の子孫という事はマリーナやリヒトのアイデンティティーであり、プライドだ。炊き出しをして、〝さすが勇者の子孫〟と褒ほめ讃たたえられる事は、この上ない喜びだろう。

「はい、誘ってくれたアニエス様の手前、自分からは辞やめにくいようで」

「要は家計に負ふ担たんをかけずに炊き出しが出来ればいいんだろ？　……ロッコー、来てくれ」

　予あらかじめ他のテーブルに待機していたロッコーに声をかける。仕込みって大切です。

「シャイン様、いつもジョージ様がお世話になっております。私はロッコー・ウォーター、ハイードロ教の司祭をしている者です。ジョージ様と相談してマリーナ様達の手助けが出来ればと考え、勝手ながら出資者を募つのりました。お姉様にこれをお渡し下さい。アニエス様には私が話をして既に了承を得ています」

　ロッコーさんがシャイン君に手渡した書類には出資者の名前や炊き出しの日にちが明記されている。炊き出しの日にちと、俺がマリーナを誘ったパーティーの日にちが重なっているのはあくまで偶然だ。少しだけ日程調整はしたけど。

　書類を見たシャイン君は目を丸くして驚いていた。そして安あん堵どからか、少しだけ涙をこぼした。

「ジョージ様、何からなにまでありがとうございます。せめて光の神フォース様に祈りを捧げさせて下さい」

　シャイン君が熱心に祈りだすと、俺の体を光が包みだした。

　そして脳内に機械的な声が響く。




『我が使徒シャインの祈りに応えジョージ・アコーギにシャイニングボディを授さずけます』















　乙女の祈りって、男が祈ってもオッケーだったのかよ……この場合は男闘命おとめの祈りとでも言うべきか。どうやってマリーナに祈ってもらうか悩んでいた俺にとってはまさしく棚ぼたである。

　これで虫に刺されて感染症にかかる心配がなくなった。ちなみにゲームではジョージが駄々をこねまくって祈ってもらっていた。

　シャイニングボディは経験を積めば属性防御も可能らしい。

　今のところは防寒ぐらいにしか役立たなかったけど。
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　今日はいよいよ太陽生誕祭、日本で言う冬とう至じにあたりオリゾンが一年で一番賑にぎやかになる日である。

　生誕祭は誰もがハッピーになる最高の日なんて言葉もあるくらいだ。

　雰ふん囲い気き的にはクリスマスの方が近いかも知れない。

　既に日は暮れているが王都はいつも以上に賑やかで、街道を歩く人達は皆楽しそうな笑顔を浮かべている……でも、今の俺には作り笑顔を浮かべる余裕すらない。

　王様からパーティーの招待を受けたのはいいが、ここ数日は緊張の余あまり熟じゆく睡すい出来ないし、食欲も湧わかない。今日に至いたっては夜明け前から目が覚めたというのに、何も食べていないのだ。

（えーと、爵位が二つ以上上の人には、自分から挨あい拶さつをせずに声をかけてもらうのを待つ。近くでプライベートな話が始まったら、そっと距離を置く……駄目だ、想像しただけで胃がキリキリと痛む。ミケに頼んで、胃薬を取り寄せてもらおうかな……）

　王家が主催するパーティーだけに重要視されるのは爵位。爵位によって乗っていける馬車や連れて行ける配下の人数まで決まっている。

　俺は爵位がないので、一代爵位である男爵の下、特別参加枠になるらしい。馬車は一頭立てで、配下は二人まで連れて行けるそうだ。

　俺に付いて来てくれるのは、内政のベテラン、ギリルさんと外交担当のロッコーさん。二人ともリュミエール城には何度も行った事があるらしく、余り緊張していなかった。

「ジョージ様、下ばかり見ていると馬車に酔よいますよ。お顔の色が悪くなっています」

　ギリルさんはそう言うと、心配そうに俺の顔を覗のぞき込こんできた。

「すいません、もう少し復習させて下さい……それと顔色が悪いのは、緊張とプレッシャーのせいです」

　俺が見ているのは、サンダ先生に作ってもらったパーティーでの注意事項が書かれた小冊子だった。今回のパーティーは国中から貴族や豪商が集まるから、小さなミス一つでも命取りになりかねない。礼儀作法から外れた行動を愛あい嬌きようと感じてもらえるには、ある程度の魅力やカリスマが必要だと思う。俺の場合は残念ながら両方とも及きゆう第だい点てんにほど遠い。

「パーティーで話をする方は、もう決まっているんですか？」

　ロッコーさんがわざわざ話し相手を確認してきたのには意味がある。今回の参加人数はかなり多いらしく、一人一人と話をしていたらすぐにタイムオーバーになってしまう。俺みたいな弱小領主には爵位が上の人の挨拶を気付かない振りしてスルーしたり、話が長くなったからといって途中で中断する権利なんてない。だから会話したい人を予め決めて動くしかないのだ。

「イジワール公爵様には、挨拶をしておきたいですね。来年はイグニス荒こう野やに行きたいですし」

　イグニス荒野は火の魔石の一大産地で、当然火炎属性の魔物が多く出没する。つまりイグニス荒野で戦えばシャイニングボディの火炎属性防御力を上げられるのだ。火傷やけどは二十パーセントで重症、五十パーセントで死亡の危険があるというから優先して上げておきたい。

　レベルが上がればドラゴンのブレスを浴あびても平然としていられる勇者達と違い、俺みたいな凡人は対抗策を講こうじておかないと火炎属性初級魔法パイロボール一つが命取りになりかねない。

「ローレン様はイジワール公爵と親しい間あいだ柄がらですから、お側そばにいれば優先的に挨拶を出来ると思いますよ」

　ギリルさんの言うとおり、爺ちゃんとイジワール公爵は絶対に話をすると思う。それに爺ちゃんの側にいれば面倒な輩やからに絡まれる危険性も減へる。

　俺が関わりを避けたい人は、色々ときな臭い噂うわさが絶たえない闇のナイテック家、爺ちゃんと一ひと悶もん着ちやくあった火のフレイック家、ボーンタの一件で逆さか恨うらみされてそうなオッニゾーリ子爵。

　避けたいけど避けられないのは、アランとマリーナの父親リヒト・ライテック。

「ジョージ様、ウォーテック家の当主リップル様がジョージ様と話をしたいそうですが」

　ロッコーさんの突然の発言で胃の痛みが更にました。

　リップル・ウォーテック、ハイードロ教教皇兼けんウォーテック家当主。そしてアニエスの父親である。当たり前だがその権力は絶ぜつ大だいで、逆らっても一文の得にもならない。

「例の合同炊き出し会の件ですか？」

　合同炊き出し会は俺がドン引きするほど、出資者が集まった。集まったのは貴族や豪商の息子達。マリーナ以外のヒロインには婚約者がいない。あわよくば仲良くなって恋人になろうって魂こん胆たんなんだろう。

　そしてマリーナに婚約者がいるといっても、仲も悪いしスペックも低い。借金を肩代わりさえすれば自分達にもチャンスがあると思っているそうだ。

　ちなみにスペックの低い婚約者ってのは、俺の事である。

　でも、これでシャイン君が修行に専念できると喜んでいたから良しとしよう。

　ちなみにマリーナとアニエスは、今日も炊き出しに精せいを出しているそうだ。

　マリーナ達と太陽復活祭を過ごせるとあってか、今回はかなりの人数が炊き出しに参加しているらしい。主な参加者は貴族の次男や三男。長男は王家のパーティーに参加して、次男や三男は勇者の子孫が開催する炊き出しに参加して領民の心象を良くしようって、算段なんだろう。

「ええ、普段は寄付を出だし惜おしむ貴族も炊き出し会には積極的に参加していますから」

　勇者ブレイブ・アイデックは三百年経たった今でも国民的英雄だ。当然、勇者の子孫も人気が高い。ハイードロ教の寄付に辟へき易えきしてる貴族でも、勇者人気にあやかろうと炊き出し会に積極的に協力している。

「むしろお願いしますよ。勇者の子孫に嫌われっぱなしはまずいですし」

　若い娘こに好かれる自信はないが、精神年齢の近い男性なら感じてもらえるものがあるはず。おじさんと若い女の子は別生物と言っていいくらい価値観が違うもんだ。

「リップル様は歳は若いですが、しっかりした考えの方です。きっと大丈夫ですよ」

　確かリップルの歳は百歳だったはず。エルフの年齢感覚も人間とは違うようだ。
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　普段、リュミエール城の周囲三キロメートルは関係者以外立ち入り禁止になっている。つまり俺もリュミエール城を間近で見るのは初めてなのだ。

　高さおよそ二十メートルを誇る巨大な城は見る者を圧倒する。

　大きさで言えば東京のビルの方が圧倒的に大きいんだが、王リユミエール城じようには何とも言えぬ迫力があった。

（へ、兵士の威い圧あつ感かんも半はん端ぱじゃねぇー。それに参加者が、きらびやかすぎて俺が場違いすぎるっ!!）

　城に圧倒され、更に兵士のド迫力に気け圧おされて城に入る前からノックアウト寸すん前ぜんである。それに俺以外の参加者はお洒落しやれな格好をしている人ばかりで、凄すごく気き恥はずかしい。

　ゲームでもリュミエール城は度たび々たび登場する。勇者は城にズカズカ入っていくし、宝物庫も平気で開ける……正に勇者だ。

　ちなみに俺は廊下に引かれた絨じゆう毯たんを歩く度ど胸きようがなく、従業員用通路を歩いていた。緊張のため、動きもぎこちなく手と足が同時に出てしまう。

　爺ちゃんという後ろ盾がいるとはいえ、俺は爵位すら持っていないペーペー領主。王城では吹けば飛ぶような存在。

（しっかし本物はここまで豪華だったんだな。まっ、余り細部に拘こだわっても容量の無駄だし）

　城は至る所に細やかな装飾が施ほどこされていた。もしこれを、そのまんまリアルに再現したら、容量やコストが膨れ上がってしまっただろう。ドアノブの装飾を再現するために、イベントや魔物が少なくなったりしたら本末転倒である。

　一際豪華な扉を開けると、軽やかな音楽が聞こえてきた。汚れ一つない純白の壁、踝くるぶしまで埋もれそうな真っ赤な絨毯、豪華な食事……絵に描いたようなパーティー会場である。

（……マジかよ、なんつー広さだ!!　ここで野球が出来るんじゃねえか？　あれが宮廷楽団か）

　宮廷楽団、トップクラスの演奏者のみが入団出来る王家専属のオーケストラ……俺が楽団を持てたら、オーケストラで80年代のＪポップやゲーム音楽を演奏させてみたい。

「ジョージ様、あちらにローレン様がいらっしゃいます」

　ギリルさんの視線の先にいたのは物々しい集団。服装も華か美びな物ではなく、一見すると地味な物。しかし、使われている素材や仕立てをきちんと見ると高価な物だと分かる。

　ギリルさんが元コーカツ家の家臣だった事もあり、すんなりと受け入れてもらえた。アウェー感が半端ないが、背に腹は変えられない。目立ちたくないし、小判鮫は端はしっこで大人しくしていよう。

「ジョージ、よく来たな。こっちに来い」

　そんな俺の思いを知ってか知らずか、爺ちゃんはド真ん中に俺を呼び寄せてくれた。

「コーカツ公爵様、お久し振りでございます。私はこのような素晴らしいパーティーは初めてですので、ご指導お願いします」

　孫だからといって、馴なれ馴なれしい態度を取ったらコーカツ家の家臣団は面白くないと思うので、仰々しいまでに礼儀正しくしておこう。

「ジョージ、ボルフから聞いているぞ。緊張で飯を食べていないらしいな」

　爺ちゃんはそう言うとニヤリと笑った。ちなみにボルフ先生は〝太陽生誕祭は女とすごす〟と言って有給をとっている。

「これはお恥ずかしい。死者の森で修業して強くなれたつもりでしたが、まだまだですね」

　ボルフ先生は爺ちゃんとの連絡役もしてくれている。その時に色々と報告しているようだった。

「それでどれくらい強くなれたんだ？　例えば、ボルフとの実力差はどうだ？」

　正直な話、魔物は楽に倒せるようにはなったが、レベルがないのでどれくらい強くなれたかなんて分わからない。

「未いまだに負けっ放しです」

　五日間程度の修業じゃ先生達との溝みぞは埋うまらないらしく、未だにボロ負けしている。

「ボルフの奴〝まだジョージ様より弱くなる訳にはいきません〟と言って、死者の森で魔物と戦っていたんだぞ。サンダも〝私はジョージ様の盾でございます。盾が持ち主より弱い等言語道断です〟そう言って死者の森で魔物と戦っていたんだぞ」

　だから二人とも、死者の森に付いてこなかったのか……何ともありがたいツンデレ先生達である。

「素晴らしい先生を紹介して頂き、感謝致します」

　爺ちゃんと絆きずなの神リヤン様に感謝する。

　二人とも……いやロッコーさんやギリルさんも俺みたいな平凡領主には勿体ない人材なのだ。

「その心掛けは大切だぞ……さて、イジワールの顔を見に行くか」

　キョーユウ・イジワール、冗談みたいな名前だが、その実力は凄すさまじい。国のためなら、英雄の子孫を平気で陥おとしいれる。

　麦の値が高こう騰とうした時、イジワール公爵は非合法な手段を使って、値を落ち着かせようとしたそうだ。それに嚙かみ付ついたのが当時王宮騎士だったマリーナの父親リヒト・ライテック。イジワール公爵は策の邪魔をさせないために謀む反ほんの罪をでっち上げてリヒトの騎士資格を剝はく奪だつしたという。

「まだ心の準備が……って爺ちゃん、聞いている？」

「聞いてる、聞いてる。可か愛わいい孫の話はちゃんと聞いているぞ……後から俺とキョーユウにも、合同炊き出し会の資料を貰えるか？」

　壁に耳あり、障しよう子じに目あり。情報収集に関しては、爺ちゃんの方が何枚も上手らしい。

　イジワール公爵の顔を見た途端、弱っている胃が悲鳴をあげだした。

（やばい、絶対にやばい。マフィアのドンみたいな人がいらっしゃる）

　体は小柄だが、ふてぶてしい強面の顔は泣いた子が引き付けを起こすレベルである。

「これはこれは、コーカツ卿きよう。ほう、そちらにいるのは自慢のお孫さんですね」

　イジワール公爵は、そう言うとニヤリと笑った。今なら蛇に睨にらまれた蛙の気持ちがよく分かる。

（今のは挨拶に入るか？　いや、直接声をかけられてはないから直じき答とうはまだアウトだ）

「ああ、孫のジョージ・アコーギだ。来春から独立するから目をかけてやってくれ」

　一瞬、俺とイジワール公爵の視線が交こう錯さくした……正直、チビりそうだ。

「……礼儀は弁わきまえているようだな。お前ローレンに言われなくても、ボーブルには屑くず魔ま石せきの処理で取り引きがある……ジョージ殿どの、たまには俺も面白い話を聞かせてはくれないか？」

「お、お初にお目にかかりましゅ。ジ、ジョージ・アコーギでございましゅ。来春にでもイグニス荒野にお邪魔しようと思っておりますので、その時にゆっくりお話を聞かせてくだしゃい」

　嚙みまくりである。美少女だと嚙んでも萌えになるが、ブサメンが嚙むとただみっともないだけだ。

「ジョージ、私はイジワール卿と内々の話がある。お前も皆様に顔を覚えて頂けるよう、頑張りなさい」

　爺ちゃんとイジワール公爵の話となると、国の中枢に関わる事だと思う。そんなの聞いた日には、胃潰瘍になりかねない。ギリルさんはコーカツ家の元同僚と話があるとの事で、ここで別れた。

「ジョージ様、次はリップル様の元へご案内します」

　俺が爺ちゃんの側から離れたとたん、ロッコーさんが申し出てきた。ロッコーさんは俺の返事を待たずに足早に歩き出した。立場上、ロッコーさんは俺の意見に逆らえない。だから勢いに任せてリップルの元に連れて行くんだろう……俺の扱い方分かっているじゃないか。胃を休めたいのに、逆らえない小心者の領主なのだ。

　案内されたのは、イジワール公爵と違う意味で近づくのがためらわれる集団だった。

（さすがはエルフ。美男美女しかいない）

　俺が混じったら、掃はき溜だめの中の鶴つるならぬ、鶴の中の掃き溜めになってしまう。

「リップル様、ジョージ・アコーギ様をお連れしました」

「叔父上、お久し振りでございます。お元気そうで何よりで」

　ロッコーさんとリップルの挨拶を見たエルフの方々が嬉うれしそうに微笑ほほえむ。場の雰囲気こそ和なごやかであるが、近づくのをためらってしまう。

　ダチに誘われた飲み会が予想を上回るリア充イベントだった時を思い出す。取締役とかモデルとか反則だっての。

「君がジョージ君だね。叔父上から色々聞いてるよ。特に今回の合同炊き出し会のアイデアは面白かったな。どこであんな事を思い付くんだい？」

　リップルは俺にも気さくに話しかけてきた。

　どこでってあれはアイドルイベントの丸パクリです。

「お、お初にお目にかかりましゅ。ジ、ジョージ・アコーギでございましゅ。合同炊き出し会はたまたまでございます」

　今日二度目の嚙みである。

「そう、ちょっとロッコーを借りていいかな？」

　あれだ、リップルは気さくなんじゃない。俺を相手にしてないだけだ。

　多分、ロッコーさんから合同炊き出し会を考えたのは俺だと聞いて品定めしようとしたんだろう。いざ会ってみると奇き策さくを考えた少年は、自分に恐れをなし萎い縮しゆくしていた。だから取るに足らない小物だと判断したんだと思う。

「分かりました。それでは、失礼します」

　正直、色々と限界である。これ以上の接触は体に悪い。

（どうする？　どこに逃げる？　そうだっ）

　幸いな事に皆話に夢中で誰も俺に注目していない。素早く部屋の隅すみに移動。

（シャイニングボディ……セレクトホワイト）

　一瞬で、服や髪が白くなり、壁に溶とけ込こむ。元々、存在感が薄かったのに加えて保護色となった俺に誰も気付かない。

　そのままパーティーは無事終了した。

（やばっ、アランと挨拶してない）

　まあ、アランもリヒトも俺を探す気配すらなかったから、セーフとしておこう。

（そういえば今日クリスマスだったんだよな）

　ボッチとはいえ、せめてチキンくらい食いたかったのに。その日、俺はベッドでちょっとだけ泣いた。
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　年は変わり、もう二月である。

　夜中から降り続いた雪は王都を一面の銀世界へと変えた。新雪を踏ふみしめる度にキュッキュッと鳴いて、なんとも懐なつかしい気持ちにさせられる。

「寒いだよー。ジョージ様は、そんな薄着で平気なんだか？」

　モコモコに着ぶくれしたドンガが、信じられない物を見るような目で俺を見てきた。

「お前こそ毛皮の上に、そんなに厚着をして暑くないのか？」

　前世が雪国生まれの雪国育ちだから、寒さには慣なれている。それに最近では熟練度を上げるために、普段からシャイニングボディを使用しているから薄着でも平気なのだ。

「そんなの熊人差別だー。毛皮があっても寒いものは寒いだよー」

　ドンガはそう言うと、腕を組んでブルブルと震えだした。同時に先輩女子から湧き上あがる〝ドンガ君可愛い〟の声……この年上キラーグマめ、お前にはシャイニングボディは使ってやらん。

「ったく、子供は風の子だろ？　放課後に外で遊べば寒さに慣れるんじゃないか」

　俺は大人だからヌクヌクした部屋で執しつ務むをしているが。

「そんな事して風邪をひいたら困るだよー……そういえばもうすぐウィンターギフトデイが来ますだよ。ジョージ様、今年は誰からか貰えそうだか？」

　ウィンターギフトデイは、日本でいうバレンタインみたいな行事。その昔、勇者ブレイブ・アイデックに幼おさな馴な染じみの少女が冬の冒険で風邪をひかないようにと、手て編あみのマフラーを贈ったのが始まりだという。余よ計けいな事をしやがって。

「母さんと妹アミかな。お前はどうなんだ？」

　毎年俺にくれるのは、身内のみだ。ウィンターギフトデイには、心の籠こもった手造りの物を贈るのが慣かん例れいである。つまり、かなり親しい仲でないと貰えないのだ。

「うー、ジョージ様どうすればウインターギフトデイに、女の子からプレゼントを貰えるだか？」

　この年上キラーグマ、非モテの俺にそれを聞くか？

「勉強をしなきゃ、テストでよい点を取れないだろ？　それと一緒で、今から慌てふためいても遅いよ。普段から女子と仲良くしていれば貰える可能性も高くなるさ……義理はな」

　あくまでポイントを稼かせいでおけば義理は貰える可能性があるって話だ。まあ、イケメンはそんな事をしなくても貰えるらしいけど。ゲームでもジョージはマリーナから貰えていなかった……俺も一度も貰ってないし。

「義理でもいいから、ウォールナットさんから貰えないべかー」

　そういえば、俺もドンガぐらいの年の時は好きな子から貰えたらって妄想したもんだ。

「期待しないで待っていろ。見ていてくれる人は、見ているよ……多分」

　ちなみに俺はウィンターギフトデイ当日はギリギリに登校して、速そつ攻こう帰る予定だ。でも、あくまで仕事が詰まっているからだ。貴族の奥様から頼まれた女性が楽しめる施設。突貫工事に次ぐ突貫工事で、今年の夏には完成予定である。そこで働いてもらう従業員の募集をしなきゃいけないし、何より独立にむけて時間に余裕がないのだ。

　仕事があるって言い訳は、こういう時に便利。
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　その日の放課後、俺はボルフ先生と合流して冒険者ギルドに向かっていた。

　冒険者ギルドはゲームにも出てくる。

　主人公は冒険者ギルドで依頼を受け、お金を稼いだり経験を積つんでいく。依頼を多くこなすと、名声値が高まる。そうすると、高ランクの依頼を受ける事が出来たり、強力な仲間をパーティーに加えられるようになるのだ。

　でも、俺が冒険者ギルドに来たのは依頼を受けるためではなく、依頼を出すためだ。ちなみにボルフ先生に付いて来て貰ったのは、冒険者が貴族を嫌うからである。

　ボルフ先生はアサシン時代、怪あやしまれずに目的地へ侵入するために冒険者をやっていたそうでギルド慣れしているとの事。

「まさか、またここに来るとはね」

　冒険者ギルドに向かう途中、ボルフ先生が感かん慨がい深ぶかげに呟つぶやいた。

「ボルフ先生の冒険者ランクは何だったんですか？」

　冒険者ランクの最高位はＬレジエンド。そこからＳ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄとなっている。ゲームでレジェンドクラスになれるのは、クリア後。そうすると隠しダンジョンに挑めるようになる。ちなみに隠しダンジョンに出てくるボス〝記憶をなくした冒険者〟は鬼畜仕様。直接攻撃をすると〝カウンター・絶ぜつ〟が発動する。本当は何ターンかに一度〝ドミネート〟というスキルを使い、仲間を操るって設定だったが、余りにも反則すぎて中止となった。

「俺のランクはＣだよ。依頼を受けるのは、目的地に行くための方ほう便べんだったからな」

「そうですか。ギルド長に会う事は出来ますかね？」

　ここでＣランクを弄いじったりしたら、地獄の特訓が待っている。華麗にスルーした方が安全だと思う。

「いい加減自分の立場ってやつを自覚しろ。自分で依頼に来る貴族なんていねえぞ」

　普通は執事や騎士が依頼に来るそうだ。でも、今回は交渉をしなければいけない……何より異世界転生ではお約束の、冒険者ギルドを見てみたかったのだ。

「立場って言われても爵位すらない、なんちゃって貴族なんですけど」

　よく考えたら、こんなに立場の逆転した主従もいないと思う。

「さて、着いたぜ。ここが冒険者ギルドの総本部だ」

　それは要塞にも見える堅けん牢ろうな建物。入り口付近には、チンピラみたいな人達がたむろしている。俺一人だったら絶対に回れ右をして帰っていたと思う……あれは営業妨害にならないんだろうか。

　……おかしい、ゲームではビキニアーマーのお姉さんや元気な獣ケモ耳ミミ少女が沢山いたのに、ギルドの中は閑かん散さんとしていた。

「随ずい分ぶん、人が少ないですね」

「新しい依頼が貼はられるのは午前中だからな。今いるのは依頼を達成した奴か、入り口にいた連中みたいにたかり目的の奴だけさ」

　なるほど、依頼を達成した人に飯や酒を奢おごってもらうのが目的なのね。

「おや？　犬っころじゃないか、珍しいな……おっと犬臭くなるから話しかけるなよ。俺と話したきゃＡランクになりな。……隣となりにいる生意気そうなガキは護衛対象者か？」

　受付の猿人の男性が暴言を吐いてくる。冒険者ギルドの受付は、ランクによって違うそうだ。高ランクを担当する職員は、変なプライドがあり下位の冒険者を見下す。ゲームでも上位の担当者に話しかけると〝お前はあっちだ〟と追い払われる。その代わり自分の受け持ちには親身になって接するらしい。

「始めまして。ボーブル領領主ジョージ・アコーギです。それとボルフはうちの騎士なので、立場を弁えた言葉を使って下さいね」

　なんだかんだでボルフ先生には世話になりっ放しである。これくらいのＤＱＮ返しはしておきたい。

「ジ、ジョージ・アコーギ……ローレン公爵のお孫様がなんで」

　……アラン・アコーギの息子じゃなくローレン公爵の孫なのか。

「ギルド長はいますか？　依頼に来ました」

　俺が出したのは護衛依頼。ただし女性冒険者限定である。
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　ウィンターギフトデイ当日、教室ではみんなソワソワと落ち着きがなかった。男子は女子の動きに一いつ喜き一いち憂ゆうしているし、女子もプレゼントを渡すタイミングを今か今かと見計らっている。

（やっぱり中学生になると、急に色気づくな……うん、青春、青春）

　しかし俺は青春とは縁がないらしく、何もないまま放課後を迎えてしまった。

（だ、大丈夫俺にはアミがいる）

　きっと城にはアミからのプレゼントが届いているはずだ。仕事も詰まっているから、すぐさま玄関に直行。ドンガ達はもう少し残っていくそうだ。

　誰にも呼び止められないまま、玄関に到着。靴箱に手をかけようとしたら、誰かが近付いてきた。

「ちょっと、待ちなよ……はい、プレゼント。か、勘かん違ちがいするなよ。義理だぞ、義理。いつも世話になっているから、親父達がもっていけってうるさく言うからさ……」

　顔を真っ赤にしたカリナが差し出してきたのは、不格好な手袋。俺は食堂の常連だし格安で食材も渡している。だから親父さんが気を利きかせたんだろう。

「あ、ありがと。嬉しいよ。ありがたく使わせてもらうよ」

　やばい、義理と分かっていても勘違いしそうだ。

「べ、別に無理に使わなくてもいいんだからな。あ、あんたがいつも寒さむそうな格好をしているから……」

　学校でシャイニングボディの事を知っている奴はいない。雪が降っても薄着でいる俺を見て心配してくれたんだろう。

「カリナ、心配してくれてありがとう。嬉しいよ」

　ちなみに婚約者マリーナからプレゼントを貰った事は一度もない。本領から俺名義でプレゼントを贈っているらしいが、お礼もなかったりする。

「か、勘違いするなよ。常連のあんたが風邪をひいたら、店の売り上げが落ちるからだぞ。ほ、本当だからな。あたいはもう帰るけど、絶対に勘違いするなよ」

　カリナは耳まで真っ赤になっている……甘すぎる展開におじさんドキドキしています。

「さっそく使わせてもらうよ。うん、カリナの気持ちが、こもっていて暖かい」

「なっ……ば、バカー」

　カリナはそういうと、玄関から飛び出していった。

　暑くなってしまったので、シャイニングボディを解除する。二月の冷たい風が火ほ照てって頰ほおに妙みように心地よく感じた。
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　サラリーマン時代、社長になれば悠ゆう々ゆう自じ適てきな生活を送れると夢みていました……でも、社長より上の領主になってみたら、寝られないくらい忙しい日々が待っていました。

　ボーブルは四月からの独立に向けてフル稼か働どう状態で、俺も学校を休み領主業に専念していた。独立に向けて最低限の準備は出来ているが、あくまで最低限であり、決して満足のいくものではない。小屋を建てたはいいが、隙すき間ま風は入るし雨あま漏もりもしまくる。このまま行けば倒壊確実なのだ。やればやるほど、仕事が増えるし不安も増していく。

（やっぱり問題は騎士団の団長か。今の団長じゃ能力的に不安がある。でも外から有能な騎士をスカウトしてきても、統率がうまく出来ないだろうな）

　今までのボーブル騎士団は、正確に言うとアコーギ軍五旅団なのだ。しかもアコーギ軍には騎士と兵士しかいない。魔法使いや神官は、軍属には入っておらず有事に派は遣けんされてくる事になっている。

　俺の予定では騎士の他に魔法兵隊や弓隊、熊くま人びとを中心とした重歩兵隊、狼ろう人じんを中心とした軽歩兵隊、ドワーフを中心とした工兵隊、兎うさぎ人びとを中心とした輸送兵隊、エルフの神官を中心とした衛生兵隊を作る予定だ。

　でも予算にそんな余裕はないし、全体を取りまとめられる人材もいない。何より俺は軍の知識なんて何もない素人。アイデアを丸投げ出来る人材が必要なのだ。

（でも兵の練度を考えると、早めに設立したいし……どっかに隠いん棲せいしている天才軍師いないかな）

　そうしたら三さん顧この礼と言わずに五ご顧こでも十じゆつ顧こでもするんだけど。

　物思いに耽ふけってもいられない。そろそろ時間だ。

「それでは王都に行って参ります。今日はお城へ行った後、ギリアム商会さんに寄りますのでお昼はいりません」

　何故か、母さんとハウスキーパー部門の皆が見送りに来てくれていた。

　他の貴族は分からないが、うちでは仕事の手を止めての見送りは禁止している。全面的に禁止にしたいんだが、世間体を考えて簡かん素そな形にしているのだ。

「ジョージ、ちょっと鞄かばんを貸して……もう、贈り物をあげるなら綺き麗れいに包装しないと駄目でしょ」

　母さんは俺から半ば無理矢理に鞄を奪い取ると、すぐに茶色い紙袋を取り出した。

「今日はスプリングギフトデイじゃないのに、なんで分かったの？　それに、きちんと隠していたのに」

　スプリングギフトデイとは、ウィンターギフトデイに女性からプレゼントを貰った男性がお返しをする日である。早い話がホワイトデイだ。ちなみに今日は三月七日、スプリングギフトデイの一週間前だ……本当になんで、分かったんだろう。

「何年、貴方あなたの母親をしていると思っているの。オデット、例の物を持って来て」

　母さんは、袋の中から手の平サイズの木箱を取り出しながら、傍かたわらに控ひかえていたオデットさんに声をかけた。

「カトリーヌ様、どうぞ」

　オデットさんが持って来たのは、可愛らしい花柄のポーチ。レコルトには厚紙なんてないから、贈り物は裸、または木箱に入れて贈るのが普通だ。王侯貴族なら金属の箱に装飾を施した物を使うそうだ。さすがに手袋のお返しにそんな事をしたら、ドン引きされるのは確実である。

「いや、手袋のお返しなんだから。そんな大おお袈げ裟さにしなくても」

「あら、やっぱりカリナちゃんにあげるのね。お母さんは〝贈り物〟としか言ってないわよ」

　……謀はかられた。母さんの後ろでは、ハウスキーパー部門の人達がニヤニヤと笑っている。

「ジョージ様、頑張って」「カリナちゃんによろしく」「ジョージ様も成長なされたわね」

　俺がウィンターギフトデイに手袋を貰ってきた事は、瞬またたく間に城内に広まった。中でも母さんとハウスキーパー部門の人達は、とても喜んだらしい。中にはカリナの食堂に直接行った人もいたそうだ。

「い、行ってきます」

　母さん達から逃げるようにして、馬車に乗り込むとニヤニヤ笑っている第二の悪魔ボルフせんせいがいた。

「相変わらず、玩具おもちやにされてんな……で、お前はあの獅子人の娘の事をどう思ってんだ？」

「どうって、よく家の手伝いをして偉い子だなって思いますよ」

　俺がガキだった時は、遊びに夢中で家の手伝いなんて余りした事がない。

「そうじゃなく女としてだよ」

「……年が離れすぎていて、そういう対象には見れませんよ」

　トータルの年齢で言えば俺は四十オーバーのおっさんだ。

「あの娘は、お前の事を好きだと思うぜ」

「そうかも知れませんね。でも気付かない振りをするのが得とく策さくだと思うんですよ」

　これでも昔は彼女がいたし、アニメの主人公みたく鈍感ではない。

「まさか立場や種族が理由じゃねえだろうな」

「まずは婚約者マリーナを何とかしてからでないと、カリナが酷ひどい目に遭う可能性があります。それに貴族の結婚って家の結婚でもありますし」

　炊き出し会の成功もあり、マリーナ達の人気は鰻うなぎ登のぼりだ。だからこそ嫌っている相手とはいえマリーナがふられる、捨てられるのは気分が良くないだろう。マリーナのファン達が暴走する可能性も高い。

　理想はマリーナを勇者に押し付け……勇者とマリーナの恋を応援して、俺が身を引くパターン。

「家って、結局立場じゃねえか」

「カリナはいい娘こですよ。気立てもいいし可愛い。俺なんかには勿体ない女です。でも、カリナの親族はそうとは限りません。カリナの親族を利用しようって輩が出てくる可能性もありますしね」

　それに貴族の一番の味方は親族だ。豊臣家が長続きしなかった理由の一つとして、秀吉の縁者に弟・秀長以外、才能がある者がいなかったからだとも言われている。

「安心しろ。あの一家に親戚はいねーから。既に調査済みだ。それと三世代前まで遡さかのぼっても、違う種族の血は入っていなかった」

　いつの間にそんな調査を……。

「知らねえのか？　違う人種と結婚する場合は、三世代前まで他人種の血が混じってないのが条件なんだよ。古い仕し来きたりだけどな」

　両親の種族が違う時は、子供はどちらかの種族の特徴を持って生まれてくる。だから兄弟で種族が違うって事も珍しくないそうだ。つまりレコルトにはハーフエルフがいないのだ。

「隔かく世せい遺い伝でんを警戒しているんでしょうね」

　猿人と獅子人が結婚して、ドワーフの特徴を持った子が生まれたら大問題である。先祖返りで、他種族の特徴が出るかは分からないが、無駄な騒動は避けた方がいい。

「またわけの分からない事を……早い話がカリナが大切だから、適度に距離を置くって事だろ？　そんな事じゃいつまでたっても結婚出来ねーぞ」

「そんなの嫌ってほど、知っていますよ。三十を過ぎたら結婚なんて妄想にしか思えなくなるんですよ。ダチの子供の成長を知って愕がく然ぜんとした時のショックが分かりますか……あの綺麗な心の子を、汚い貴族の世界で汚したくないんですよ」

　自分が汚れるのは構わない。ボーブルのためなら、汚泥に頭を突っ込んで土下座をしてもいい。

　カリナはまだ十三歳だ、すぐに新しい恋を見つけるだろう。
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「お、久し振り……また痩やせたね。しっかり食べてんのか」

「忙しくて三食バゲットサンドだよ……クラスの様子で何か変わった事はないか」

　ヴェルデから聞いた話だと、ドンガとヴェルデはウィンターギフトデイの収穫はゼロだったらしい。

「ケインの奴が調子にのってるくらいさ。また悪い奴らとつるんでるらしいよ。それで今日はどうしたんだい」

「ああ、ちょっと早いけどウィンターギフトデイのお返しだよ。今度うちで出す新商品さ」

　花柄のポーチを手渡すと、カリナの顔に花が咲いた。

「わざわざいいのに……そのありがとよ」

　カリナは頰を赤らめながら、お礼を言ってくれた。

「気に入ってもらえたら嬉しいよ」

「これって魔石付きのペンダントじゃないか。こんな高い物貰えないよ」

　俺がプレゼントしたのは、風の魔石をはめ込んだペンダント。装備者の生命に危機が迫ると通報ブザーがなる仕組みになっている。

「言ったろ。うちの新商品だって。この店には色んな人が来るからいい宣伝になるんだよ」

「……ありがと。大切にするよ」

　俺は決してロリコンじゃない。でも、このドキドキはまずい。
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　意識が朦もう朧ろうとしてきた。膝ひざはガクガク震ふるえているし、なんか酸すっぱいものがこみ上げてきている。緊張とプレッシャーで気き絶ぜつ寸すん前ぜんです。

　今日はボーブルの独立が認証される日だ。

　場所はリュミエール城にある謁えつ見けん室しつ。重厚な扉の向こうから、物凄いプレッシャーを感じる……統治認証式、腹痛で欠席したら怒られるよな。

「ジョージ・アコーギ入りなさい。王様がお待ちです」

　厳しい騎士の声に導かれて入ると、そこにいたのは爺ちゃんを始めとしたオリゾンの重じゆう鎮ちんと言われているお歴れき々れき。重鎮の方々は、部屋の端に直立不動で立っていた。その先にいらっしゃるのは、オリゾン国王アヴニール・オリゾン。

（ここを進めと？　……無理、無理、無理。ってか、なんで誰もこっちを見ないんだよ）

　拍手で出迎えてくれとは言わないが、一言も喋らないのは怖すぎる。それと王様、俺をガン見するのは、やめて下さい。胃がボロ雑ぞう巾きんみたくなってしまいます。

「ジョージ殿、お進み下さい」

　玉座までは約二十メートル。でも俺には、とてつもなく遠く感じる。ついでに視界が狭せまくなっているし、足元もおぼつかない。

（えっと、王様の前に跪ひざまずくと、王様が杖つえで俺の頭を軽く叩たたく。そうすると脇に控えている大臣が、〝オリゾン王はジョージ・アコーギの統治をお認めになられました〟と宣言する。俺は大臣に〝これで統治認証の儀を終了する〟と言われるまで、頭を上げてはいけない。そして頭を上げた時には、王様は既に退室してる）

　こんな下っ端小僧に、そんな大袈裟な事はしなくていいです。

　会社の辞令交付みたく、紙を渡してくれるだけで充分なのに。

　一歩進む毎に鼓こ動どうが速くなる。ぜんまい仕掛けのロボットみたいなぎこちない動きしか出来ない。

（の、喉のどから心臓が飛び出そうだ）

　よく漫画とかで王様の前で傍ぼう若じやく無ぶ人じんに振る舞う主人公がいるが、あの人達の心臓は鉄で出来ているんだろうか。俺の心臓なんて十六ビートを刻んで、今にも破裂しそうだというのに。

　考えて欲しい。俺は貴族とはいえ、中身は一いつ介かいのサラリーマン。部長に呼び出されただけで、胃が痛くなっていた小心者である。一国の王から認可を受けなきゃいけないなんて、無茶振りもいいとこだ。

　ようやく目的地に着いたので、ゆっくりと跪く。

　しばらくすると、頭を何かがコツンと叩いた。

「オリゾン王は、ジョージ・アコーギの統治をお認めになられました」

（お、終わったー。早く終了宣言してくれー）

　しかし待てど暮らせど、終了宣言がかからない。緊張しすぎて、耳が阿あ呆ほうになったんだろうか。

「ジョージ・アコーギ、余よに付いて参れ。オリゾンの神使、ジェネラル・グローリー様が汝なんじに話があるそうだ」

　様子を窺うかがっていたら、突然王様が声をかけて来た。一気にざわつく謁見室。王様、これ以上のストレスは、体の毒です。
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　ジェネラル・グローリーは宣託室で待っていると言う。

　宣託室は普段は王族も入れない場所との事。ちなみに宣託室への案内人はオリゾン王。三歩下がって、師の影踏まずって言葉があったけど、俺の場合は十歩は下がっている。

「ジョージよ。宣託室まではまだ距離がある。今からそんな調子では、体を壊してしまうぞ」

　うん、もう充分ボロボロです。向こう一週間は、ホットミルクしか喉を通らないと思う。さすがに王様と二人っきりなんて無理なので、俺は王様と爺ちゃんに頼み込んで同行してもらった。

「陛下、ジョージは王様に緊張しているのです」

「そうなのか？　余の顔はそんなに怖いかの……のう、ジョージ」

　この王様は、なんちゅうキラーパスを出して来るんだ。トラップしてもスルーしても地獄じゃないか。

「い、い、え……そ、そ、んな事は絶対にございません」

　全速力で頭かぶりを振ってみせる。

「王様、余り私の孫を苛いじめないでもらえますか？」

　後から聞いた話では王様は爺ちゃんに全ぜん幅ぷくの信頼を置いていて、その関係は主従というより友人に近いそうだ。

「反応が初うい々ういしくて、ついの……ここからジョージだけ付いて来い」

　そこは一見するとただの壁だった。しかし王様が手をかざした途端、淡い光を放ち輝く扉へと姿を変えたのだ。

　恐る恐る宣託室の中に入る……扉が消えたりしないよな。

　部屋の中を見回すと銀色に輝く鎧よろいが置いてあった。ざっと見ただけで鎧は十メートル近い大きさがある。

「お前がジョージか。よく来たな。我が名はジェネラル・グローリー。オリゾンを守護せし神使なり」

　威厳たっぷりの声が宣託室に響く。

（よ、鎧が喋った？）

「ジェネラル・グローリー様、仰おおせのとおりジョージ・アコーギを連れて参りました」

　王様が恭うやうやしい態度でジェネラル・グローリーに向かって頭を下げる。それに対してジェネラル・グローリーは鷹おう揚ように頷うなずいただけだった。つまり、ジェネラル・グローリーは王様より偉いと。

（仰せのとおり？　そういやサンダ先生が侯爵以上の人じゃなきゃ、認証式を開かないのにって不思議がっていたよな。もしかしてジェネラル・グローリーと俺を会わせるために、認証式を開いたのか）

　なんて迷惑な話だ。ミケに愚ぐ痴ちってやる。

「ご苦労、アヴニールは下がっていいぞ」

　低く威厳のある声だ。胃の奥底まで響いてくる感じがする。ストレスですでにダメージを受けている胃にはかなり堪こたえる。

「はっ、失礼致します」

　固まる俺をよそに王様はさっと退室していく。陛下、可愛い忠臣が、貴方を必要としています。でも、陛下は俺を置いて行ってしまった。こんな、ばかでかい騎士と二人っきりで話せなんて無茶です。

「貴方がジョージちゃん？　思ったより可愛い顔しているわね。ミケ様のパートナーじゃなかったら摘つまみ食いしたいのに。残念」

　王様が退室した途と端たん、神使がオカマ口調に変わった。しかも、右の人差し指を頰にあてて小首を傾かしげている。

（な、何があったんだ？　それにミケ様？　ミケって、王家を守護している神使より偉いのか？）

　しかし、オカマの神使か……いや、声が野太い女性という可能性もある。

「お、お戯たわむれを。ジェ、ジェネラル・グローリー様のような素敵な女性なら私なんかを相手にされなくても」

「あら、私は男よ……ハートがレディな・だ・け」

　背中に何とも言えない寒気が走る。オカマな神使と密室に二人っきり、違う意味で怖い展開になってきた。

「そ、そうですか。それで私にどんな御用があったのでしょうか？」

　こういう時は用事を手早く済ませて撤てつ退たいするのが吉だと思う。

「ミケ様が契約した男の子に興味があったの。それに貴方がオリゾンに害をなす存在か確認しておきたかったし」

「買い被かぶりすぎですよ。私なんて取るに足らない小領の小僧です。オリゾンって巨象に住み着いたちっぽけなノミでございます」

　プライド？　男の意い地じ？　そんなもの速攻で捨てました。今、謀反の疑いをかけられたら、ボーブルは空中分解してしまう。それを防ぐためならプライドを捨てるし、道化にもなってやる。

「でも、貴方は目覚ましい活躍をしているじゃない？　欲に溺おぼれないし野心もない……でも才はある。厄やつ介かいよねー」

　買い被りすぎだ。俺に領主としての才能なんてない。ついでに言えば経営の才能もないと思う。

「それに俺は前世の知識に助けられているだけでございまして。俺なんてただの猿真似小僧、家臣に助けられて何とかしのいでいるだけですよ。あのミケって偉いんですか？」

「それが怖いのよー。貴方も知っているとおりミケ様は絆を司る神リヤン様にお仕えしているの。でも、詳くわしい事はまだナ・イ・シ・ョ。ミケ様の祝福の凄さは、貴方も知っているでしょ？」

　確かに俺の思いつきのような政策を実現出来たのは優秀な家臣のお陰だ。カリスマのカの字も持ってない俺の元に、才能ある家臣が集まったのはミケの祝福と考えるのが妥当だろう。

「家臣達は私の部下である前に、オリゾンの国民です……ございます。それに私が人らしい生活を送れるのも、オリゾンという国があってこそです」

「もう、つまんないわね。男の子なんだから、意地を見せなさいよ。まあ、貴方に謀反の意思がないのも分かったし、これ以上虐いじめたらミケ様に叱しかられるわね。でも、これだけは覚えておいてちょうだい。この国は私の宝、王族は可愛い子供なの。小石程度の脅きよう威いでも確かめておかないと、気が済まないのよ」

　ジェネラル・グローリーはそう言うと、人差し指で俺のおでこをちょんと突つっついた。

「国が俺とボーブルの民を裏切らない限りは、命を賭としてお仕えします」

　そう俺が答えた次の瞬間、ジェネラル・グローリーの雰囲気が一変した。全身から凄まじいプレッシャーを放ち、意識が飛びそうになるのを必死で堪える。

「ジェネラル・グローリーの名においてジョージ・アコーギをボーブルの領主に任命する。ジョージよ、決してオリゾンとミケ様を裏切るでないぞ」

　ジェネラル・グローリーは最後だけ、威厳のある声で告げた。

　ゲームだと伝説の名剣や便利なマジックアイテムをもらえたりする。でもジェネラル・グローリーはお土産みやげすらくれなかったです。













　中学の一年目は、ボーブルの独立を目指して突っ走ってきた一年になった。みんなの協力もあり、無事に独立ゴール出来た。そしてゴールの先に待っていたのは……。

「ジョージ様、この書類にサインをお願いします」

　手に大量の書類を抱かかえたサンダ先生が声をかけて来た。その後ろには同じく大量の書類を抱えたギリルさんとロッコーさんの姿が見える。独立して本領から金を取られる心配はなくなったが、仕事が倍増してしまった。

　女性を喜ばせる施設やゴブリン対策も着々と進んでいる。

（頑張れ、俺おれ。新人職員が仕事に慣なれるまでの辛しん抱ぼうだ）

　もうすぐ四月になる。四月になったら、アミがオリゾン中学校に入学してくるのだ。

「よお、ジョージ、頑張っているな……イジワール公爵から手紙が来ているぞ」

　ボルフさんが持って来てくれた手紙には、こう書かれていた。





　　坊主、イグニス荒野に招待してやる。いつでも来い。




キョーユウ・イジワール　






　魔王復活まで残すところ、あと二年。あがくだけあがいて生き残ってやる。

「みんなにお願いがあります。俺は死にたくないですし、誰だれにも死んで欲しくありません……くそ忙しくなると思いますが力を貸して下さい」

　俺の言葉を聞くと、みんな無言で頷うなずいてくれた。チートなスキルなんて持ってなかったが、ボーブルには才能のある人材が集まってくれた。





　　　　　◇






　ジョージが書類と格闘している頃、二人の男性がイグニス荒野にやってきた。一人は女性と見み紛まがうばかりの整った顔立ちをした物静かな優やさ男おとこ。もう一人は太ふて々ぶてしい面つら構がまえをした筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの大男である。

「グライツァー様、ここがイグニス荒野ですぜ。いよいよですね……俺は思う存分、暴れますぜ。この地に生きる全ての人間を灰にしてみせやす」

　大男はそう言うと不ふ敵てきな笑みを浮かべた。

「ええ、魔王様が降こう臨りんなされるのですから……汚らしい人間どもを、焼き尽くさなくてはいけませんからね」

　優男は大男の事を咎とがめるどころか、穏やかな表情のまま、物騒な事を口にした。

　優男の正体は六ろく魔ま枢すうが一人、火のマエストロ・グライツァーである。そして大男の名はルストア、マエストロ・グライツァーの副将である。

「おっ、高そうな服着ているじゃねえか。泣かされたくなかったら、持ち物を全部置いてきな」

　グライツァー達の前に立ちはだかったのは、イグニス荒野を根城にしている盗賊団だった。その数はざっと見ただけでも、五十人をゆうに超えている。

「たかが人間風情がグライツァー様の歩く道を塞ふさぐとは、いい度胸だ……消し炭になって後悔しな」

　ルストアがゆっくりと盗賊団に近付いていく。男達は逃げるどころか、ニヤニヤと嫌らしい笑みを浮かべている。

「消し炭？　残念ながら俺達の装備はフェニックスの羽で作られているんだぜ。火炎属性の攻撃は効きかねーぜ」

「ほう？　フェニックスの羽ですか。それは素晴らしい。期待していますよ」

　勝負は一瞬であった。マエストロ・グライツァーが右手を振ると、盗賊団は業火に飲み込まれた。そしてものの数秒で、盗賊団全てが灰かい燼じんと帰したのだ。

「期待はずれでした……フェニックスの羽を燃やすと綺き麗れいな炎になるんですが、よほど魂たましいが汚かったんでしょうね」

　マエストロ・グライツァーは心底残念そうに呟つぶやくと再び歩き出した。













　俺おれの故郷は雪国だった。レコルトとは比べようがないくらい雪が降った……きっと、故郷の歴代の市長さんもこんな風に頭を抱かかえていたんだろうな。

（除じよ雪せつ費ひが足りない……どこを切きり崩くずす？　金庫から緊急扱いで出すしかないか）

　今のボーブル経済にとって流通が寸すん断だんされる事は死活問題である。道路が使えなくなれば、屑くず魔ま石せきが入って来なくなるし、工業系ギルドの商品も運べなくなってしまう。

「ジョージ様、各町から排雪を早くして欲しいとの嘆たん願がん書しよが届いています。工業ギルドばかり優先しないでこっちの雪も何とかして欲しいと悲鳴にちかいものばかりです」

　サンダ先生が持って来たのは一抱えほどある嘆願書の束。そこからは領民の悲鳴が聞こえてきそうだ……俺の心も悲鳴をあげそうだけど。

「十一月でこの調子だと、十二月や一月はどうなるんでしょうね……」

　普通の中学生なら冬休みや太陽生誕祭がある十二月を楽しみにしているんだろうけれども、俺にとっては恐怖でしかない。六ろく魔ま枢すうも怖いけど、冬将軍も怖いです。

「今年は雪が多いですからね……ジョージ様の故郷はどんな雪対策をなされていたんですか？」

「俺の故郷はボーブルの倍は雪が降りますから色々と対策していましたね。行政機関もそうですけど個人個人が雪と戦っていましたよ」

　故郷の人間に今のボーブルを見せたら、鼻で笑われると思う。しかし、それはあくまで雪国基準であって、慰なぐさめにもならない。

「個人でと言いますと、どんな事をしていたのですか？」

　サンダ先生は見知らぬ技術で溢あふれている日本に興味があるようで、折おりにつけては日本の話を聞いてくる。

「何だかんだ言って人力が主ですよ。防寒着も発展していましたから、長靴を履はいてスコップで片付けるんです」

　ゴムは高価だから長靴の再現は無理か。革靴も何枚も皮を重ねると高価になるし。スノーダンプなら工業ギルドに頼たのめば再現出来ると思う。

「だからジョージ様は毛皮のない猿人なのに、そんなに薄着でも平気なんですね」

　寒さは慣なれだと思う。あと、雪より風への対策の方が大事だったりする。

「いくつか案が出来たので、学校でヴェルデに相談してみます」





　　　　　◇






　馬車を降りて校舎に向かっていると、カリナが駆かけ寄よってきた。

「ジョージ、おはよう。あんた、そんな格好で寒くないの？」

　俺が着ているのは薄手の布で作られたハーフコートだ。これだけなら寒いんだけども、シャイニングボディを使っているので、寒さは気にならない。ちなみにカリナは手袋、マフラーを完かん備びしていた。

「馬車で送り迎えしてもらっているから大丈夫だよ。カリナは寒いのは苦手なのか？」

　ライオンは猫科だ。獅し子し人びとのカリナにコタツを使わせたら、どハマりするんだろうか？

「あまり好きじゃないよ。夜も寒くて中々寝付けないし」

　冷たい布団ふとんってきついもんな。ドライヤーの技術を応用して布団乾燥機を作れないだろうか？　それと湯たんぽもうけるかもしれない。

「今からそんなで大丈夫か？　そうだ。今、防寒グッズを考えているから、出来上がったらモニターを頼むよ」

　スノーダンプに雪かき用のシャベル、それに湯たんぽだ。寒い冬を利用して懐ふところを温かくしてやる。

「むしろお願いしたいくらいだよ……ジ、ジョージ、あんたって手は大きいほう？」

　カリナはそっぽを向きながら、そんな事を尋ねてきた。

「貴族にしては大きいと思うけど、どうした？」

　修行をしているせいか、前世より手がごつくなっている。

「あ、あたいの手とどっちが大きいか比べてみない？」

　カリナはそう言うと俺に向かって手をだしてきた。

　意外と言ったら失礼だけれども、スラッとした綺き麗れいな指だ。

「こ、こんな風にか？」

　差し出されたカリナの手とそっと重ねてみる。

「あ、あんたの方がちょっと大きいね……えーとあたいより一回りは大きいな」

　朝の通学路で、手を重ね合う二人。

　傍はたからみたら恋人みたく見えるんじゃないか？

　嫌われているとはいえ、婚約者のいる身。誰かに見られたらまずい。まずいけれども、何な故ぜか手を離したくない。

（落ち着け、俺。カリナはまだ中学生だぞ。優しく見守るのが大人の務つとめだ）












「うん、大体分わかった……そ、それじゃ、あたいは先に行ってるね」

　獅子人の少女はそう言うと、つむじ風のように走り去って行った。








あとがき




　皆様のお陰かげで二巻を出す事が出来ました。誠まことにありがとうございます。

　初めて書店で自分の本を見た時は、物凄く感動しました。写真を撮ろうとして作者と名乗ったら、かなり怪あやしまれましたが（名めい刺し等身分を証明する物を何も持っていなかったので、仕方ありませんが）。

　自分の書いた本が遠い町にもあると思うと不思議な感じがします。

　今回もジョージは色々な事に巻き込まれましたが、この後はついに国際問題に巻き込まれ外国出張へ、ドンガやヴェルデの恋の行方にも動きが……見え隠れする黒幕の動き、六ろく魔ま枢すうとも因いん縁ねんが出来てしまい、ますます悪化するジョージの胃痛。

　そして連載の方では、ジョージは日本に戻っております。故郷青森でジョージが想う事は。

　それではまた再会出来る事楽しみにしております。


くま太郎　　　
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